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産業保安グループ 鉱山・火薬類監理官付 

第１２次鉱業労働災害防止計画の評価について 
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資料１－１ 



平成２６年度の国における取組について（たたき：VER４） 

平成２５年●月 
鉱山・火薬類監理官付 

Ⅰ．目標 
  
 
 
 
 
 

災害を撲滅させること
を目指す。 

計画期間５年間の平均で、次の指標を達成することを目標とする。 
 指標１：災害を減少させる観点から、度数率0.85以下 
 指標２：重篤な災害を減少させる観点から、強度率0.35以下 

全鉱山の災害発生状況として、 各鉱山においては、 

Ⅱ．主要な対策事項 

１ 鉱山保安マネジメントシステムの構築とその有効化 
➢ 鉱山災害を撲滅させるためには、より高い次元で保安を確保する必要があ
り、これを実現するために、鉱業権者、鉱山労働者を始めとする関係者及び
国は、それぞれの役割を踏まえ、次の二つの取組を一体となって推進 
➢  国は、具体的な実施方法や優良事例等の情報についての提供等を行う
ほか、鉱業権者とともに毎年度取組状況について評価を行い、必要と認めた
場合に追加の対策を実施 

 ① リスクアセスメントの充実等 
  ・潜在的な保安を害する要因を特定するための調査の十分な実施 及びリス

クの分析 
  ・リスクの評価及びリスク低減措置の検討・実施 
  ・リスク分析・評価過程の関係者間での共有及び残留リスクの適正な評価・

管理 
 ② マネジメントシステム（PDCAを回す仕組）の構築等 
  ・保安方針の表明 
  ・保安目標（達成に至る手段を具体的に立案可能で、達成度合いを客観的

に評価可能なもの）の設定 
  ・保安計画（目標達成のための実施事項、スケジュール等）の策定 
  ・保安目標の達成状況及び保安計画の実施状況の評価等 

２ 自主保安の徹底と保安意識の高揚 
➢ 鉱業権者、保安統括者、保安管理者、作業監督者、その他の鉱山労働
者が、それぞれの立場と職責に応じて、自主保安を徹底 
➢ 保安目標を達成するために必要な人員及び予算の確保 
➢ 保安管理体制の充実、保安活動の積極的な実施及び保安教育の計画
的な実施  

３ 発生頻度が高い災害に係る防止対策の推進 
➢ 「墜落・転倒」、「運搬装置のため」、「取扱中の器材鉱物等のため」及
び「機械のため」による災害を着実に減少 
➢ ヒューマンエラーによる災害を防止するため、人間特性を考慮したＲＡ
を徹底するとともに、本質安全対策、ﾌｪｰﾙｾｰﾌやﾌｰﾙﾌﾟﾙｰﾌを考慮した施
設の工学的対策等を検討 

４ 基盤的な保安対策の推進 
 ➢ 露天掘採場の残壁対策  ➢ 坑内の保安対策 
 ➢ 作業環境の整備       ➢ 保安技術の向上とその活用 

５ 外国人研修生に対する配慮 

６ 単独作業及び非定常作業に対する保安管理 
 ➢ 請負作業者を含め、単独作業及び非定常作業に携わる者の災害

を防止するため、鉱山全体での保安管理を実施 

７ 国及び鉱業関係団体の連携・協働による保安確保の取組 
➢ 国は、外部専門家による保安指導、鉱山労働者等を対象とした各種
研修及び災害情報の水平展開等 を充実 
➢ 鉱業関係団体は、民間資格制度「保安管理マスター制度」の創設、
運用を始めとした鉱山の自主保安体制強化のための支援等、災害防止
のための活動を積極的に実施 
➢ 両者は、それぞれの活動が有機的に機能し、保安レベルの継続的な向
上につながるよう連携・協働を促進。特に、中小零細規模の鉱山に対し
てはニーズに応じてきめ細かな支援を実施する等、一定の配慮 

第１２次鉱業労働災害防止計画（平成２５～２９年度）の概要 
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注）度数率：稼働延百万時間当たり罹災者数 
   強度率：稼働延千時間当たり労働損失日数 
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平成２６年度の国における取組について（たたき：VER４） 

平成２５年●月 
鉱山・火薬類監理官付 

Ⅰ．目標 
  
 
 
 
 
 

災害を撲滅させること
を目指す。 

計画期間５年間の平均で、次の指標を達成することを目標とする。 
 指標１：災害を減少させる観点から、度数率0.85以下 
 指標２：重篤な災害を減少させる観点から、強度率0.35以下 

全鉱山の災害発生状況として、 各鉱山においては、 

Ⅱ．主要な対策事項 

１ 鉱山保安マネジメントシステムの構築とその有効化 
➢ 鉱山災害を撲滅させるためには、より高い次元で保安を確保する必要があ
り、これを実現するために、鉱業権者、鉱山労働者を始めとする関係者及び
国は、それぞれの役割を踏まえ、次の二つの取組を一体となって推進 
➢  国は、具体的な実施方法や優良事例等の情報についての提供等を行う
ほか、鉱業権者とともに毎年度取組状況について評価を行い、必要と認めた
場合に追加の対策を実施 

 ① リスクアセスメントの充実等 
  ・潜在的な保安を害する要因を特定するための調査の十分な実施 及びリス

クの分析 
  ・リスクの評価及びリスク低減措置の検討・実施 
  ・リスク分析・評価過程の関係者間での共有及び残留リスクの適正な評価・
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 ② マネジメントシステム（PDCAを回す仕組）の構築等 
  ・保安方針の表明 
  ・保安目標（達成に至る手段を具体的に立案可能で、達成度合いを客観的

に評価可能なもの）の設定 
  ・保安計画（目標達成のための実施事項、スケジュール等）の策定 
  ・保安目標の達成状況及び保安計画の実施状況の評価等 

２ 自主保安の徹底と保安意識の高揚 
➢ 鉱業権者、保安統括者、保安管理者、作業監督者、その他の鉱山労働
者が、それぞれの立場と職責に応じて、自主保安を徹底 
➢ 保安目標を達成するために必要な人員及び予算の確保 
➢ 保安管理体制の充実、保安活動の積極的な実施及び保安教育の計画
的な実施  

３ 発生頻度が高い災害に係る防止対策の推進 
➢ 「墜落・転倒」、「運搬装置のため」、「取扱中の器材鉱物等のため」及
び「機械のため」による災害を着実に減少 
➢ ヒューマンエラーによる災害を防止するため、人間特性を考慮したＲＡ
を徹底するとともに、本質安全対策、ﾌｪｰﾙｾｰﾌやﾌｰﾙﾌﾟﾙｰﾌを考慮した施
設の工学的対策等を検討 

４ 基盤的な保安対策の推進 
 ➢ 露天掘採場の残壁対策  ➢ 坑内の保安対策 
 ➢ 作業環境の整備       ➢ 保安技術の向上とその活用 

５ 外国人研修生に対する配慮 

６ 単独作業及び非定常作業に対する保安管理 
 ➢ 請負作業者を含め、単独作業及び非定常作業に携わる者の災害

を防止するため、鉱山全体での保安管理を実施 

７ 国及び鉱業関係団体の連携・協働による保安確保の取組 
➢ 国は、外部専門家による保安指導、鉱山労働者等を対象とした各種
研修及び災害情報の水平展開等 を充実 
➢ 鉱業関係団体は、民間資格制度「保安管理マスター制度」の創設、
運用を始めとした鉱山の自主保安体制強化のための支援等、災害防止
のための活動を積極的に実施 
➢ 両者は、それぞれの活動が有機的に機能し、保安レベルの継続的な向
上につながるよう連携・協働を促進。特に、中小零細規模の鉱山に対し
てはニーズに応じてきめ細かな支援を実施する等、一定の配慮 

第１２次鉱業労働災害防止計画（平成２５～２９年度）の概要 
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注）度数率：稼働延百万時間当たり罹災者数 
   強度率：稼働延千時間当たり労働損失日数 
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１．数値目標の達成状況 
 （８月末現在の速報値で）度数率の五か年平均は0.95となり、目標未達。（目標は0.85以下） 
 （      同上      ）強度率の五か年平均は0.63となり、目標未達。（目標は0.35以下） 
 ただし、罹災者数は減少傾向。（稼行鉱山数や鉱山労働者数の漸減による効果よりも有意な減少。） 

罹災者数の推移 

度数率の達成状況 強度率の達成状況 

      12次計画            11次計画            11次計画            12次計画      

0.85 
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4 
※ 平成２９年は、８月末時点の速報値。   
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２．業種別の度数率と強度率 
 鉱山における度数率は製造業や建設業と同程度であり、全産業平均と比べると、低い水準で推移。 
  鉱山における強度率は砕石業ほどではないものの、他業種と比べ高い。（一度災害が発生すれば重篤災害になり
やすい。） 

出典：（鉱山）鉱山保安統計年報 
出典：（全産業、建設業、製造業、ｻｰﾋﾞｽ業(他に分類されないもの)）労働災害動向調査 
出典：（砕石業）労働災害動向集計（日本砕石協会） 

※産業分類は、日本標準産業分類に基づく。 
※「サービス業（他に分類されないもの）」とは、一般廃棄物処理業、産業廃棄物処理業、自動車整備業、 
  機械修理処理業及び建物サービス業に限る。（宿泊業・飲食サービス業、生活関連サービス業等は含まれない） 
※ 「全産業」は平成23年から調査対象産業に「農業」を追加しているため、以降を用いる 
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 鉱種別の度数率・強度率（４年間実績）では、非金属が特に大きい値となっている。 
 石灰石の罹災者数の減少傾向は大きく、全体の罹災者数の減少傾向に寄与している。 

３．鉱種別の度数率・強度率 

鉱種別の度数率 鉱種別の強度率 

 Ⅰ．目標 
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＜鉱山事業者からの声＞（ヒアリングによる） 
・ 非金属の多くを占める「けい石」の鉱山は、零細な事
業者が多く、鉱山マネジメントシステムの導入が遅れて
いるのではないか。 
・ けい石の採掘事業者は、他の鉱種に比べ、事故情
報や対策等についての情報共有に課題があるのではな
いか。 
･ 石油・天然ガスは、掘削作業を行う機会がない時は
比較的事故が起きにくいのではないか。 

鉱種別の罹災者数の推移率 
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※ 平成２９年は、８月末時点の速報値。   
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 第12次計画中の重篤罹災者（死亡又は重傷者）数は61名（単年あたり15.3名）であり、第11次計画期間中
（同109名（単年あたり21.8名）に比べても減少。 

 他方で、死亡者数は毎年0～3名ながら撲滅には至っていない。 
 

 罹災者数の推移                   

※ 平成２９年は、８月末時点の速報値。   
注：重傷者：休業日数が2週間以上の罹災者 
   軽症者：休業日数が３日以上２週間未満の罹災者 
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４．重篤災害の発生状況 
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災害発生 
年月日 管内 都道 

府県 鉱種 年齢 勤続年数 
/経験年数 災害の種類 概     要 

H25 
2/28 関東 栃木 けい石 70 

26年1ヶ月 
/26年1ヶ
月 

坑外・ 
運搬装置（車両系
鉱山機械） 

ショベルに搭乗し剥土・剥岩作業に従事。急傾斜地で重心位置が
急激に移動する動作により、バランスを崩し谷に転落したものと推定。 

H26 
7/8 関東 茨城 石灰石 67 

38年7ヶ月 
/38年7ヶ
月 

坑外・ 
運搬装置（車両系
鉱山機械） 

ミニショベルにより集積場排水路の点検清掃を実施後、集積場法
面を登坂中、スリップして前進できなかったため、旋回したところ転倒
し、下敷きになり罹災。 

H27 
9/8 関東 栃木 けい石 20 5ヶ月/ 

5ヶ月 
坑外・ 
岩盤の崩壊 

ショベルに搭乗し切羽内の残壁に近い箇所にて掘削作業を行ってい
たところ、残壁が崩壊し、崩壊した岩石等によりショベルごと埋没。 

H27 
10/23 東北 岩手 石灰石 56 5ヶ月/ 

3ヶ月 
坑外・ 
運搬装置（車両系
鉱山機械） 

残壁肩部にてショベルで鉱石を移動式コーンクラッシャーのホッパーへ
投入する作業に従事。アームを上げて右旋回して投入したところ、
ショベル後方の足場が崩れ、採掘跡の池に転落。 

H28 
2/20 中部 愛知 けい石 47 2年11ヶ月 

/7ヶ月 
坑外・ 
運搬装置（コンベ
ア） 

砕鉱場の巡視を担当している罹災者がベルトコンベアの下側ベルト
と地面の間に挟まれ死亡。下ベルトに押し出される形でベルトコンベ
アを支えるフレームに頭部を激突させたと推測。 

H28 
4/6 中部 三重 石灰石 59 15年/ 

15年 
坑外・ 
運搬装置（自動
車） 

散水車が測溝に脱輪。重機を用いて引き上げたが、突然散水車が
後退し、約3メール下の沢に裏返しになって墜落。 

H28 
11/2 関東 埼玉 石灰石 33 

15年7ヶ月
/ 

4年4ヶ月 
坑外・ 
その他（埋没） 

貯鉱槽内の居付除去作業のため、一人で安全帯を付けないまま再
び貯鉱槽内へ入った際、何らかの原因により居付きの穴の中に落ち
て埋没し罹災。 

 Ⅰ．目標 

５．第12次計画期間中の死亡災害の概要 



平成２６年度の国における取組について（たたき：VER４） 

平成２５年●月 
鉱山・火薬類監理官付 

Ⅰ．目標 
  
 
 
 
 
 

災害を撲滅させること
を目指す。 

計画期間５年間の平均で、次の指標を達成することを目標とする。 
 指標１：災害を減少させる観点から、度数率0.85以下 
 指標２：重篤な災害を減少させる観点から、強度率0.35以下 

全鉱山の災害発生状況として、 各鉱山においては、 

Ⅱ．主要な対策事項 

１ 鉱山保安マネジメントシステムの構築とその有効化 
➢ 鉱山災害を撲滅させるためには、より高い次元で保安を確保する必要があ
り、これを実現するために、鉱業権者、鉱山労働者を始めとする関係者及び
国は、それぞれの役割を踏まえ、次の二つの取組を一体となって推進 
➢  国は、具体的な実施方法や優良事例等の情報についての提供等を行う
ほか、鉱業権者とともに毎年度取組状況について評価を行い、必要と認めた
場合に追加の対策を実施 

 ① リスクアセスメントの充実等 
  ・潜在的な保安を害する要因を特定するための調査の十分な実施 及びリス

クの分析 
  ・リスクの評価及びリスク低減措置の検討・実施 
  ・リスク分析・評価過程の関係者間での共有及び残留リスクの適正な評価・

管理 
 ② マネジメントシステム（PDCAを回す仕組）の構築等 
  ・保安方針の表明 
  ・保安目標（達成に至る手段を具体的に立案可能で、達成度合いを客観的

に評価可能なもの）の設定 
  ・保安計画（目標達成のための実施事項、スケジュール等）の策定 
  ・保安目標の達成状況及び保安計画の実施状況の評価等 

２ 自主保安の徹底と保安意識の高揚 
➢ 鉱業権者、保安統括者、保安管理者、作業監督者、その他の鉱山労働
者が、それぞれの立場と職責に応じて、自主保安を徹底 
➢ 保安目標を達成するために必要な人員及び予算の確保 
➢ 保安管理体制の充実、保安活動の積極的な実施及び保安教育の計画
的な実施  

３ 発生頻度が高い災害に係る防止対策の推進 
➢ 「墜落・転倒」、「運搬装置のため」、「取扱中の器材鉱物等のため」及
び「機械のため」による災害を着実に減少 
➢ ヒューマンエラーによる災害を防止するため、人間特性を考慮したＲＡ
を徹底するとともに、本質安全対策、ﾌｪｰﾙｾｰﾌやﾌｰﾙﾌﾟﾙｰﾌを考慮した施
設の工学的対策等を検討 

４ 基盤的な保安対策の推進 
 ➢ 露天掘採場の残壁対策  ➢ 坑内の保安対策 
 ➢ 作業環境の整備       ➢ 保安技術の向上とその活用 

５ 外国人研修生に対する配慮 

６ 単独作業及び非定常作業に対する保安管理 
 ➢ 請負作業者を含め、単独作業及び非定常作業に携わる者の災害

を防止するため、鉱山全体での保安管理を実施 

７ 国及び鉱業関係団体の連携・協働による保安確保の取組 
➢ 国は、外部専門家による保安指導、鉱山労働者等を対象とした各種
研修及び災害情報の水平展開等 を充実 
➢ 鉱業関係団体は、民間資格制度「保安管理マスター制度」の創設、
運用を始めとした鉱山の自主保安体制強化のための支援等、災害防止
のための活動を積極的に実施 
➢ 両者は、それぞれの活動が有機的に機能し、保安レベルの継続的な向
上につながるよう連携・協働を促進。特に、中小零細規模の鉱山に対し
てはニーズに応じてきめ細かな支援を実施する等、一定の配慮 

第１２次鉱業労働災害防止計画（平成２５～２９年度）の概要 
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注）度数率：稼働延百万時間当たり罹災者数 
   強度率：稼働延千時間当たり労働損失日数 
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 Ⅱ．主要な対策事項（１．鉱山保安マネジメントシステムの構築とその有効化） 

度数率 強度率 

本格導入鉱山 0.53 0.37 

導入推進鉱山 1.08 1.09 

導入準備鉱山 1.25 1.30 

H25 H26 H27 H28 

本格導入鉱山 79 89 118 139 

導入推進鉱山 148 174 167 170 

導入準備鉱山 219 182 154 137 

※単位：鉱山数 

10 

 鉱山保安マネジメントシステムを本格導入する鉱山は第12次計画中も増加。 
 鉱山保安マネジメントシステムを本格導入している鉱山ほど、災害の度数率、強度率は低くなっており、マネジメントシ
ステムの導入効果がみられている。 

 度数率の推移では、本格導入鉱山が低い値で推移しているものの、直近では、導入推進鉱山でも低下が見られる。 

鉱山保安マネジメントシステムの導入状況 鉱山保安マネジメントシステムの導入と災害発生の状況 
（平成25～28年度） 

１．鉱山保安マネジメントシステムの導入と効果 

鉱山保安マネジメントシステムの導入状況別の度数率の推移 
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チェックリストⅠ(縦軸）：リスクアセスメント等に関する自己点検表 
チェックリストⅡ(横軸）：マネジメントシステムに関する自己点検表 

チェックリストⅡ 

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
トⅠ

 

チェックリストⅡ 

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
トⅠ

 

平成2８年点数分布 平成2５年点数分布 

 Ⅱ．主要な対策事項（１．鉱山保安マネジメントシステムの構築とその有効化） 

鉱山のレベル分類 チェックリストⅠ 
（27評点満点） 

チェックリストⅡ 
（33評点満点） 

本格導入鉱山 25点以上 30点以上 

導入推進鉱山 17点以上 20点以上 

導入準備鉱山 16点以下 19点以下 

 第12次計画期間中に鉱山保安マネジメントシステムの導入が進展。 
 特に、労働者数規模の大きい鉱山での導入が進展。また、30人未満
の規模の小さな鉱山には本格導入に至らないものが目立つものの、
チェックリストⅡの評点の上昇傾向（マネジメントへの取組が強化）が
みられ、バランスの取れた導入への取り組みがなされている。 

２．鉱山保安マネジメントシステムの導入の進展状況① 

労働者数範囲 （ⅰ）本格導入鉱山139鉱山 （ⅱ）導入推進鉱山170鉱山 （ⅲ）導入準備鉱山137鉱山 合計446鉱山

～9 48 (21%) 76 (32%) 110 (47%) 234 (100%)

10～29 33 (28%) 64 (54%)  21 (18%) 118 (100%)

30～49 25 (52%) 17 (35%)   6 (13%)  48 (100%)

50～99 18 (64%) 10 (36%)   0 ( 0%)  28 (100%)

100～ 15 (83%)  3 (17%)   0 ( 0%)  18 (100%)

労働者数範囲 （ⅰ）本格導入鉱山79鉱山 （ⅱ）導入推進鉱山148鉱山 （ⅲ）導入準備鉱山219鉱山 合計446鉱山

～9 17 ( 7%) 60 (26%) 154 (67%) 231 (100%)

10～29 22 (18%) 51 (40%)  52 (42%) 125 (100%)

30～49 20 (46%) 16 (36%)   8 (18%)  44 (100%)

50～99  8 (31%) 15 (58%)   3 (11%)  26 (100%)

100～ 12 (60%)  6 (30%)   2 (10%)  20 (100%)

   ～9   ～9    



 ＜上記の状況に関する鉱山事業者等からの声＞（ヒアリングによる） 
○大規模鉱山で度数率や強度率が低いのは、 
 ・ マネジメントシステムの導入が進んでいることが要因ではないか。 
 ・ 特に作業員の数が大きいほどマネジメントシステムの効果が出やすくなっているので
はないか。 

 ・ 保安のための設備投資、教育等に積極的だからではないか。 
○零細鉱山で度数率や強度率が低いのは、 
 ・（マネジメントシステムの導入は遅れているが）そもそも危険を伴う作業工程が相対
的に少ないからではないか。  

  ・人数が少ないので管理者・作業者同士のコミュニケーションがしやすいのではないか。  

Ⅱ．主要な対策事項（１．鉱山保安マネジメントシステムの構築とその有効化） 
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労働者数規模別の度数率（平成25～28年度） 労働者数規模別の強度率（平成25～28年度） 

 鉱山規模別に度数率・強度率ともに、100人以上の大規模鉱山及び９人以下の零細鉱山において低い。 

２．鉱山保安マネジメントシステムの導入の進展状況② 

大規模な鉱山の例（約300人） 

零細鉱山の例（２人） 

主な工程：穿孔・発破／積込・運搬／
破砕・選鉱／出荷・輸送 

主な工程：採掘／積込・出荷 

（人） （人） 



 Ⅱ．主要な対策事項（１．鉱山保安マネジメントシステムの構築とその有効化） 

 鉱山保安MS構築導入状況について、鉱山が自己点検した結果では、導入が着実に進んでいる。 
 ただし、ＰＤＣＡサイクルを回すことについては、まだ改善の余地ありとしている鉱山が多く、特に小規模零細鉱山から
は、仕組みそのものの導入が鉱山規模に見合っていないとの声がある。 

２．鉱山保安マネジメントシステムの導入の進展状況③ 

リスクアセスメント（チェックリストⅠ）の自己点検結果（例） 

Ｑ５：特定したすべての危険性又は有害性によって生ずるおそれの
ある危害や鉱害について、リスクの大きさを客観的に見積もって
いるか。この過程に、関係する鉱山労働者が参画しているか。 

マネジメントシステム（チェックリストⅡ）の自己点検結果（例） 

Ｑ20：保安目標（保安計画）の達成（実施）状況について適
切に評価を行い、達成（実施）できなかった場合、原因を調
査し改善等を実施しているか。また、そのための仕組みがあるか。 

 事後対策から事前対策に目を向けるようになった。現場作業員自ら改
善することが増加した。 

 鉱山労働者と直接言葉を交わす機会が増えたため、全鉱山労働者に
保安に関する意識が定着したように思われる。 

 リスクの抽出並びにその対策（進捗）について、本社（管理部門）と
現場（鉱山）が情報共有、全社的に包括管理可能となった。 

鉱山の声 

 小規模鉱山においてのＰＤＣＡサイクルの定着は難しく感じているた
め、実際に現場での会話を重視する方向で考えている。 

 鉱山労働者が３名の極小規模鉱山のため、現行のリスクアセスメントを
実行しているだけでいっぱいであり、ＭＳ導入には負担を感じる。 

 少人数の鉱山なので日々することが決まっていない。各自で気を付けて
作業に取り組み、気がついたことは改善する努力を心がけている。 

鉱山の声 
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 Ⅱ．主要な対策事項（１．鉱山保安マネジメントシステムの構築とその有効化） 
３．国及び鉱業権者の取組 

 監督部によるリスクアセスメント研修、保安講習会及
び外部コンサルティングによる指導の実施 

 中小零細規模鉱山向け鉱山保安ＭＳガイドブック
やリスクアセスメント事例集５０選等の支援ツールを
活用し、鉱山保安MS指導を実施（25FY～） 

 鉱山保安ＭＳの構築・有効化に関し優良な鉱山を
表彰（26Fy～） 
 

鉱山保安ＭＳガイドブック（左） 
リスクアセスメント事例集50選（右） 

国は、鉱山保安マネジメントシステムが各鉱山の規模や操業状況等に即した最適な形で構築され、その有効化を図る
ことが可能となるよう、具体的な実施方法や優良事例の情報提供等を推進。 

国及び鉱業権者は、取組の進捗状況について毎年度評価を実施し、必要な追加の対策を講じている。 

 ＜MSガイドブック等の活用の割合＞ 
・MSガイドブック               ：41.2% 
・リスクアセスメント事例集50選 ：18.4% 
・水平展開・保安情報         ：73.9% 

（平成29年度アンケート結果による） 
※複数回答のため合計は100%以上 

鉱山保安MS指導の様子 

優良鉱山の表彰式（MS表彰） 14 



平成２６年度の国における取組について（たたき：VER４） 

平成２５年●月 
鉱山・火薬類監理官付 

Ⅰ．目標 
  
 
 
 
 
 

災害を撲滅させること
を目指す。 

計画期間５年間の平均で、次の指標を達成することを目標とする。 
 指標１：災害を減少させる観点から、度数率0.85以下 
 指標２：重篤な災害を減少させる観点から、強度率0.35以下 

全鉱山の災害発生状況として、 各鉱山においては、 

Ⅱ．主要な対策事項 

１ 鉱山保安マネジメントシステムの構築とその有効化 
➢ 鉱山災害を撲滅させるためには、より高い次元で保安を確保する必要があ
り、これを実現するために、鉱業権者、鉱山労働者を始めとする関係者及び
国は、それぞれの役割を踏まえ、次の二つの取組を一体となって推進 
➢  国は、具体的な実施方法や優良事例等の情報についての提供等を行う
ほか、鉱業権者とともに毎年度取組状況について評価を行い、必要と認めた
場合に追加の対策を実施 

 ① リスクアセスメントの充実等 
  ・潜在的な保安を害する要因を特定するための調査の十分な実施 及びリス

クの分析 
  ・リスクの評価及びリスク低減措置の検討・実施 
  ・リスク分析・評価過程の関係者間での共有及び残留リスクの適正な評価・

管理 
 ② マネジメントシステム（PDCAを回す仕組）の構築等 
  ・保安方針の表明 
  ・保安目標（達成に至る手段を具体的に立案可能で、達成度合いを客観的

に評価可能なもの）の設定 
  ・保安計画（目標達成のための実施事項、スケジュール等）の策定 
  ・保安目標の達成状況及び保安計画の実施状況の評価等 

２ 自主保安の徹底と保安意識の高揚 
➢ 鉱業権者、保安統括者、保安管理者、作業監督者、その他の鉱山労働
者が、それぞれの立場と職責に応じて、自主保安を徹底 
➢ 保安目標を達成するために必要な人員及び予算の確保 
➢ 保安管理体制の充実、保安活動の積極的な実施及び保安教育の計画
的な実施  

３ 発生頻度が高い災害に係る防止対策の推進 
➢ 「墜落・転倒」、「運搬装置のため」、「取扱中の器材鉱物等のため」及
び「機械のため」による災害を着実に減少 
➢ ヒューマンエラーによる災害を防止するため、人間特性を考慮したＲＡ
を徹底するとともに、本質安全対策、ﾌｪｰﾙｾｰﾌやﾌｰﾙﾌﾟﾙｰﾌを考慮した施
設の工学的対策等を検討 

４ 基盤的な保安対策の推進 
 ➢ 露天掘採場の残壁対策  ➢ 坑内の保安対策 
 ➢ 作業環境の整備       ➢ 保安技術の向上とその活用 

５ 外国人研修生に対する配慮 

６ 単独作業及び非定常作業に対する保安管理 
 ➢ 請負作業者を含め、単独作業及び非定常作業に携わる者の災害

を防止するため、鉱山全体での保安管理を実施 

７ 国及び鉱業関係団体の連携・協働による保安確保の取組 
➢ 国は、外部専門家による保安指導、鉱山労働者等を対象とした各種
研修及び災害情報の水平展開等 を充実 
➢ 鉱業関係団体は、民間資格制度「保安管理マスター制度」の創設、
運用を始めとした鉱山の自主保安体制強化のための支援等、災害防止
のための活動を積極的に実施 
➢ 両者は、それぞれの活動が有機的に機能し、保安レベルの継続的な向
上につながるよう連携・協働を促進。特に、中小零細規模の鉱山に対し
てはニーズに応じてきめ細かな支援を実施する等、一定の配慮 

第１２次鉱業労働災害防止計画（平成２５～２９年度）の概要 
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注）度数率：稼働延百万時間当たり罹災者数 
   強度率：稼働延千時間当たり労働損失日数 
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Ⅱ．主要な対策事項（２．自主保安の徹底と保安意識の高揚） 

 自主保安の取り組みとして、①保安目標の設定、②人員・予算等の体制整備の実施、③保安活動・保安教育・緊急
対応訓練の実施、④鉱山労働者の参画と計画への反映の視点からアンケートを分析したところ、12次計画期間中に
いずれも進展が認められた。 

 一方、半数以上が改善の必要／未実施の項目もある。事故の低減につなげるには自主保安の徹底に向けた継続的
な取組が必要。 

１．自主保安の徹底のための取り組み 

40% 

32% 

14% 

14% 

48% 

29% 

11% 

12% 

適切に実施 

一部の改善の

余地あり 

全面的に改善

が必要 

未実施 

平成28年 

26% 

26% 18% 

30% 34% 

28% 

12% 

26% 

平成25年 平成28年 

④鉱山労働者の参画と計画への反映 ③保安活動・保安教育・緊急対応訓練の実施 

16 

64% 

22% 

8% 
6% 

49% 

34% 

12% 
5% 

53% 

19% 

10% 

18% 

平成25年 

35% 

34% 

12% 

19% 

平成25年 

②人員・予算等の体制整備の実施 ①保安目標の設定 
平成28年 

平成25年 

平成28年 



Ⅱ．主要な対策事項（２．自主保安の徹底と保安意識の高揚） 

２．保安意識の高揚のための国の取り組み 

・ 「鉱山保安表彰」は、保安活動へのモチベーション向上と、
安全管理活動等へのインセンティブ付与を目的に毎年10
月頃に実施。 
・ 全国／地方単位で、無災害記録等を実施した鉱山や、
地道な保安活動に従事し優秀な安全生成期をあげた現場
職長クラス等を対象に大臣表彰を行っている。 

 鉱山事業者における保安意識の高揚のため、国においても、鉱山保安表彰や鉱山保安週間の取組みを実施。 

鉱山保安表彰 鉱山保安週間ポスター 

・ 「鉱山保安週間」は、鉱山における自主保安活動を推進
し、保安意識を高揚を図るため、毎年7月1日の「国民安全
の日」にあわせ、昭和25年から継続的に実施。 
・ 「鉱山保安週間」に合わせ、保安講話、ポスター配布、保
安標語（又は絵画）の募集・選考等を実施している。 

平成25年度 平成26年度 

平成27年度 平成28年度 

平成29年度 
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Ⅱ．主要な対策事項（２．自主保安の徹底と保安意識の高揚） 

３．各地域・業界の自主的な取り組み 
 各地域の鉱山が会員となった鉱業会、鉱山保安研究会などにおいて自主的な鉱山保安の取り組みや保安意識の
高揚の取り組みが行われている。また，同業種である採石業界との保安に関する保安講演会/研修を実施するな
ど、業界横断的な活動、取り組みも始められている。 

○各地域での鉱山保安の取り組み事例 
・ 各地域において保安研究、保安表彰、保安教育(講習
会等），見学会等の事業実施 
・ 各地域の保安研究会等の一例 
 ＜東北地方＞東北鉱業会 
 ＜中部地方＞東海北陸鉱山会※１ 
 ＜関東地方＞茨城県石灰石鉱山保安地区会※２ 
               青梅地区鉱山保安研究会※2 

          埼玉県鉱山保安技術協議会※２ 

          多摩地区鉱山保安研究会※2 

          栃木県鉱山保安研究会※2 ○ 

          京葉天ガス協議会（保安委員会） 
          新潟県天然ガス協会 （保安連絡会） 

○業界団体による鉱山保安表彰の取り組み事例 
 平成26年度に鉱業関係団体（日本鉱業協会、石灰石鉱業協会、天然ガス
鉱業会、石炭エネルギーセンター）が発起人となり鉱山保安推進協議会を発
足。同年度から「鉱山保安推進協議会会長表彰」を創設。以降、毎年10月
頃、経済産業大臣表彰式と合同で開催実施。 

 
○業界団体による鉱山保安の取り組み事例 
・環境・安全担当者会議の開催（日本鉱業協会） 
・石灰石鉱業大会の開催、保安研究等の実施（石灰石鉱業協会） 
・環境保安委員会による保安研究等の実施（天然ガス鉱業会） 
・会員向けの石炭保安技術の提供，海外調査等（石炭エネルギーセンタ－） 

 
○業界横断的な保安の取り組み事例 
・砕石業界、石灰石業界との業界横断的な災害防止研究・見学などの実施
（栃木県砕石工業協同組合、栃木県鉱山保安研究会） 

自主的な取組の一例 

○【事例】栃木県鉱山保安研究会の活動パンフレット 

※その他の地域、鉱業関係団体においても多数の保安の取り組みを実施。 
 
※１ 東海北陸鉱山会は平成27年度中部地方鉱山保安表彰（保安功労・貢献者の

部）を受賞 
※２ 各研究会・協議会は平成29年度に関東地方鉱山保安表彰(保安功労・貢献者

の部）を受賞。 
18 



平成２６年度の国における取組について（たたき：VER４） 

平成２５年●月 
鉱山・火薬類監理官付 

Ⅰ．目標 
  
 
 
 
 
 

災害を撲滅させること
を目指す。 

計画期間５年間の平均で、次の指標を達成することを目標とする。 
 指標１：災害を減少させる観点から、度数率0.85以下 
 指標２：重篤な災害を減少させる観点から、強度率0.35以下 

全鉱山の災害発生状況として、 各鉱山においては、 

Ⅱ．主要な対策事項 

１ 鉱山保安マネジメントシステムの構築とその有効化 
➢ 鉱山災害を撲滅させるためには、より高い次元で保安を確保する必要があ
り、これを実現するために、鉱業権者、鉱山労働者を始めとする関係者及び
国は、それぞれの役割を踏まえ、次の二つの取組を一体となって推進 
➢  国は、具体的な実施方法や優良事例等の情報についての提供等を行う
ほか、鉱業権者とともに毎年度取組状況について評価を行い、必要と認めた
場合に追加の対策を実施 

 ① リスクアセスメントの充実等 
  ・潜在的な保安を害する要因を特定するための調査の十分な実施 及びリス

クの分析 
  ・リスクの評価及びリスク低減措置の検討・実施 
  ・リスク分析・評価過程の関係者間での共有及び残留リスクの適正な評価・

管理 
 ② マネジメントシステム（PDCAを回す仕組）の構築等 
  ・保安方針の表明 
  ・保安目標（達成に至る手段を具体的に立案可能で、達成度合いを客観的

に評価可能なもの）の設定 
  ・保安計画（目標達成のための実施事項、スケジュール等）の策定 
  ・保安目標の達成状況及び保安計画の実施状況の評価等 

２ 自主保安の徹底と保安意識の高揚 
➢ 鉱業権者、保安統括者、保安管理者、作業監督者、その他の鉱山労働
者が、それぞれの立場と職責に応じて、自主保安を徹底 
➢ 保安目標を達成するために必要な人員及び予算の確保 
➢ 保安管理体制の充実、保安活動の積極的な実施及び保安教育の計画
的な実施  

３ 発生頻度が高い災害に係る防止対策の推進 
➢ 「墜落・転倒」、「運搬装置のため」、「取扱中の器材鉱物等のため」及
び「機械のため」による災害を着実に減少 
➢ ヒューマンエラーによる災害を防止するため、人間特性を考慮したＲＡ
を徹底するとともに、本質安全対策、ﾌｪｰﾙｾｰﾌやﾌｰﾙﾌﾟﾙｰﾌを考慮した施
設の工学的対策等を検討 

４ 基盤的な保安対策の推進 
 ➢ 露天掘採場の残壁対策  ➢ 坑内の保安対策 
 ➢ 作業環境の整備       ➢ 保安技術の向上とその活用 

５ 外国人研修生に対する配慮 

６ 単独作業及び非定常作業に対する保安管理 
 ➢ 請負作業者を含め、単独作業及び非定常作業に携わる者の災害

を防止するため、鉱山全体での保安管理を実施 

７ 国及び鉱業関係団体の連携・協働による保安確保の取組 
➢ 国は、外部専門家による保安指導、鉱山労働者等を対象とした各種
研修及び災害情報の水平展開等 を充実 
➢ 鉱業関係団体は、民間資格制度「保安管理マスター制度」の創設、
運用を始めとした鉱山の自主保安体制強化のための支援等、災害防止
のための活動を積極的に実施 
➢ 両者は、それぞれの活動が有機的に機能し、保安レベルの継続的な向
上につながるよう連携・協働を促進。特に、中小零細規模の鉱山に対し
てはニーズに応じてきめ細かな支援を実施する等、一定の配慮 

第１２次鉱業労働災害防止計画（平成２５～２９年度）の概要 

19 

注）度数率：稼働延百万時間当たり罹災者数 
   強度率：稼働延千時間当たり労働損失日数 
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Ⅱ．主要な対策事項（３．発生頻度が高い災害に係る防止対策の推進） 

 平成20年～24年における４災害の占める割合は78％、平成25年～29年における割合は85％で微増。 
 個別の災害としては、「運搬装置のため」の割合が増加傾向にあり、「転倒」「機械のため」が減少傾向。 
 「運搬装置のため」では、「コンベア」「車両系鉱山機械又は自動車」に起因する災害が依然として多い。 

１．発生頻度が高い４災害の件数推移 

 

◆事由別罹災者数の割合◆ 
第12次計画（平成25～29年） 
                 ※29年は10月末時点 

 ◆事由別罹災者数の割合◆ 
第11次計画（平成20～24年） 

20 

コンベア 
16人(16%) 

車両系鉱山機械

又は自動車 
13人(13%) 

墜落 
27人(28%) 

運搬装置 
29人(30%) 

取扱中の 
器材鉱物等 
16人(16%) 

転倒 
5人(5%) 

機械のため 
5人(5%) 

その他 
15人(15%) コンベア 

15人(10%) 

車両系鉱山機械

又は自動車 
16人(11%) 

その他 
2人(1%) 

墜落 
31人(21%) 

運搬装置 
33人(23%) 

取扱中の 
器材鉱物等 
19人(13%) 

転倒 
16人(11%) 

機械のため 
14人(10%) 

その他 
32人(22%) 

平成20～24年 
   145名 

平成25～29年 
     97名 

罹災者数 単年平均 罹災者数 単年平均 増減
墜落 31 6.2 27 5.59 ▲ 0.61
転倒 16 3.2 5 1.03 ▲ 2.17
コンベア 15 3.0 16 3.31 0.31
車両系鉱山機械又は自動車 16 3.2 13 2.69 ▲ 0.51

19 3.8 16 3.31 ▲ 0.49
14 2.8 5 1.03 ▲ 1.77　　　　　　　機械のため

災害事由

第11次期間（平成20～24年）
第12次期間（平成25～29年）

※29年は10月末時点

墜落・転倒

運搬装置のため

　　　　　　　取扱中の器材鉱物等のため


過去10年の鉱山数、労働者、度数率



		年度 ネン ド		度数率 ドスウ リツ		鉱山労働者数 コウザン ロウドウ シャ スウ		稼行鉱山数 カコウ コウザン スウ				鉱山労働者数 コウザン ロウドウシャ スウ				罹災者数 リサイシャ スウ

		Ｓ32		56.65		4,989		3,479				498,889

		Ｓ33		62.08		4,984		3,504				498,407

		Ｓ34		60.58		4,777		3,375				477,655

		Ｓ35		61.85		4,516		3,401				451,554

		Ｓ36		71.63		4,180		3,274				417,977

		Ｓ37		78.29		3,789		2,778				378,883

		Ｓ38		80.13		3,191		2,591				319,128

		Ｓ39		74.94		2,840		2,451				283,959

		Ｓ40		77.02		2,696		2,282				269,592

		Ｓ41		76.24		2,581		2,349				258,148

		Ｓ42		74.37		2,383		2,054				238,331

		Ｓ43		70.68		2,133		1,952				213,334

		Ｓ44		65.91		1,904		1,768				190,433

		Ｓ45		56.04		1,626		1,563				162,611

		Ｓ46		48.38		1,393		1,409				139,327

		Ｓ47		47.04		1,176		1,303				117,595

		Ｓ48		33.69		947		1,222				94,663

		Ｓ49		20.31		871		1,188				87,141

		Ｓ50		17.78		845		1,094				84,530

		Ｓ51		16.68		800		1,071				80,033

		Ｓ52		15.65		771		1,034				77,105

		Ｓ53		14.15		735		1,029				73,492

		Ｓ54		12.43		684		1,024				68,445

		Ｓ55		10.85		671		995				67,138

		Ｓ56		10.36		658		989				65,788

		Ｓ57		9.06		631		988				63,060

		Ｓ58		6.92		595		972				59,477

		Ｓ59		7.12		576		952				57,611

		Ｓ60		5.76		555		910				55,516

		Ｓ61		4.29		517		899				51,704

		Ｓ62		3.32		418		841				41,760

		Ｓ63		3.19		356		826				35,554

		Ｈ元		3.30		325		833				32,478

		Ｈ２		2.83		290		833				29,045

		Ｈ３		3.25		279		818				27,945

		Ｈ４		2.47		270		804				26,958

		Ｈ５		1.93		259		786				25,877

		Ｈ６		2.09		242		763				24,185

		Ｈ７		1.71		226		759				22,647

		Ｈ８		1.97		215		747				21,515

		Ｈ９		2.00		201		735				20,126

		Ｈ10		1.46		196		717				19,581

		Ｈ11		1.71		189		693				18,944

		Ｈ12		1.96		183		685				18,305

		Ｈ13		2.19		175		675				17,495

		Ｈ14		1.11		152		663				15,235

		Ｈ15		1.55		146		658				14,636

		Ｈ16		1.41		142		635				14,243

		Ｈ17		1.30		137		611				13,660

		Ｈ18		1.35		131		597				13,061

		Ｈ19		1.38		131		592				13,145

		Ｈ20		1.43		130		576				12,953				36

		Ｈ21		1.26		123		566				12,330				29

		Ｈ22		1.37		120		544				12,008				31

		Ｈ23		1.26		119		532				11,867				28

		Ｈ24		0.94		119		524				11,857				21

		Ｈ25		1.15		118		516		0.85		11,827				26

		Ｈ26		0.64		115		511		0.85		11,545				14

		Ｈ27		0.88		114		517		0.85		11,386				19

		H28		0.72		114		518		0.85		11,448				16

		H29		1.36		114		517		0.85		11,424				20

								0

				0.95



稼行鉱山数	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	Ｈ27	H28	576	566	544	532	524	516	511	517	518	鉱山労働者数	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	Ｈ27	H28	129.53	123.3	120.08	118.67	118.57	118.27	115.45	113.86	114.48	度数率	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	Ｈ27	H28	1.43	1.26	1.37	1.26	0.94	1.1499999999999999	0.64	0.88	0.72	

稼行鉱山数・鉱山労働者数（百人）

度数率



稼行鉱山数	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	Ｈ27	H28	H29	576	566	544	532	524	516	511	517	518	517	鉱山労働者数	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	Ｈ27	H28	H29	129.53	123.3	120.08	118.67	118.57	118.27	115.45	113.86	114.48	114.24	罹災者数	36	29	31	28	21	26	14	19	16	20	稼行鉱山数・鉱山労働者数（百人）

罹災者数（人）



度数率の達成状況

Ｈ25	Ｈ26	Ｈ27	H28	H29	1.1499999999999999	0.64	0.88	0.72	1.36	



４大要因の推移

				H20		H21 		H22		H23		H24 		H25		H26 		H27		H28		H29

		墜落・転倒 ツイラク テントウ		7		10		11		10		9		11		5		4		4		8		全体の四分の三をしめる						12次計画中はむしろ割合は増加しているが、災害件数全体が減っているものであり、件数で比較するときちんと減っている。 ジ ケイカクチュウ ワリアイ ゾウカ サイガイ ケンスウ ゼンタイ ヘ ケンスウ ヒカク ヘ

		運搬装置のため ウンパン ソウチ		13		5		4		6		5		9		3		5		6		6

		取扱中の器材鉱物等のため ト アツカ チュウ キザイ コウブツ トウ		5		4		2		5		3		3		2		3		3		5

		機械のため キカイ		3		3		4		2		2		1		2		1		0		1

		上記以外 ジョウキ イガイ		8		7		10		5		2		2		2		6		3		2

		罹災者合計　（人） リサイシャ ゴウケイ ニン		36		29		31		28		21		26		14		19		16		22

		４要因の割合 ヨウイン ワリアイ		0.78		0.76		0.68		0.82		0.90		0.92		0.86		0.68		0.81		0.91

		５（４）ヵ年割合 ネン ワリアイ		0.78										0.83								0.85

		さらに４要因の細分化 ヨウイン サイブンカ

		ヒューマンエラーについて		人間特性についても十分に考慮　本質安全　フェールセーフやフールプルーフ ニンゲン トクセイ ジュウブン コウリョ ホンシツ アンゼン

				ヒューマンエラーについても分析できる ブンセキ

						H20		H21 		H22		H23		H24 		H25		H26 		H27		H28		H29

				４要因の割合 ヨウイン ワリアイ		0.78		0.76		0.68		0.82		0.90		0.92		0.86		0.68		0.81		0.91

				5ヵ年割合 ネン ワリアイ		0.78										0.82								0.85



				４要因の罹災者数 ヨウイン リサイシャ スウ		28		22		21		23		19		24		12		13		13		20

				単年平均 タン ネンヘイキン		22.6										15.5



		４要因の細分化 ヨウイン サイブンカ				H20		H21 		H22		H23		H24 		H25		H26 		H27		H28						死亡		４週間以上		４週間未満		軽傷						11次 ツギ						12次 ジ

		墜落・転倒 ツイラク テントウ				7		10		11		10		9		11		5		4		4				71		0		54		4		13		71				＝

				墜落 ツイラク		6		9		8		6		2		10		4		3		4				52		0		44		2		6		52

				転倒 テントウ		1		1		3		4		7		1		1		1		0				19		0		10		2		7		19

		運搬装置のため ウンパン ソウチ				13		5		4		6		5		9		3		5		6				56		8		33		6		9		56

		コンベア				6		2		1		3		3		6		2		2		3				28		3		18		3		4		28

		車両系鉱山機械又は自動車 シャリョウ ケイ コウザン キカイ マタ				7		2		2		3		2		3		1		3		3				26		4		15		3		4		26

		その他 ホカ				0		1		1		0		0		0		0		0		0				2		1		0		0		1		2

		取扱中の器材鉱物等のため ト アツカ チュウ キザイ コウブツ トウ				5		4		2		5		3		3		2		3		3				30		0		12		6		12		30

		機械のため キカイ				3		3		4		2		2		1		2		1		0				18		1		13		2		2		18



																																																																H20～H28
合計 ゴウケイ		重症度 ジュウショウ ド										重症の数 ジュウショウ カズ												コンベア		24		14%

				H20		H21 		H22		H23		H24 		H25		H26 		H27		H28		H29				H20～H28合計 ゴウケイ		死亡 シボウ		4週間以上 シュウカン イジョウ		4週間未満 シュウカン ミマン		軽症 ケイショウ								H20		H21 		H22		H23		H24 		H25		H26 		H27		H28		H29						死亡 シボウ		4週間以上 シュウカン イジョウ		4週間未満 シュウカン ミマン		軽症 ケイショウ								運搬装置 ウンパン ソウチ		47		27%				車両系鉱山機械又は自動車		22		13%

		墜落・転倒 ツイラク テントウ		7		10		11		10		9		11		5		4		4		8				71		0		54		4		13						墜落・転倒 ツイラク テントウ		7		10		11		10		9		11		5		4		4		8				71		0		54		4		13				58				墜落		46		27%				その他		1		1%

		　　　　　　　　　　　　　　墜落 ツイラク		6		9		8		6		2		10		4		3		4		6				52		0		44		2		6						　　　　　　　　　　　　　　墜落 ツイラク		6		9		8		6		2		10		4		3		4		6				52		0		44		2		6						46		取扱中の器材鉱物等のため		18		11%				墜落		46		27%

		　　　　　　　　　　　　　　転倒 テントウ		1		1		3		4		7		1		1		1		0		2				19		0		10		2		7						　　　　　　　　　　　　　　転倒 テントウ		1		1		3		4		7		1		1		1		0		2				19		0		10		2		7						12		機械のため		16		9%				取扱中の器材鉱物等のため		18		11%

		運搬装置のため ウンパン ソウチ		13		5		4		6		5		9		3		5		6		6				56		8		33		6		9						運搬装置のため ウンパン ソウチ		13		5		4		6		5		9		3		5		6		6				56		8		33		6		9				47				転倒		12		7%				機械のため		16		9%

		コンベア		6		2		1		3		3		6		2		2		3		3				28		3		18		3		4						コンベア		6		2		1		3		3		6		2		2		3		3				28		3		18		3		4						24		その他 タ		32		19%				転倒		12		7%

		車両系鉱山機械又は自動車		7		2		2		3		2		3		1		3		3		3				26		4		15		3		4						車両系鉱山機械又は自動車		7		2		2		3		2		3		1		3		3		3				26		4		15		3		4						22				171						その他 タ		32		19%

		その他		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0				2		1		0		0		1						その他		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0				2		1		0		0		1						1												171

		取扱中の器材鉱物等のため ト アツカ チュウ キザイ コウブツ トウ		5		4		2		5		3		3		2		3		3		5				30		0		12		6		12						取扱中の器材鉱物等のため ト アツカ チュウ キザイ コウブツ トウ		5		4		2		5		3		3		2		3		3		5				30		0		12		6		12				18						0.8128654971

		機械のため キカイ		3		3		4		2		2		1		2		1		0		1				18		1		13		2		2						機械のため キカイ		3		3		4		2		2		1		2		1		0		1				18		1		13		2		2				16

		上記以外 ジョウキ イガイ		8		7		10		5		2		2		2		6		3		2																		上記以外 ジョウキ イガイ		8		7		10		5		2		2		2		6		3		2				45		5		19		8		13				32

		罹災者合計　（人） リサイシャ ゴウケイ ニン		36		29		31		28		21		26		14		19		16		22																		罹災者合計　（人） リサイシャ ゴウケイ ニン		36		29		31		28		21		26		14		19		16		22				202		13		118		24		47				171

		４要因の割合 ヨウイン ワリアイ		0.78		0.76		0.68		0.82		0.90		0.92		0.86		0.68		0.81		0.91																		４要因の割合 ヨウイン ワリアイ		0.78		0.76		0.68		0.82		0.90		0.92		0.86		0.68		0.81		0.91				4項目 コウモク		5.1%		64.0%		10.3%		20.6%

		５（４）ヵ年割合 ネン ワリアイ		0.78										0.83								0.85																		５（４）ヵ年割合 ネン ワリアイ		0.78										0.83								0.85				全災害 サイガイ		6.4%		58.4%		11.9%		23.3%



																																										H20		H21 		H22		H23		H24 		H25		H26 		H27		H28		H29						死亡 シボウ		4週間以上 シュウカン イジョウ		4週間未満 シュウカン ミマン		軽症 ケイショウ

																																								墜落 ツイラク		6		9		8		6		2		10		4		3		4		6						0		44		2		6

																																								転倒 テントウ		1		1		3		4		7		1		1		1		0		2						0		10		2		7

																																								コンベア		6		2		1		3		3		6		2		2		3		3						3		18		3		4

																																								車両系鉱山機械又は自動車		7		2		2		3		2		3		1		3		3		3						4		15		3		4

																																								その他		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0						1		0		0		1

																																								取扱中の器材鉱物等のため ト アツカ チュウ キザイ コウブツ トウ		5		4		2		5		3		3		2		3		3		5						0		12		6		12

																																								機械のため キカイ		3		3		4		2		2		1		2		1		0		1						1		13		2		2

																																								上記以外 ジョウキ イガイ		8		7		10		5		2		2		2		6		3		2







								第11次期間（平成20～24年） ダイ ジ キカン ヘイセイ ネン										第12次期間（平成25～28年）																								死亡 シボウ		4週間以上 シュウカン イジョウ		4週間未満 シュウカン ミマン		軽症 ケイショウ

								罹災者数 リサイシャ スウ				単年平均 タン ネンヘイキン ヘイキン						罹災者数 リサイシャ スウ				単年平均 タン ネンヘイキン ヘイキン																		墜落 ツイラク		0		44		2		6

						墜落		31				6.2						21				5.25		▲ 0.95																転倒 テントウ		0		10		2		7

						転倒		16				3.2						3				0.75		▲ 2.45																コンベア		3		18		3		4

						コンベア		15				3.0						13				3.25		△ 0.25																車両系鉱山機械又は自動車		4		15		3		4

						車両系鉱山機械 シャリョウ ケイ コウザン キカイ		16				3.2						10				2.5		▲ 0.70																その他		1		0		0		1

						器材鉱物等 キザイ コウブツ トウ		19				3.8						11				2.75		▲ 1.05																取扱中の器材鉱物等のため ト アツカ チュウ キザイ コウブツ トウ		0		12		6		12

						機械 キカイ		14				2.8						4				1.0		▲ 1.80																機械のため キカイ		1		13		2		2

																																								上記以外 ジョウキ イガイ





				H20		H21 		H22		H23		H24 		H25		H26 		H27		H28		H29

		墜落・転倒 ツイラク テントウ		7		10		11		10		9		11		5		4		4		8				墜落・転倒 ツイラク テントウ		32				墜落・転倒 ツイラク テントウ		32

		　　　　　　　　　　　　　　墜落 ツイラク		6		9		8		6		2		10		4		3		4		6				墜落 ツイラク		27				運搬装置のため ウンパン ソウチ		29

		　　　　　　　　　　　　　　転倒 テントウ		1		1		3		4		7		1		1		1		0		2				転倒 テントウ		5				取扱中の器材鉱物等のため ト アツカ チュウ キザイ コウブツ トウ		16

		運搬装置のため ウンパン ソウチ		13		5		4		6		5		9		3		5		6		6				運搬装置のため ウンパン ソウチ		29				機械のため キカイ		5

		コンベア		6		2		1		3		3		6		2		2		3		3				コンベア		16

		車両系鉱山機械又は自動車		7		2		2		3		2		3		1		3		3		3				車両系鉱山機械又は自動車		13

		その他		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0				その他		0

		取扱中の器材鉱物等のため ト アツカ チュウ キザイ コウブツ トウ		5		4		2		5		3		3		2		3		3		5				取扱中の器材鉱物等のため ト アツカ チュウ キザイ コウブツ トウ		16

		機械のため キカイ		3		3		4		2		2		1		2		1		0		1				機械のため キカイ		5

		その他		8		7		10		5		2		2		2		6		3		2				その他		15

		罹災者合計　（人） リサイシャ ゴウケイ ニン		36		29		31		28		21		26		14		19		16		22				罹災者合計 リサイシャ ゴウケイ		97

		４要因の割合 ヨウイン ワリアイ		0.78		0.76		0.68		0.82		0.90		0.92		0.86		0.68		0.81		0.91

		５（４）ヵ年割合 ネン ワリアイ		0.78										0.83								0.85

																										第11次計画（平成20～24年） ダイ ジ ケイカク ヘイセイ ネン						第12次計画（平成25～29年） ダイ ジ ケイカク ヘイセイ ネン								第12次計画（平成25～29年） ダイ ジ ケイカク ヘイセイ ネン

																										運搬装置のため ウンパン ソウチ		33				運搬装置のため ウンパン ソウチ		29		30%				コンベア		16		16%

																										墜落 ツイラク		31				墜落 ツイラク		27		28%				車両系鉱山機械又は自動車		13		13%

																										取扱中の器材鉱物等のため ト アツカ チュウ キザイ コウブツ トウ		19				取扱中の器材鉱物等のため ト アツカ チュウ キザイ コウブツ トウ		16		17%				墜落 ツイラク		27		28%

																										転倒 テントウ		16				転倒 テントウ		5		5%				取扱中の器材鉱物等のため ト アツカ チュウ キザイ コウブツ トウ		16		16%

																										機械のため キカイ		14				機械のため キカイ		5		5%				転倒 テントウ		5		5%

																										その他		32				その他		15		15%				機械のため キカイ		5		5%

																												145						97						その他		15		15%

																										コンベア		15		10%

																										車両系鉱山機械又は自動車 シャリョウ ケイ コウザン キカイ マタ ジドウシャ		16		11%

																										その他 ホカ		2		1%

																										墜落 ツイラク		31		21%

																										取扱中の器材鉱物等のため ト アツカ チュウ キザイ コウブツ トウ		19		13%

																										転倒 テントウ		16		11%

																										機械のため キカイ		14		10%

																										その他		32		22%

																												145

																														第11次期間（平成20～24年） ダイ ジ キカン ヘイセイ ネン				第12次期間（平成25～28年）

																														罹災者数 リサイシャ スウ		単年平均 タン ネンヘイキン ヘイキン		罹災者数		単年平均		増減 ゾウゲン

																												墜落		31		6.2		21		5.25		▲ 0.95		21				5.25		▲ 0.95

																												転倒		16		3.2		3		0.75		▲ 2.45		3				0.75		▲ 2.45

																												コンベア		15		3.0		13		3.25		△ 0.25		13				3.25		△ 0.25

																												車両系鉱山機械 シャリョウ ケイ コウザン キカイ		16		3.2		10		2.5		▲ 0.70		10				2.5		▲ 0.70

																												器材鉱物等 キザイ コウブツ トウ		19		3.8		11		2.75		▲ 1.05		11				2.75		▲ 1.05

																												機械 キカイ		14		2.8		4		1.0		▲ 1.80		4				1		▲ 1.80

																														第11次期間（平成20～24年） ダイ ジ キカン ヘイセイ ネン				第12次期間（平成25～29年）
※29年は10月末時点 ネン ガツ マツ ジテン

																														罹災者数 リサイシャ スウ		単年平均 タン ネンヘイキン ヘイキン		罹災者数		単年平均		増減 ゾウゲン

																												運搬装置（コンベア） ウンパン ソウチ		15		3.0		16		3.31		△ 0.31

																												運搬装置（車両系鉱山機械又は自動車） ウンパン ソウチ シャリョウ ケイ コウザン キカイ マタ ジドウシャ		16		3.2		13		2.69		▲ 0.51

																												墜落 ツイラク		31		6.2		27		5.59		▲ 0.61

																												取扱中の器材鉱物等 ト アツカ チュウ キザイ コウブツ トウ		19		3.8		16		3.31		▲ 0.49

																												転倒 テントウ		16		3.2		5		1.03		▲ 2.17

																												機械のため キカイ		14		2.8		5		1.03		▲ 1.77

																														113				82

																														22.6				16.9655172414

																														第11次期間（平成20～24年） ダイ ジ キカン ヘイセイ ネン				第12次期間（平成25～29年）
※29年は10月末時点 ネン ガツ マツ ジテン

																												災害事由		罹災者数 リサイシャ スウ		単年平均 タン ネンヘイキン ヘイキン		罹災者数		単年平均		増減 ゾウゲン

																										運搬装置 ウンパン ソウチ		コンベア		15		3.0		16		3.31		0.31

																												車両系鉱山機械又は自動車 シャリョウ ケイ コウザン キカイ マタ ジドウシャ		16		3.2		13		2.69		▲ 0.51

																										墜落 ツイラク		墜落 ツイラク		31		6.2		27		5.59		▲ 0.61

																												取扱中の器材鉱物等 ト アツカ チュウ キザイ コウブツ トウ		19		3.8		16		3.31		▲ 0.49

																												転倒 テントウ		16		3.2		5		1.03		▲ 2.17

																												機械のため キカイ		14		2.8		5		1.03		▲ 1.77

																														第11次期間（平成20～24年） ダイ ジ キカン ヘイセイ ネン				第12次期間（平成25～29年）
※29年は10月末時点 ネン ガツ マツ ジテン

																										災害事由				罹災者数 リサイシャ スウ		単年平均 タン ネンヘイキン ヘイキン		罹災者数		単年平均		増減 ゾウゲン

																										墜落・転倒 ツイラク テントウ		墜落 ツイラク		31		6.2		27		5.59		▲ 0.61

																												転倒 テントウ		16		3.2		5		1.03		▲ 2.17

																										運搬装置のため ウンパン ソウチ		コンベア		15		3.0		16		3.31		0.31

																												車両系鉱山機械又は自動車		16		3.2		13		2.69		▲ 0.51

																										　　　　　　　取扱中の器材鉱物等のため ト アツカ チュウ キザイ コウブツ トウ				19		3.8		16		3.31		▲ 0.49

																										　　　　　　　機械のため キカイ				14		2.8		5		1.03		▲ 1.77



上記以外	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	8	7	10	5	2	2	2	6	3	機械のため	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	3	3	4	2	2	1	2	1	0	取扱中の器材鉱物等のため	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	5	4	2	5	3	3	2	3	3	運搬装置のため	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	13	5	4	6	5	9	3	5	6	墜落・転倒	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	7	10	11	10	9	11	5	4	4	罹災者数（人）

４要因の割合	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	0.77777777777777801	0.75862068965517238	0.67741935483870963	0.8214285714285714	0.90476190476190477	0.92307692307692313	0.8571428571428571	0.68421052631578949	0.8125	墜落	死亡	4週間以上	4週間未満	軽症	0	44	2	6	転倒	死亡	4週間以上	4週間未満	軽症	0	10	2	7	コンベア	死亡	4週間以上	4週間未満	軽症	3	18	3	4	車両系鉱山機械又は自動車	死亡	4週間以上	4週間未満	軽症	4	15	3	4	その他	死亡	4週間以上	4週間未満	軽症	1	0	0	1	取扱中の器材鉱物等のため	死亡	4週間以上	4週間未満	軽症	0	12	6	12	機械のため	死亡	4週間以上	4週間未満	軽症	1	13	2	2	発生件数

運搬装置のため	墜落	取扱中の器材鉱物等のため	転倒	機械のため	その他	33	31	19	16	14	32	

運搬装置のため	墜落	取扱中の器材鉱物等のため	転倒	機械のため	その他	29	27	16	5	5	15	コンベア	車両系鉱山機械又は自動車	墜落	取扱中の器材鉱物等のため	転倒	機械のため	その他	16	13	27	16	5	5	15	コンベア	車両系鉱山機械又は自動車	その他	墜落	取扱中の器材鉱物等のため	転倒	機械のため	その他	15	16	2	31	19	16	14	32	運搬装置	墜落	取扱中の器材鉱物等のため	機械のため	転倒	その他	47	46	18	16	12	32	コンベア	車両系鉱山機械又は自動車	その他	墜落	取扱中の器材鉱物等のため	機械のため	転倒	その他	24	22	1	46	18	16	12	32	

ヒューマンエラー

				ヒューマンエラー																										H20～H28		H25～H28 

				人間特性の分類 ニンゲン トクセイ ブンルイ						H20		H21 		H22		H23		H24 		H25		H26 		H27		H28				合計 ゴウケイ		合計 ゴウケイ																								危険軽視・慣れの罹災者について キケン ケイシ ナ リサイシャ

				①無知・経験不足				①無知・経験不足		3		1		2		6		2		4		1		5		2				26		12						①無知・経験不足		12		16%				①無知・経験不足		14		10%						平成25年 ヘイセイ ネン		14

				②危険軽視・慣れ				②危険軽視・慣れ		18		13		12		7		9		14		9		8		12				102		43						②危険軽視・慣れ		43		57%				②危険軽視・慣れ		59		41%						平成26年 ヘイセイ ネン		9

				③不注意				③不注意		6		4		9		4		7		6		4		3		1				44		14						③不注意		14		19%				③不注意		30		21%						平成27年 ヘイセイ ネン		8

				④連絡不足				④連絡不足		3		2		0		3		1		0		0		0		0				9		0						④連絡不足		0						④連絡不足		9		6%						平成28年 ヘイセイ ネン		12

				⑤集団欠陥				⑤集団欠陥		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0						⑤集団欠陥		0						⑤集団欠陥		0		0%								43

				⑥近道省略行動本能				⑥近道省略行動本能		1		2		1		3		1		0		0		0		0				8		0						⑥近道省略行動本能		0						⑥近道省略行動本能		8		6%

				⑦場面行動本能				⑦場面行動本能		1		3		1		2		0		0		0		1		0				8		1						⑦場面行動本能		1		1%				⑦場面行動本能		7		5%						10代 ダイ		0						10代 ダイ		1		1%

				⑧パニック				⑧パニック		1		0		2		0		0		1		0		0		0				4		1						⑧パニック		1		1%				⑧パニック		3		2%						20代 ダイ		3		7%				20代 ダイ		5		7%

				⑨錯覚				⑨錯覚		1		0		1		1		0		0		0		0		0				3		0						⑨錯覚		0						⑨錯覚		3		2%						30代 ダイ		7		16%				30代 ダイ		15		20%

				⑩加齢に伴う心身機能低下				⑩加齢に伴う心身機能低下		0		2		0		1		0		1		0		0		0				4		1						⑩加齢に伴う心身機能低下		1		1%				⑩加齢に伴う心身機能低下		3		2%						40代 ダイ		12		28%				40代 ダイ		18		24%

				⑪疲労等				⑪疲労等		0		1		1		0		0		0		0		0		0				2		0						⑪疲労等		0						⑪疲労等		2		1%						50代 ダイ		10		23%				50代 ダイ		22		30%

				⑫単調作業による意識低下				⑫単調作業による意識低下		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0						⑫単調作業による意識低下		0						⑫単調作業による意識低下		0		0%						60代 ダイ		11		26%				60代 ダイ		13		18%

								ヒューマンエラー未該当 ミ ガイトウ		2		1		2		1		1		0		0		2		1				10		3						ヒューマンエラー未該当 ミ ガイトウ		3		0.04				ヒューマンエラー未該当 ミ ガイトウ		7		5%								43								74

		■ヒューマンエラー分析に係る定義（人間特性の分類）　　　　
　　「ヒューマンエラー」を「人間特性に基づく不安全行動」と定義付け、「人間特性」を以下のとおり分類。分類に当たっては、対策と合致するように実施。 ブンセキ カカ テイギ ニンゲン トクセイ モト ブンルイ ア タイサク ガッチ ジッシ						合計 ゴウケイ		36		29		31		28		21		26		14		19		16				220		75								75								145

		①無知・経験不足
　

		→　想定外のリスクを含め、無知・経験不足からリスクや作業手順書の手順について認識していない、又は、記憶から完全に無くなっていることにより罹災。

【想定される主な対策】
ＫＹ、リスクアセス及び作業手順書の徹底、未経験者の適正配置並びに未経験者がいることの現場のへの周知。																												ヒューマンエラー要因の半数が「危険軽視・慣れ」 ヨウイン ハンスウ キケン ケイシ ナ

		②危険軽視・慣れ


		→　基本的ルールや作業手順書を守らないこと又は不安全行動と認識しつつも当該行動を行ったことにより罹災。ただし、①及び⑤の場合を除く。

【想定される主な対策】
ルールは守るという雰囲気作り及び危険体感訓練の実施。

		③不注意

		→　同時に二つ以上のことを行っていた場合に一つのことが疎かになってしまったことにより罹災。ただし、②の場合を除く。

【具体例１】
上方を目視しながら、歩廊を歩いていたところ、転倒。

【具体例２】
台の上で作業していたところ、作業に気を取られ、台から転落。

【想定される主な対策】
一つのこと（作業）に集中したとしても安全面が疎かにならない設備面の対策・環境整備

		④連絡不足

		→　「安全指示に費やす時間が十分にない」、「現場状況を把握せずに的確な指示ができない」、「指示があいまい」等の連絡不足により罹災。ただし、②及び⑨の場合を除く。

【想定される主な対策】
適正・明確な指示の実施と指示内容が不明な場合の確認

		⑤集団欠陥

		→　不安全行動を黙認又は暗黙で強要されるという雰囲気により罹災。

【具体例】
納期が間近に迫っている等、現場全体がそれを守ることを最優先させ、不安全行動やむなしというようなムードになり災害が発生する場合等。　

【想定される主な対策】
 安全面に配慮した適正な作業計画の策定とそれに基づく作業の実施

		⑥近道省略行動本能

		→　使い勝手の悪い施設設計や実態に即さない規程類が原因で作業者が面倒な手順等を省略したことにより罹災。ただし、⑤の場合を除く。

【具体例】
足場の階段の使い勝手が悪いことを面倒だと感じ、建枠を階段代わりに使ってしまう場合等。

【想定される主な対策】
使い勝手のよい施設設計や実態に即した規程類整備

		⑦場面行動本能

		→　瞬間的に注意が一点に集中すると周りを見ずに行動してしまう本能により罹災。ただし、①、②の場合を除く。

【具体例】
選鉱場における巡視・点検中、歩廊から工具を落としそうになった。その瞬間に、工具をそのまま落とせば事故には至らなかったが、場面行動本能により、工具を落とすまいと手すりから身を乗り出す姿勢を瞬間的にとってしまい、手すりを越え、頭から墜落。

【想定される主な対策】
場面行動本能を前提とした設備対策及び労働者への注意喚起


		⑧パニック

		→　とても驚いたときやあわてたことにより脳が正常な働きをせず、誤って罹災。

【具体例】
運転手がダンプトラックを坂道で停車し降りたところ、サイドブレーキが適切にかかっていなかったためにダンプトラックが坂道を下り始めた。それを見た運転手はパニックになりダンプトラックを人力で押したが、停車せずにそのまま轢かれ罹災。

【想定される主な対策】
 パニック時に関する保安教育


		⑨錯覚

		→　見間違い、聞き間違い等の五感による間違いや、一瞬のど忘れ、思いこみなど、五感から入る情報を脳でまとめる時の間違いにより罹災。

【想定される主な対策】
錯覚を生じるケースを予め想定したうえでそれを回避できるような作業環境等の整備


		⑩加齢に伴う心身機能低下

		→　足腰の衰え、視力やバランス感覚の低下等、身体機能の低下により罹災（腰痛、アキレス腱断裂等）。ただし、①、②、⑧及び⑨の場合を除く。

【想定される主な対策】
年齢・体力・健康等に応じた配置及び身体能力低下の自覚促進。



		⑪疲労等

		→　疲労等（「等」は例えば熱中症等）により、自らの意志に反してミスを犯し罹災。

【想定される主な対策】
適切な休息、塩分・水分補給等

		⑫単調作業による意識低下

		→　単調な反復作業を続けると意識が低下し、ミスを犯し罹災。

【想定される主な対策】
意識低下しても罹災しないような設備面の対策



ヒューマンエラー未該当	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	2	1	2	1	1	0	0	2	1	⑫単調作業による意識低下	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	0	0	0	0	0	0	0	0	0	⑪疲労等	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	0	1	1	0	0	0	0	0	0	⑩加齢に伴う心身機能低下	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	0	2	0	1	0	1	0	0	0	⑨錯覚	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	1	0	1	1	0	0	0	0	0	⑧パニック	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	1	0	2	0	0	1	0	0	0	⑦場面行動本能	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	1	3	1	2	0	0	0	1	0	⑥近道省略行動本能	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	1	2	1	3	1	0	0	0	0	⑤集団欠陥	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	0	0	0	0	0	0	0	0	0	④連絡不足	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	3	2	0	3	1	0	0	0	0	③不注意	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	6	4	9	4	7	6	4	3	1	②危険軽視・慣れ	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	18	13	12	7	9	14	9	8	12	①無知・経験不足	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	3	1	2	6	2	4	1	5	2	①無知・経験不足	②危険軽視・慣れ	③不注意	④連絡不足	⑤集団欠陥	⑥近道省略行動本能	⑦場面行動本能	⑧パニック	⑨錯覚	⑩加齢に伴う心身機能低下	⑪疲労等	⑫単調作業による意識低下	ヒューマンエラー未該当	12	43	14	0	0	0	1	1	0	1	0	0	3	①無知・経験不足	②危険軽視・慣れ	③不注意	④連絡不足	⑤集団欠陥	⑥近道省略行動本能	⑦場面行動本能	⑧パニック	⑨錯覚	⑩加齢に伴う心身機能低下	⑪疲労等	⑫単調作業による意識低下	ヒューマンエラー未該当	14	59	30	9	0	8	7	3	3	3	2	0	7	0	0	0	0	0	0	0	3	7	12	10	11	10代	20代	30代	40代	50代	60代	1	5	15	18	22	13	

作業経験年数

		勤続年数 キンゾク ネンスウ		H20		H21 		H22		H23		H24 		H25		H26 		H27		H28		H29

		罹災者数合計 リサイシャ スウ ゴウケイ		36		29		31		28		21		26		14		19		16		22

		1年未満 ネン ミマン																				2

		1年～5年 ネン ネン																				5

		5年～10年未満 ネン ネン ミマン																				4

		10年～30年未満 ネン ネン ミマン																				10

		30年以上 ネン イジョウ																				1

																						22

		担当職経験年数 タントウ ショク ケイケン ネンスウ		H20		H21 		H22		H23		H24 		H25		H26 		H27		H28		H29

		罹災者数合計 リサイシャ スウ ゴウケイ		36		29		31		28		21		26		14		19		16		22

		1年未満 ネン ミマン																				3

		1年～5年未満 ネン ネン ミマン																				6

		5年以上～10年未満 ネン イジョウ ネン ミマン																				4

		10年～30年未満 ネン ネン ミマン																				8

		30年以上 ネン イジョウ																				1

																						22

		罹災者年齢 リサイシャ ネンレイ		H20		H21 		H22		H23		H24 		H25		H26 		H27		H28		H29

		罹災者数合計 リサイシャ スウ ゴウケイ		36		29		31		28		21		26		14		19		16		22

		20代 ダイ																				2

		30代 ダイ																				7

		40代 ダイ																				6

		50代 ダイ																				4

		60代 ダイ																				3

																						22

		罹災者内訳 リサイシャ ウチワケ		H20		H21 		H22		H23		H24 		H25		H26 		H27		H28		H29

		直轄 チョッカツ																				18

		請負 ウケオイ																				4



		年代別罹災者数の推移 ネンダイベツ リサイシャ スウ

		平成２９年２月２３日作成 ヘイセイ ネン ガツ ニチ サクセイ

																						（参考情報） サンコウ ジョウホウ

				１９歳以下 サイ イカ		２０歳代 サイ ダイ		３０歳代 サイ ダイ		４０歳代 サイ ダイ		５０歳代 サイダイ		６０歳代 サイダイ		７０歳代 サイダイ		合計 ゴウケイ				罹災者数 リサイシャ スウ

																						死亡 シボウ		重傷 ジュウショウ		軽傷 ケイショウ		合計 ゴウケイ						10代 ダイ		1

		平成２５年 ヘイセイ ネン		1		2		5		10		5		2		1		26				1		22		3		26						20代 ダイ		5

		平成２６年 ヘイセイ ネン						1		1		7		5				14				1		9		4		14						30代 ダイ		15

		平成２７年 ヘイセイ ネン		 		2		5		4		4		4		 		19				2		13		4		19						40代 ダイ		18

		平成２８年 ヘイセイ ネン				1		4		3		6		2				16				3		10		3		16						50代 ダイ		22

		平成２９年（10月時点） ヘイセイ ネン ガツ ジテン				2		7		6		4		3				22																60代 ダイ		13

		合計 ゴウケイ		1		5		22		24		26		16		1		95

		割合 ワリアイ		1%		5%		23%		25%		27%		17%		1%







































		経験年数別罹災者数の推移 ケイケン ネンスウ ベツ リサイシャ スウ

		平成２９年２月２３日作成 ヘイセイ ネン ガツ ニチ サクセイ

																（参考情報） サンコウ ジョウホウ

				１年未満 ネン ミマン		１年以上
５年未満 ネン イジョウ ネン ミマン		５年以上
１０年未満 ネン イジョウ ネン ミマン		10年以上 ネン イジョウ		合計 ゴウケイ				罹災者数 リサイシャ スウ

																死亡 シボウ		重傷 ジュウショウ		軽傷 ケイショウ		合計 ゴウケイ

		平成２５年 ヘイセイ ネン										0				1		22		3		26

		平成２６年 ヘイセイ ネン		1		3		3		7		14				1		9		4		14

		平成２７年 ヘイセイ ネン		8		2		2		7		19				2		13		4		19

		平成２８年 ヘイセイ ネン		1		4		3		8		16				3		10		3		16

		合計 ゴウケイ		10		9		8		22		49



				１年未満 ネン ミマン		１年以上
５年未満 ネン イジョウ ネン ミマン		５年以上
１０年未満 ネン イジョウ ネン ミマン		10年以上 ネン イジョウ		合計 ゴウケイ



		平成２５年 ヘイセイ ネン										0

		平成２６年 ヘイセイ ネン		7.1%		21.4%		21.4%		50.0%		100.0%

		平成２７年 ヘイセイ ネン		42.1%		10.5%		10.5%		36.8%		100.0%

		平成２８年 ヘイセイ ネン		6.3%		25.0%		18.8%		50.0%		100.0%

		合計 ゴウケイ		20.4%		18.4%		16.3%		44.9%		100.0%







































機密性○


年代別罹災者の推移

#REF! #REF!	0	0	0	0	0	0	0	0	#REF! #REF!	0	0	0	0	0	0	0	0	#REF! #REF!	0	0	0	0	0	0	0	0	#REF! #REF!	0	0	0	0	0	0	0	0	#REF! #REF!	0	0	0	0	0	0	0	0	#REF! #REF!	0	0	0	0	0	0	0	0	#REF! #REF!	0	0	0	0	0	0	0	0	



#REF!	#REF!	#REF!	#REF!	#REF!	#REF!	#REF!	#REF!	#REF!	#REF!	#REF!	#REF!	#REF!	#REF!	0	0	0	0	0	0	0	担当職経験年数の内訳

#REF! #REF!	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	#REF! #REF!	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	#REF! #REF!	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	#REF! #REF!	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	



他業種との比較

				業種別度数率の推移 ギョウシュ ベツ ドスウ リツ スイイ														業種別強度率の推移 ギョウシュ ベツ キョウド リツ スイイ																		0.875				0.76												0.3588				1.1636363636

		年 ネン		鉱山 コウザン		建設業 ケンセツギョウ		製造業 セイゾウギョウ		サービス業 ギョウ		採石業 サイセキ ギョウ				年 ネン		鉱山 コウザン		建設業 ケンセツギョウ		製造業 セイゾウギョウ		サービス業 ギョウ		採石業 サイセキ ギョウ				年 ネン		全産業 ゼンサンギョウ		鉱山 コウザン		建設業 ケンセツギョウ		製造業 セイゾウギョウ		サービス業（他に分類されないもの） ギョウ		砕石業 サイセキ ギョウ				年 ネン		全産業 ゼンサンギョウ		鉱山 コウザン		建設業 ケンセツギョウ		製造業 セイゾウギョウ		サービス業（他に分類されないもの） ギョウ		砕石業 サイセキ ギョウ

		Ｓ32		56.65		42.97		13.95		15.30						Ｓ32		7.85		6.87		1.19		1.05						Ｈ20				1.43		0.77		1.12		3.13		2.55				Ｈ20				0.96		0.15		0.10		0.10		1.75

		Ｓ33		62.08		37.69		11.11		16.77						Ｓ33		7.31		5.92		0.92		1.61						Ｈ21				1.26		0.61		0.99		3.08		2.55				Ｈ21				0.70		0.07		0.08		0.09		2.17

		Ｓ34		60.58		33.26		10.16		18.28						Ｓ34		7.45		5.94		0.87		1.41						Ｈ22				1.37		0.69		0.98		3.06		1.82				Ｈ22				0.30		0.12		0.09		0.12		0.99						0.3384294338

		Ｓ35		61.85		27.88		9.70		17.09						Ｓ35		7.46		5.44		0.81		1.90						Ｈ23		1.62		1.26		0.56		1.05		3.49		2.45				Ｈ23		0.11		0.39		0.16		0.08		0.25		1.75

		Ｓ36		71.63		25.53		9.87		19.19						Ｓ36		8.05		5.02		0.82		1.53						Ｈ24		1.59		0.94		0.62		1.00		3.35		2.66				Ｈ24		0.1		0.41		0.30		0.10		0.27		1.82

		Ｓ37		78.29		22.71		8.69		16.01						Ｓ37		7.47		4.22		0.72		1.86						Ｈ25		1.58		1.15		0.83		0.94		3.37		2.87		1.58		Ｈ25		0.1		0.64		0.29		0.10		0.26		1.01		0.1

		Ｓ38		80.13		17.76		8.05		14.71						Ｓ38		12.37		3.22		0.70		0.97						Ｈ26		1.66		0.64		0.87		1.06		2.99		3.22		1.66		Ｈ26		0.09		0.64		0.20		0.09		0.10		2.14		0.09

		Ｓ39		74.94		17.39		8.26		16.94						Ｓ39		7.15		3.62		0.75		1.07						Ｈ27		1.61		0.88		0.74		1.06		2.85		2.32		1.61		H27		0.07		0.74		0.02		0.06		0.09		2.05		0.07				0.64

		Ｓ40		77.02		16.24		7.34		14.53						Ｓ40		10.95		3.63		0.68		1.11						H28		1.63		0.72		0.75		1.15		2.72		1.56		1.63		H28		0.1		1.05		0.17		0.07		0.66		1.07		0.1				0.65

		Ｓ41		76.24		15.53		6.96		14.75						Ｓ41		7.28		3.45		0.64		0.99																				1.62																0.09				0.416

		Ｓ42		74.37		13.93		6.61		13.90						Ｓ42		6.64		2.76		0.65		1.25						H20-H24の平均度数率																H20-H24の平均強度率 キョウド

		Ｓ43		70.68		14.25		6.81		16.41						Ｓ43		7.30		2.90		0.64		1.54										1.25						1.83125										0.55						0.52375

		Ｓ44		65.91		12.70		6.32		15.64						Ｓ44		6.40		1.94		0.64		0.57						30％削減 サクゲン				0.8764												35％削減 サクゲン				0.3588

		Ｓ45		56.04		10.02		6.07		18.26						Ｓ45		6.74		2.13		0.66		0.75										0.85は30％より更に低い値 サラ ヒク アタイ												目標0.35は35％削減より更に低い値 モクヒョウ サクゲン サラ ヒク アタイ

		Ｓ46		48.38		8.18		5.81		18.14						Ｓ46		5.44		-		0.55		0.52

		Ｓ47		47.04		7.23		5.06		10.97						Ｓ47		6.56		1.74		0.53		0.43

		Ｓ48		33.69		9.24		5.00		13.44						Ｓ48		4.95		1.93		0.53		1.01

		Ｓ49		20.31		11.82		7.25		18.65						Ｓ49		5.09		2.20		0.51		1.72

		Ｓ50		17.78		4.27		3.79		22.25						Ｓ50		4.95		1.15		0.34		0.31

		Ｓ51		16.68		3.41		3.54		19.88						Ｓ51		3.39		0.57		0.28		0.35

		Ｓ52		15.65		4.50		3.25		18.27						Ｓ52		4.16		1.26		0.33		0.31

		Ｓ53		14.15		4.19		2.95		17.29						Ｓ53		3.05		0.64		0.30		0.41

		Ｓ54		12.43		3.18		2.75		17.13						Ｓ54		3.74		0.37		0.29		0.29

		Ｓ55		10.85		3.31		2.68		18.59						Ｓ55		2.49		0.64		0.27		0.29

		Ｓ56		10.36		2.51		2.36		11.03						Ｓ56		7.93		0.59		0.27		0.44

		Ｓ57		9.06		2.05		2.12		11.39						Ｓ57		2.70		0.74		0.26		0.39

		Ｓ58		6.92		1.46		1.97		9.13						Ｓ58		2.14		0.39		0.22		0.78

		Ｓ59		7.12		1.57		1.81		8.47						Ｓ59		6.97		0.47		0.20		0.28

		Ｓ60		5.76		1.38		1.67		7.89						Ｓ60		5.78		0.42		0.19		0.39

		Ｓ61		4.29		1.28		1.60		7.70						Ｓ61		1.70		0.17		0.18		0.29

		Ｓ62		3.32		1.00		1.49		7.16						Ｓ62		1.68		0.31		0.15		0.27

		Ｓ63		3.19		1.11		1.36		6.29						Ｓ63		1.68		0.38		0.15		0.26										度数率の５ヵ年平均 ドスウ リツ ネン ヘイキン

		Ｈ元		3.30		0.84		1.35		6.16						Ｈ元		1.54		0.27		0.16		0.26

		Ｈ２		2.83		0.99		1.30		5.74						Ｈ２		1.03		0.16		0.14		0.28

		Ｈ３		3.25		0.89		1.33		5.92						Ｈ３		1.04		0.17		0.15		0.20

		Ｈ４		2.47		1.06		1.32		5.70						Ｈ４		1.69		0.24		0.12		0.22										強度率の5ヵ年平均 キョウド リツ ネン ヘイキン

		Ｈ５		1.93		0.85		1.24		5.36		3.94				Ｈ５		1.69		0.37		0.15		0.41		2.31

		Ｈ６		2.09		0.91		1.26		4.98		4.07				Ｈ６		0.94		0.07		0.18		0.19		1.92

		Ｈ７		1.71		0.93		1.19		4.53		4.54				Ｈ７		1.35		0.11		0.16		0.27		2.88

		Ｈ８		1.97		0.86		1.18		4.91		3.87				Ｈ８		0.83		0.19		0.15		0.19		2.25

		Ｈ９		2.00		0.83		1.10		4.17		3.84				Ｈ９		2.75		0.12		0.13		0.13		2.71

		Ｈ10		1.46		0.84		1.00		4.36		3.09				Ｈ10		1.95		0.17		0.10		0.16		2.46

		Ｈ11		1.71		0.74		1.02		3.65		3.69				Ｈ11		0.19		0.24		0.12		0.22		2.38

		Ｈ12		1.96		0.76		1.02		3.74		3.63				Ｈ12		1.75		0.33		0.12		0.22		1.46

		Ｈ13		2.19		0.81		0.97		4.11		2.88				Ｈ13		0.54		0.11		0.10		0.25		1.87

		Ｈ14		1.11		0.46		0.98		3.83		2.32				Ｈ14		0.03		0.17		0.12		0.18		1.72

		Ｈ15		1.55		0.51		0.98		3.75		3.08				Ｈ15		1.49		0.06		0.11		0.19		2.03

		Ｈ16		1.41		0.54		0.99		3.26		2.03				Ｈ16		0.88		0.17		0.11		0.19		1.12

		Ｈ17		1.30		0.63		1.01		4.27		2.59				Ｈ17		0.63		0.19		0.09		0.13		0.80

		Ｈ18		1.35		0.59		1.02		3.80		3.28				Ｈ18		0.64		0.11		0.11		0.25		2.48

		Ｈ19		1.38		0.68		1.09		3.79		2.95				Ｈ19		0.83		0.16		0.10		0.23		1.63

		Ｈ20		1.43		0.77		1.12		3.13		2.55				Ｈ20		0.96		0.15		0.10		0.10		1.75

		Ｈ21		1.26		0.61		0.99		3.08		2.55				Ｈ21		0.70		0.07		0.08		0.09		2.17

		Ｈ22		1.37		0.69		0.98		3.06		1.82				Ｈ22		0.30		0.12		0.09		0.12		0.99

		Ｈ23		1.26		0.56		1.05		3.49		2.45				Ｈ23		0.39		0.16		0.08		0.25		1.75

		Ｈ24		0.94		0.62		1.00		3.35		2.66				Ｈ24		0.41		0.30		0.10		0.27		1.82

		Ｈ25		1.15		0.83		0.94		3.37		2.87				Ｈ25		0.64		0.29		0.10		0.26		1.01

		Ｈ26		0.64		0.87		1.06		2.99		3.22				Ｈ26		0.64		0.20		0.09		0.10		2.14

		Ｈ27		0.88		0.74		1.06		2.85		2.32				H27		0.74		0.02		0.06		0.09		2.05

		H28		0.72		0.75		1.15		2.72		1.56				H28		1.05		0.17		0.07		0.66		1.07

																H29		0.11

		出所①：鉱山は鉱山保安統計年報 シュッショ コウザン コウザン ホアン トウケイ ネン														出所①：鉱山は鉱山保安統計年報 シュッショ コウザン コウザン ホアン トウケイ ネン

		出所②：建設業、製造業、ｻｰﾋﾞｽ業は労働災害動向調査 シュッショ ケンセツギョウ セイゾウギョウ ギョウ ロウドウ サイガイ ドウコウ チョウサ														出所②：建設業、製造業、ｻｰﾋﾞｽ業は労働災害動向調査 シュッショ ケンセツギョウ セイゾウギョウ ギョウ ロウドウ サイガイ ドウコウ チョウサ

				事業所規模：100人以上 ジギョウショ キボ ニン イジョウ														事業所規模：100人以上 ジギョウショ キボ ニン イジョウ

		出所③：採石業は労働災害動向集計（日本砕石協会） デドコロ ニホン サイセキ キョウカイ														出所③：採石業は労働災害動向集計（日本砕石協会）

																		0.64



																		0.96

																		0.70

																		0.30

																		0.39

																		0.41

																		0.552

																		0.1932



機密性○


業種別度数率の推移

全産業	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	Ｈ27	H28	1.62	1.59	1.58	1.66	1.61	1.63	鉱山	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	Ｈ27	H28	1.43	1.26	1.37	1.26	0.94	1.1499999999999999	0.64	0.88	0.72	建設業	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	Ｈ27	H28	0.77	0.61	0.69	0.56000000000000005	0.62	0.83	0.87	0.74	0.75	製造業	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	Ｈ27	H28	1.1200000000000001	0.99	0.98	1.05	1	0.94	1.06	1.06	1.1499999999999999	サービス業（他に分類されないもの）	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	Ｈ27	H28	3.13	3.08	3.06	3.49	3.35	3.37	2.99	2.85	2.72	砕石業	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	Ｈ27	H28	2.5499999999999998	2.5499999999999998	1.82	2.4500000000000002	2.66	2.87	3.22	2.3199999999999998	1.56	業種別強度率の推移

全産業	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	H27	H28	0.11	0.1	0.1	0.09	7.0000000000000007E-2	0.1	鉱山	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	H27	H28	0.96	0.7	0.3	0.39	0.41	0.64	0.64	0.74	1.05	建設業	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	H27	H28	0.15	7.0000000000000007E-2	0.12	0.16	0.3	0.28999999999999998	0.2	0.02	0.17	製造業	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	H27	H28	0.1	0.08	0.09	0.08	0.1	0.1	0.09	0.06	7.0000000000000007E-2	サービス業（他に分類されないもの）	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	H27	H28	0.1	0.09	0.12	0.25	0.27	0.26	0.1	0.09	0.66	砕石業	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	H27	H28	1.75	2.17	0.99	1.75	1.82	1.01	2.14	2.0499999999999998	1.07	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	H27	H28	H29	0.96	0.7	0.3	0.39	0.41	0.64	0.64	0.74	1.05	0.11	



直轄と請負

		全鉱山における直轄／請負の労働者数 ゼン コウザン チョッカツ ウケオイ ロウドウシャ スウ

		労働者数 ロウドウシャ スウ		H20				H21				H22				H23				H24				H25				H26				H27				H28

				直轄 チョッカツ		請負 ウケオイ		直轄 チョッカツ		請負 ウケオイ		直轄 チョッカツ		請負 ウケオイ		直轄 チョッカツ		請負 ウケオイ		直轄 チョッカツ		請負 ウケオイ		直轄 チョッカツ		請負 ウケオイ		直轄 チョッカツ		請負 ウケオイ		直轄 チョッカツ		請負 ウケオイ		直轄 チョッカツ		請負 ウケオイ

		石炭鉱山 セキタン コウザン		493		197		466		204		438		205		427		217		431		208		437		213		436		224		431		216		409		211

		亜炭鉱山 ア スミ コウザン		11		2		10		2		10		2		10		2		10		1		10		2		10		2		11		2		10		1

		金属・非金属鉱山 キンゾク ヒキンゾク コウザン		2,857		730		2,704		675		2,585		687		2,609		714		2,651		694		2,640		722		2,500		668		2,319		561		2,319		564

		石灰石鉱山 セッカイセキ コウザン		4,847		2,208		4,647		2,085		4,496		1,998		4,330		2,021		4,334		1,965		4,215		1,967		4,242		2,031		4,268		2,144		4,284		2,182

		石油鉱山 セキユ コウザン		1,265		343		1,280		261		1,327		262		1,278		259		1,249		314		1,248		375		1,146		286		1,157		280		1,165		303				直轄		78,022		2.6710715508

		合計 ゴウケイ		9,473		3,480		9,107		3,227		8,856		3,154		8,654		3,213		8,675		3,182		8,550		3,279		8,334		3,211		8,186		3,203		8,187		3,261				請負 ウケオイ		29,210

				2.7221264368				2.8221258134				2.8078630311				2.6934329287				2.7262727844				2.6075022873				2.5954531299				2.5557290041				2.5105795768





		稼働延時間 カドウ エン ジカン		H20				H21				H22				H23				H24				H25				H26				H27				H28

				直轄 チョッカツ		請負 ウケオイ		直轄 チョッカツ		請負 ウケオイ		直轄 チョッカツ		請負 ウケオイ		直轄 チョッカツ		請負 ウケオイ		直轄 チョッカツ		請負 ウケオイ		直轄 チョッカツ		請負 ウケオイ		直轄 チョッカツ		請負 ウケオイ		直轄 チョッカツ		請負 ウケオイ		直轄 チョッカツ		請負 ウケオイ

		石炭鉱山 セキタン コウザン		1,096,887		438,870		1,037,859		471,157		973,257		476,897		968,713		515,527		977,017		492,205		1,000,635		480,629		990,388		496,675		983,140		498,065		953,158		486,868

		亜炭鉱山 ア スミ コウザン		16,945		2,773		15,617		4,687		14,937		2,411		14,326		3,002		15,166		2,392		15,115		2,650		14,570		2,621		14,761		2,715		13,004		1,643

		金属・非金属鉱山 キンゾク ヒキンゾク コウザン		5,423,979		1,328,523		4,922,180		1,173,839		4,801,555		1,164,774		4,820,479		1,199,598		4,955,589		1,169,810		4,903,867		1,162,169		4,665,729		1,069,289		4,315,499		937,403		4,306,020		1,256,597

		石灰石鉱山 セッカイセキ コウザン		9,243,523		4,549,382		8,525,825		4,055,291		8,412,483		3,904,265		8,186,396		3,871,963		8,273,165		3,838,975		8,067,223		3,895,417		8,140,136		4,039,109		8,158,281		4,191,618		8,224,152		4,285,922

		石油鉱山 セキユ コウザン		2,320,271		721,718		2,281,484		552,328		2,391,832		501,444		2,230,420		446,500		2,182,818		543,486		2,215,121		806,570		2,007,740		477,570		1,989,568		452,286		2,028,392		605,438				直轄		147,109,222		2.5998804837

		合計 ゴウケイ		18,101,605		7,041,266		16,782,965		6,257,302		16,594,064		6,049,791		16,220,334		6,036,590		16,403,755		6,046,868		16,201,961		6,347,435		15,818,563		6,085,264		15,461,249		6,082,087		15,524,726		6,636,468				請負 ウケオイ		56,583,071

				度数率 ドスウ リツ

				1.33		1.70		1.37		0.96		1.39		1.32		1.36		0.99		1.16		0.33		1.30		0.79		0.63		0.66		0.91		0.82		0.64		0.90

																												54		ERROR:#REF!				直轄 チョッカツ		166		3.0740740741

																												166						請負 ウケオイ		54



機密性○




実働延べ時間と罹災者

						（A）				（B）		（C）																																										仮定：死亡を除いた場合 カテイ シボウ ノゾ バアイ

						罹災者数 リサイシャ スウ		うち死亡 シボウ		労働損失日数 ロウドウ ソンシツ ニッスウ		稼働延時間 カドウ ノ ジカン		稼行鉱山数 カコウ コウザン スウ		鉱山労働者数 コウザン ロウドウ シャ スウ		度数率 ドスウ リツ		強度率 キョウド リツ																罹災者数 リサイシャ スウ		うち死亡 シボウ		労働損失日数 ロウドウ ソンシツ ニッスウ		稼働延時間 カドウ ノ ジカン		稼行鉱山数 カコウ コウザン スウ		鉱山労働者数 コウザン ロウドウ シャ スウ		度数率 ドスウ リツ		強度率 キョウド リツ				労働損失日数 ロウドウ ソンシツ ニッスウ		強度率 キョウド リツ		強度率（平均） キョウド リツ ヘイキン

				H20		36		3		24,101		25,144,117		576		12,953		1.43		0.96				1.4317464399		0.9585144708				1.252				H20		36		3		24,101		25,144,117		576		12,953		1.43		0.96				1,601		0.06		0.11

				H21		29		2		16,074		23,045,242		566		12,330		1.26		0.70				1.258394249		0.6974975572								H21		29		2		16,074		23,045,242		566		12,330		1.26		0.70				1,074		0.05

				H22		31		0		6,785		22,643,855		544		12,008		1.37		0.30				1.3690248414		0.2996397919				0.552				H22		31		0		6,785		22,643,855		544		12,008		1.37		0.30				6,785		0.30

				H23		28		1		8,603		22,257,023		532		11,867		1.26		0.39				1.2580298812		0.386529681								H23		28		1		8,603		22,257,023		532		11,867		1.26		0.39				1,103		0.05

				H24		21		1		9,312		22,450,622		524		11,858		0.94		0.41				0.9353861109		0.4147769269								H24		21		1		9,312		22,450,622		524		11,858		0.94		0.41				1,812		0.08

				H25		26		1		14,440		22,549,395		516		11,828		1.15		0.64				1.1530242829		0.6403719479				0.95				H25		26		1		14,440		22,549,395		516		11,828		1.15		0.64				6,940		0.31		0.15

				H26		14		1		14,004		21,903,827		511		11,545		0.64		0.64				0.6391577143		0.6393403308								H26		14		1		14,004		21,903,827		511		11,545		0.64		0.64				6,504		0.30

				H27		19		2		15,906		21,543,336		517		11,385		0.88		0.74				0.8819432608		0.7383257635				0.626				H27		19		2		15,906		21,543,336		517		11,385		0.88		0.74				906		0.04

				H28		16		3		23,293		22,161,193		518		11,448		0.72		1.05				0.7219827922		1.0510715736								H28		16		3		23,293		22,161,193		518		11,448		0.72		1.05				793		0.04

				H29
（８月時点） ガツ ジテン		20		0		929		14,734,485		516		11,395		1.36		0.06				1.357359962		0.0630493702								H29
（８月時点） ガツ ジテン		20		0		929		14,734,485		516		11,395		1.36		0.06				929		0.06

																																																10ヵ年平均 ネン ヘイキン		0.59								0.13

				＜度数率＞ ドスウ リツ								強度率 キョウド リツ

						H20～H24 		1.2549673012				0.5614896805				516.375								1.2505163045		0.5513916856																								0.589						0.128577518

								0.8784771109				0.3649682923				11394.875

																																																		0.63						0.15

						H25～H29		0.9232960979				0.6664448423												0.9506936024		0.6264317972																		320日 ニチ

																																												576鉱山 コウザン

						仮定の話 カテイ ハナシ		0.822219956				0.5934870192																																184320

																																												4,423,680

				計算式① ケイ サン シキ		H20～H24の合計罹災者数 ゴウケイ リサイシャ スウ						1.25		計算式① ケイ サン シキ		H20～H24の合計労働損失日数 ゴウケイ ロウドウ ソンシツ ニッスウ						0..56

						H20～H24 の合計稼働延時間 ゴウケイ カドウ ノ ジカン										H20～H24 の合計稼働延時間 ゴウケイ カドウ ノ ジカン

						H25～H29の合計罹災者数 ゴウケイ リサイシャ スウ						0.92				H25～H29の合計労働損失日数 ゴウケイ ロウドウ ソンシツ ニッスウ						0..67

						H25～H29 の合計稼働延時間 ゴウケイ カドウ ノ ジカン										H25～H29 の合計稼働延時間 ゴウケイ カドウ ノ ジカン

						H25～H29の合計罹災者数						0.82				H25～H29の合計労働損失日数 ゴウケイ ロウドウ ソンシツ ニッスウ						0.59

						H20～H24 の合計稼働延時間 ゴウケイ カドウ ノ ジカン										H20～H24 の合計稼働延時間 ゴウケイ カドウ ノ ジカン

				比較のため ヒカク		H25～H29の合計罹災者数						0.88				H25～H29の合計労働損失日数 ゴウケイ ロウドウ ソンシツ ニッスウ						0.63

						H20～H24 の合計稼働延時間 ゴウケイ カドウ ノ ジカン										H20～H24 の合計稼働延時間 ゴウケイ カドウ ノ ジカン



機密性○




労働者の年代比率

				鉱業・採石業・砂利採取業 コウギョウ サイセキ ギョウ スナ サイシュギョウ

						男性 ダンセイ		女性 ジョセイ				男性 ダンセイ		女性 ジョセイ

				平均年齢 ヘイキン ネンレイ		50.3（歳） サイ		49.1（歳） サイ				84.3		15.7

						50.2（歳） サイ						100（％）

						実数（千人） ジッスウ センニン						割合（％）								男性のみ ダンセイ		男女合計 ダンジョ ゴウケイ				罹災者の年代 リサイシャ ネンダイ		平成２５年 ヘイセイ ネン		平成２６年 ヘイセイ ネン		平成２７年 ヘイセイ ネン		平成２８年 ヘイセイ ネン		平成２９年
(10月時点) ヘイセイ ネン ガツ ジテン		合計 ゴウケイ		割合 ワリアイ						労働者割合
男性のみ ロウドウシャ ワリアイ ダンセイ		労働者割合
男女合計 ロウドウシャ ワリアイ		罹災者の年代 リサイシャ ネンダイ

				15～19歳 サイ		0		0				0.4		0.1				19歳以下 サイ イカ		0.47		0.5				19歳以下 サイ イカ		1		0		0		0		0		1		1%				19歳以下 サイ イカ		0.47%		0.5%		1%

				20～24歳 サイ		0		0				2.2		0.6				20歳代 サイ ダイ		7.95		8.1				20歳代 サイ ダイ		2		0		2		1		2		5		5%				20歳代 サイ ダイ		7.95%		8%		5%

				25～29歳 サイ		1		0				4.5		0.8				30歳代 サイ ダイ		14.59		14.8				30歳代 サイ ダイ		5		1		5		4		7		22		23%				30歳代 サイ ダイ		14.59%		15%		23%

				30～34歳 サイ		1		0				5.3		1.1				40歳代 サイ ダイ		23.37		24.0				40歳代 サイ ダイ		10		1		4		3		6		24		25%				40歳代 サイ ダイ		23.37%		24%		25%

				35～39歳 サイ		2		0				7.0		1.4				50歳代 サイ ダイ		26.81		26.3				50歳代 サイダイ		5		7		4		6		4		26		27%				50歳代 サイ ダイ		26.81%		26%		27%

				40～44歳 サイ		2		1				9.8		2.3				60歳以上 サイ イジョウ		26.69		26.2				60歳以上 サイイジョウ		3		5		4		2		3		17		18%				60歳以上 サイ イジョウ		26.69%		26%		18%

				45～49歳 サイ		2		0				9.9		2.0												合計 ゴウケイ		26		14		19		16		22		95

				50～54歳 サイ		2		0				11.0		1.9

				55～59歳 サイ		3		0				11.6		1.8

				60～64歳 サイ		2		0				10.9		1.7

				65歳以上 サイ イジョウ		3		0				11.6		2.0

								出典：平成27年国勢調査　産業（大分類）、年齢（5歳階級）、男女別15歳以上就業者-全国 シュッテン ヘイセイ ネン コクセイ チョウサ サンギョウ ダイブンルイ ネンレイ サイ カイキュウ ダンジョ ベツ サイ イジョウ シュウギョウ シャ ゼンコク

																												１９歳以下 サイ イカ		２０歳代 サイ ダイ		３０歳代 サイ ダイ		４０歳代 サイ ダイ		５０歳代 サイダイ		６０歳代 サイダイ		７０歳代 サイダイ		合計 ゴウケイ



																										平成２５年 ヘイセイ ネン		1		2		5		10		5		2		1		26

																										平成２６年 ヘイセイ ネン						1		1		7		5				14

																										平成２７年 ヘイセイ ネン		 		2		5		4		4		4		 		19

																										平成２８年 ヘイセイ ネン				1		4		3		6		2				16

																										平成２９年（10月時点） ヘイセイ ネン ガツ ジテン				2		7		6		4		3				22

																										合計 ゴウケイ		1		5		22		24		26		16		1		95

																										割合 ワリアイ		1%		5%		23%		25%		27%		17%		1%

																														罹災者の年代 リサイシャ ネンダイ

																														10代 ダイ		1		1%		1.1%

																														20代 ダイ		5		5%		5.3%

																														30代 ダイ		22		23%		23.2%

																														40代 ダイ		24		25%		25.3%

																														50代 ダイ		26		27%		27.4%

																														60代 ダイ		17		18%		17.9%

																																95



機密性○


19歳以下	労働者割合
男性のみ	労働者割合
男女合計	罹災者の年代	4.7000000000000002E-3	5.0000000000000001E-3	1.0526315789473684E-2	20歳代	労働者割合
男性のみ	労働者割合
男女合計	罹災者の年代	7.9500000000000001E-2	8.1000000000000003E-2	5.2631578947368418E-2	30歳代	労働者割合
男性のみ	労働者割合
男女合計	罹災者の年代	0.1459	0.14799999999999999	0.23157894736842105	40歳代	労働者割合
男性のみ	労働者割合
男女合計	罹災者の年代	0.23369999999999999	0.24	0.25263157894736843	50歳代	労働者割合
男性のみ	労働者割合
男女合計	罹災者の年代	0.2681	0.26300000000000001	0.27368421052631581	60歳以上	労働者割合
男性のみ	労働者割合
男女合計	罹災者の年代	0.26690000000000003	0.26200000000000001	0.17894736842105263	男性のみ	19歳以下	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳以上	0.47449584816132861	7.9478054567022545	14.590747330960854	23.368920521945437	26.809015421115067	26.690391459074736	10代	20代	30代	40代	50代	60代	1	5	22	24	26	17	

鉱山規模と度数率 強度率

																																度数率は、100万延労働時間当たりの労働災害による死傷者数をもって、労働災害の頻度を表すものです。統計をとった期間中に発生した労働災害による死傷者数を同じ期間中の全労働者延労働時間数で割り、それに100万を掛けた数値です。

																																度数率を求める式						死傷者数/労働延べ時間 シショウ シャ スウ ロウドウ ノ ジカン				×1000,000

																																強度率は、1，000延労働時間当たりの労働損失日数をもって、災害の重さの程度を表したものです。統計をとった期間中に発生した労働災害による労働損失日数を同じ期間中の全労働者の延労働時間数で割り、それに1,000を掛けた数値です。

																																強度率を求める式						損失日数/延べ時間×1000 ソンシツ ニッスウ ノ ジカン

						平成28年度 ヘイセイ ネンド																				一鉱山あたりの災害率 イチ コウザン サイガイ リツ

								鉱山数 コウザン スウ		罹災者 リサイ シャ		損失日数 ソンシツ ニッスウ		稼働延べ時間		うち死亡 シボウ		度数率 ドスウ リツ		強度率 キョウド リツ						度数率 ドスウ リツ		強度率 キョウド リツ

						100～		18		2		23		7,837,808				0.26		0.00				100～		0.014176299		0.0001630274		435433.783333333

						50～99		28		5		399		3,656,267				1.37		0.11				50～99		0.0488398284		0.0038974183		130580.946428571

				死亡（国見山三重） シボウ		30～49		48		5		7,733		3,362,621		1		1.49		2.30				30～49		0.0309778242		0.0479103029

		死亡（吾野）、死亡（入鹿） シボウ シボウ				10～29		117		4		15,228		3,666,976		2		1.09		4.15				10～29		0.0093232241		0.035493514

						０～９		231		0		0		1,698,869				0.00		0.00				０～９		0		0

						合計 ゴウケイ		442		16		23,383		20,222,540		3

						平成27年度 ヘイセイ ネンド

								鉱山数 コウザン スウ		罹災者 リサイ シャ		損失日数 ソンシツ ニッスウ		稼働延べ時間		うち死亡 シボウ		度数率 ドスウ リツ		強度率 キョウド リツ						度数率 ドスウ リツ		強度率 キョウド リツ

						100～		20		5		226		9,189,785				0.54		0.02				100～		0.0272041197		0.0012296262

						50～99		31		6		318		4,685,346				1.28		0.07				50～99		0.0413093077		0.0021893933

				死亡（和賀仙人松川） シボウ		30～49		42		4		7,775		3,399,253		1		1.18		2.29				30～49		0.0280173592		0.054458742

				死亡（足利） シボウ		10～29		114		4		7,740		4,121,394		1		0.97		1.88				10～29		0.0085135562		0.0164737312

						０～９		244		0		0		1,792,174				0.00		0.00				０～９		0		0

						合計 ゴウケイ		451		19		16,059		23,187,952

						平成26年度 ヘイセイ ネンド

								鉱山数 コウザン スウ		罹災者 リサイ シャ		損失日数 ソンシツ ニッスウ		稼働延べ時間		うち死亡 シボウ		度数率 ドスウ リツ		強度率 キョウド リツ						度数率 ドスウ リツ		強度率 キョウド リツ

		※309日（神岡）、302日（新津久見） ニチ カミオカ ニチ シン ツクミ				100～		19		3		731		8,526,135				0.35		0.09				100～		0.0185189121		0.0045124416

		死亡（太平田） シボウ タイヘイ タ				50～99		26		2		7,510		3,260,010		1		0.61		2.30				50～99		0.023595962		0.0886028375

						30～49		47		2		30		3,423,760				0.58		0.01				30～49		0.01242879		0.0001864318

		※5,500日（大石田） ニチ ダイ イシダ				10～29		122		4		5,620		4,603,613				0.87		1.22				10～29		0.0071219907		0.0100063969

						０～９		248		3		116		1,695,289				1.77		0.07				０～９		0.0071355225		0.0002759069

						合計 ゴウケイ		462		14		14,007		21,508,806

						平成25年度 ヘイセイ ネンド

								鉱山数 コウザン スウ		罹災者 リサイ シャ		損失日数 ソンシツ ニッスウ		稼働延べ時間		うち死亡 シボウ		度数率 ドスウ リツ		強度率 キョウド リツ						度数率 ドスウ リツ		強度率 キョウド リツ

						100～		20		5		260		8,875,245				0.56		0.03				100～		0.0281682361		0.0014647483

		※5,500日（平木） ニチ				50～99		26		4		5,625		3,433,603				1.16		1.64				50～99		0.0448060378		0.0630084906

						30～49		44		6		491		3,272,811				1.83		0.15				30～49		0.0416655967		0.0034096347

		※2人で7,620日（山野井） ニン ニチ				10～29		125		8		7,988		3,870,978		1		2.07		2.06				10～29		0.0165332912		0.0165084912

						０～９		256		2		82		1,636,367				1.22		0.05				０～９		0.0047742947		0.0001957461

						合計 ゴウケイ		471		25		14,446		21,089,005

		労働基準法施行規則に規定された身体障害等級表

						４年間合計 ネンカン ゴウケイ

								鉱山数 コウザン スウ		罹災者 リサイ シャ		損失日数 ソンシツ ニッスウ		稼働延べ時間		うち死亡 シボウ		度数率 ドスウ リツ		強度率 キョウド リツ						度数率 ドスウ リツ		強度率 キョウド リツ						度数率 ドスウ リツ		強度率 キョウド リツ

						100～		77		15		1240		34428972.432		0		0.44		0.04				100～		0.0056581763		0.0004677426				０～９		0.0007485676		0.000029643

						50～99		111		17		13852		15035225.582		1		1.13		0.92				50～99		0.010186289		0.008300028				10～29		0.0025727792		0.0047050986

						30～49		181		17		16029		13458444.718		2		1.26		1.19				30～49		0.0069787151		0.0065801074				30～49		0.0069787151		0.0065801074

						10～29		478		20		36576		16262959.614		4		1.23		2.25				10～29		0.0025727792		0.0047050986				50～99		0.010186289		0.008300028

						０～９		979		5		198		6822699.845		0		0.73		0.03				０～９		0.0007485676		0.000029643				100～		0.0056581763		0.0004677426

						４年間平均 ネンカン ヘイキン

								鉱山数 コウザン スウ		罹災者 リサイ シャ		損失日数 ソンシツ ニッスウ		稼働延べ時間		うち死亡 シボウ		度数率 ドスウ リツ		強度率 キョウド リツ						度数率 ドスウ リツ		強度率 キョウド リツ						度数率 ドスウ リツ		強度率 キョウド リツ						度数率 ドスウ リツ		強度率 キョウド リツ

						100～		19.25		3.75		310		8607243.108		0		0.44		0.04				100～		0.02263		0.00187		447129.512103896		０～９		0.0029942705		0.000029643				０～９		0.0005988541		0.0000059286

						50～99		27.75		4.25		3463		3758806.3955		0.25		1.13		0.92				50～99		0.04075		0.03320		135452.482720721		10～29		0.0102911168		0.0188203944				10～29		0.0005145558		0.0009410197

						30～49		45.25		4.25		4007.25		3364611.1795		0.5		1.26		1.19				30～49		0.02791		0.02632		74356.0481657459		30～49		0.0279148606		0.0263204294				30～49		0.0006978715		0.0006580107

						10～29		119.5		5		9144		4065739.9035		1		1.23		2.25				10～29		0.01029		0.01882		34022.9280627615		50～99		0.0407451561		0.0332001119				50～99		0.0005432687		0.0004426682

						０～９		244.75		1.25		49.5		1705674.96125		0		0.73		0.03				０～９		0.00299		0.00003		6969.0498927477		100～		0.0226327051		0.0018709703				100～		0.0001038197		0.0000085824



機密性○


労働者数規模別の度数率・強度率（平成25～28年度）（１鉱山当たり）

度数率	０～９	10～29	30～49	50～99	100～	2.9942705464355854E-3	1.0291116789856997E-2	2.7914860565748663E-2	4.0745156051800478E-2	2.2632705078834491E-2	強度率	０～９	10～29	30～49	50～99	100～	2.9643000000000001E-5	1.8820394385290477E-2	2.632042941225796E-2	3.3200111860561189E-2	1.8709702865169846E-3	度数率	０～９	10～29	30～49	50～99	100～	2.9942705464355854E-3	1.0291116789856997E-2	2.7914860565748663E-2	4.0745156051800478E-2	2.2632705078834491E-2	強度率	０～９	10～29	30～49	50～99	100～	2.9643000000000001E-5	1.8820394385290477E-2	2.632042941225796E-2	3.3200111860561189E-2	1.8709702865169846E-3	度数率	０～９	10～29	30～49	50～99	100～	5.9885410928711799E-4	5.1455583949285E-4	6.9787151414371748E-4	5.4326874735734004E-4	1.0381974806804817E-4	強度率	０～９	10～29	30～49	50～99	100～	5.9286000000000003E-6	9.4101971926452508E-4	6.5801073530645006E-4	4.4266815814081605E-4	8.5824325069586246E-6	（※平成２８年度内実績）



新目標

		身体障害等級別労働損失日数表 シンタイ ショウガイ トウキュウ ベツ ロウドウ ソンシツ ニッスウ ヒョウ

		身体障害等級（級） シンタイ ショウガイ トウキュウ キュウ		1～3		4						5		6		7		8		9		10		11		12		13		14

		労働損失日数（日） ロウドウ ソンシツ ニッスウ ニチ		7,500		5,500						4,000		3,000		2,200		1,500		1,000		600		400		200		100		50



								20年 ネン		21年 ネン		22年 ネン		23年 ネン		24年 ネン		25年 ネン		26年 ネン		27年 ネン		28年 ネン												20年 ネン		21年 ネン		22年 ネン		23年 ネン		24年 ネン		25年 ネン		26年 ネン		27年 ネン		28年 ネン

				①重篤災害罹災者数
（死亡を除く休業2週以上の災害） ジュウトク サイガイ リサイシャ スウ キュウギョウ サイガイ				26		16		22		20		17		22		9		13		10								①重篤災害罹災者数
（死亡を除く休業2週以上の災害） ジュウトク サイガイ リサイシャ スウ シボウ ノゾ キュウギョウ サイガイ				26		16		22		20		17		22		9		13		10

				②全体災害罹災者数 ゼンタイ サイガイ リサイシャ スウ				35（3）		29（2）		31（0）		28（1）		21（1）		26（1）		14（1）		19（2）		16（3）		＜参考＞
※（）内はうち死亡者数 サンコウ ナイ シボウ シャ スウ						②全体災害罹災者数
(死亡を除く) ゼンタイ サイガイ リサイシャ スウ シボウ ノゾ				32		27		31		27		20		25		13		17		13

				①÷②				0.743		0.552		0.710		0.714		0.810		0.846		0.643		0.684		0.625								①÷②				0.813		0.593		0.710		0.741		0.850		0.880		0.692		0.765		0.769

				度数率 ドスウ リツ				1.43		1.26		1.37		1.26		0.94		1.15		0.64		0.88		0.72								度数率 ドスウ リツ				1.43		1.26		1.37		1.26		0.94		1.15		0.64		0.88		0.72

				①÷②×度数率 ドスウ リツ				1.062		0.695		0.972		0.900		0.761		0.973		0.411		0.602		0.450								①÷②×度数率 ドスウ リツ				1.162		0.747		0.972		0.933		0.799		1.012		0.443		0.673		0.554

				（平均）				0.878										0.609														（平均）				0.923										0.670

								20年 ネン		21年 ネン		22年 ネン		23年 ネン		24年 ネン		25年 ネン		26年 ネン		27年 ネン		28年 ネン		29年 ネン										20年 ネン		21年 ネン		22年 ネン		23年 ネン		24年 ネン		25年 ネン		26年 ネン		27年 ネン		28年 ネン

						重篤災害発生率 ジュウトク サイガイ ハッセイ リツ		1.062		0.695		0.972		0.900		0.761		0.973		0.411		0.602		0.450		0.952								重篤災害発生率 ジュウトク サイガイ ハッセイ リツ		1.162		0.747		0.972		0.933		0.799		1.012		0.443		0.673		0.554

								20年 ネン		21年 ネン		22年 ネン		23年 ネン		24年 ネン		25年 ネン		26年 ネン		27年 ネン		28年 ネン		29年 ネン

				①重篤災害罹災者数
（死亡を除く休業2週以上・） ジュウトク サイガイ リサイシャ スウ キュウギョウ				26		16		22		20		17		22		9		13		10		14

				②全体災害罹災者数 ゼンタイ サイガイ リサイシャ スウ				35（3）		29（2）		31（0）		28（1）		21（1）		26（1）		14（1）		19（2）		16（3）		20

				①÷②				0.743		0.552		0.710		0.714		0.810		0.846		0.643		0.684		0.625		0.7

				度数率 ドスウ リツ				1.43		1.26		1.37		1.26		0.94		1.15		0.64		0.88		0.72		1.36

				①÷②×度数率 ドスウ リツ				1.062		0.695		0.972		0.900		0.761		0.973		0.411		0.602		0.450		0.952

				（平均）				0.878										0.609

								20年 ネン		21年 ネン		22年 ネン		23年 ネン		24年 ネン		25年 ネン		26年 ネン		27年 ネン		28年 ネン		29年 ネン

				①重篤災害罹災者数
（死亡を除く休業2週以上の災害） サイガイ				26		16		22		20		17		22		9		13		10

								第11次計画 ダイ ジ ケイカク										第12次計画 ダイ ジ ケイカク

								20年 ネン		21年 ネン		22年 ネン		23年 ネン		24年 ネン		25年 ネン		26年 ネン		27年 ネン		28年 ネン		29年 ネン

				重篤災害罹災者数
（死亡を除く休業2週以上） ジュウトク サイガイ リサイシャ スウ キュウギョウ				26		16		22		20		17		22		9		13		10		14

				鉱山労働延時間 コウザン ロウドウ ノ ジカン				25,144,117		23,045,242		22,643,855		22,257,023		22,450,622		22,549,395		21,903,827		21,543,336		22,161,193		14,734,485

				重篤災害罹災者
の度数率 ジュウトク サイガイ リサイシャ ドスウ リツ				1.034		0.694		0.972		0.899		0.757		0.976		0.411		0.603		0.451		0.950

				平均 ヘイキン				0.871										0.678（-22%）

																								ERROR:#VALUE!								11.74543229

																								（-22.3）

						0.52884

																		0.678（-22%）



機密性○


重篤災害発生率	20年	21年	22年	23年	24年	25年	26年	27年	28年	29年	1.0622857142857143	0.69517241379310346	0.97225806451612917	0.9	0.76095238095238094	0.97307692307692295	0.41142857142857148	0.60210526315789481	0.44999999999999996	0.95199999999999996	

重篤災害発生率	20年	21年	22年	23年	24年	25年	26年	27年	28年	1.161875	0.74666666666666659	0.97225806451612917	0.93333333333333324	0.79899999999999993	1.012	0.44307692307692309	0.67294117647058815	0.55384615384615388	

Sheet2

				別表第二（第四十条関係）

				身体障害等級表

				等級		身体障害

				第一級		一　両眼が失明したもの

				（労働基準法第十二条の平均賃金の一三四〇日分）		二　咀嚼及び言語の機能を廃したもの

						三　神経系統の機能又は精神に著しい障害を残し常に介護を要するもの

						四　胸腹部臓器の機能に著しい障害を残し常に介護を要するもの

						五　削除

						六　両上肢を肘関節以上で失つたもの

						七　両上肢の用を全廃したもの

						八　両下肢を膝関節以上で失つたもの

						九　両下肢の用を全廃したもの

				第二級		一　一眼が失明し他眼の視力が〇・〇二以下になつたもの

				（労働基準法第十二条の平均賃金の一一九〇日分）		二　両眼の視力が〇・〇二以下になつたもの

						二の二　神経系統の機能又は精神に著しい障害を残し随時介護を要するもの

						二の三　胸腹部臓器の機能に著しい障害を残し随時介護を要するもの

						三　両上肢を腕関節以上で失つたもの

						四　両下肢を足関節以上で失つたもの

				第三級		一　一眼が失明し他眼の視力が〇・〇六以下になつたもの

				（労働基準法第十二条の平均賃金の一〇五〇日分）		二　咀嚼又は言語の機能を廃したもの

						三　神経系統の機能又は精神に著しい障害を残し終身労務に服することができないもの

						四　胸腹部臓器の機能に著しい障害を残し終身労務に服することができないもの

						五　十指を失つたもの

				第四級		一　両眼の視力が〇・〇六以下になつたもの

				（労働基準法第十二条の平均賃金の九二〇日分）		二　咀嚼及び言語の機能に著しい障害を残すもの

						三　両耳を全く聾したもの

						四　一上肢を肘関節以上で失つたもの

						五　一下肢を膝関節以上で失つたもの

						六　十指の用を廃したもの

						七　両足をリスフラン関節以上で失つたもの

				第五級		一　一眼が失明し他眼の視力が〇・一以下になつたもの

				（労働基準法第十二条の平均賃金の七九〇日分）		一の二　神経系統の機能又は精神に著しい障害を残し特に軽易な労務の外服することができないもの

						一の三　胸腹部臓器の機能に著しい障害を残し特に軽易な労務の外服することができないもの

						二　一上肢を腕関節以上で失つたもの

						三　一下肢を足関節以上で失つたもの

						四　一上肢の用を全廃したもの

						五　一下肢の用を全廃したもの

						六　十趾を失つたもの

				第六級		一　両眼の視力が〇・一以下になつたもの

				（労働基準法第十二条の平均賃金の六七〇日分）		二　咀嚼又は言語の機能に著しい障害を残すもの

						三　両耳の聴力が耳に接しなければ大声を解することができない程度になつたもの

						三の二　一耳を全く聾 し他耳の聴力が四十センチメートル以上の距離では尋常の話声を解することができない程度になつたもの ロウ

						四　脊柱に著しい畸形又は運動障害を残すもの

						五　一上肢の三大関節中の二関節の用を廃したもの

						六　一下肢の三大関節中の二関節の用を廃したもの

						七　一手の五指又は拇指を併せ四指を失つたもの

				第七級		一　一眼が失明し他眼の視力が〇・六以下になつたもの

				（労働基準法第十二条の平均賃金の五六〇日分）		二　両耳の聴力が四十センチメートル以上の距離では尋常の話声を解することができない程度になつたもの

						二の二　一耳を全く聾 し他耳の聴力が一メートル以上の距離では尋常の話声を解することができない程度になつたもの ロウ

						三　神経系統の機能又は精神に障害を残し軽易な労務の外服することができないもの

						四　削除

						五　胸腹部臓器の機能に障害を残し軽易な労務の外服することができないもの

						六　一手の拇指を併せ三指又は拇指以外の四指を失つたもの

						七　一手の五指又は拇指を併せ四指の用を廃したもの

						八　一足をリスフラン関節以上で失つたもの

						九　一上肢に仮関節を残し著しい障害を残すもの

						一〇　一下肢に仮関節を残し著しい障害を残すもの

						一一　十趾の用を廃したもの

						一二　外貌に著しい醜状を残すもの

						一三　両側の睾丸を失つたもの

				第八級		一　一眼が失明し又は一眼の視力が〇・〇二以下になつたもの

				（労働基準法第十二条の平均賃金の四五〇日分）		二　脊柱に運動障害を残すもの

						三　一手の拇指を併せ二指又は拇指以外の三指を失つたもの

						四　一手の拇指を併せ三指又は拇指以外の四指の用を廃したもの

						五　一下肢を五センチメートル以上短縮したもの

						六　一上肢の三大関節中の一関節の用を廃したもの

						七　一下肢の三大関節中の一関節の用を廃したもの

						八　一上肢に仮関節を残すもの

						九　一下肢に仮関節を残すもの

						一〇　一足の五趾を失つたもの

				第九級		一　両眼の視力が〇・六以下になつたもの

				（労働基準法第十二条の平均賃金の三五〇日分）		二　一眼の視力が〇・〇六以下になつたもの

						三　両眼に半盲症、視野狭窄又は視野変状を残すもの

						四　両眼の眼瞼に著しい欠損を残すもの

						五　鼻を欠損しその機能に著しい障害を残すもの

						六　咀嚼及び言語の機能に障害を残すもの

						六の二　両耳の聴力が一メートル以上の距離では尋常の話声を解することができない程度になつたもの

						六の三　一耳の聴力が耳に接しなければ大声を解することができない程度になり他耳の聴力が一メートル以上の距離では尋常の話声を解することが困難である程度になつたもの

						七　一耳を全く聾したもの

						七の二　神経系統の機能又は精神に障害を残し服することができる労務が相当な程度に制限されるもの

						七の三　胸腹部臓器の機能に障害を残し服することができる労務が相当な程度に制限されるもの

						八　一手の拇指又は拇指以外の二指を失つたもの

						九　一手の拇指を併せ二指又は拇指以外の三指の用を廃したもの

						一〇　一足の第一趾を併せ二趾以上を失つたもの

						一一　一足の五趾の用を廃したもの

						一一の二　外貌に相当程度の醜状を残すもの

						一二　生殖器に著しい障害を残すもの

				第十級		一　一眼の視力が〇・一以下になつたもの

				（労働基準法第十二条の平均賃金の二七〇日分）		一の二　正面視で複視を残すもの

						二　咀嚼又は言語の機能に障害を残すもの

						三　十四歯以上に対し歯科補綴を加えたもの

						三の二　両耳の聴力が一メートル以上の距離では尋常の話声を解することが困難である程度になつたもの

						四　一耳の聴力が耳に接しなければ大声を解することができない程度になつたもの

						五　削除

						六　一手の拇指又は拇指以外の二指の用を廃したもの

						七　一下肢を三センチメートル以上短縮したもの

						八　一足の第一趾又は他の四趾を失つたもの

						九　一上肢の三大関節中の一関節の機能に著しい障害を残すもの

						一〇　一下肢の三大関節中の一関節の機能に著しい障害を残すもの

				第十一級		一　両眼の眼球に著しい調節機能障害又は運動障害を残すもの

				（労働基準法第十二条の平均賃金の二〇〇日分）		二　両眼の眼瞼に著しい運動障害を残すもの

						三　一眼の眼瞼に著しい欠損を残すもの

						三の二　十歯以上に対し歯科補てつを加えたもの

						三の三　両耳の聴力が一メートル以上の距離では小声を解することができない程度になつたもの

						四　一耳の聴力が四十センチメートル以上の距離では尋常の話声を解することができない程度になつたもの

						五　脊柱に畸形を残すもの

						六　一手の示指、中指又は環指を失つたもの

						七　削除

						八　一足の第一趾を併せ二趾以上の用を廃したもの

						九　胸腹部臓器の機能に障害を残し労務の遂行に相当な程度の支障があるもの

				第十二級		一　一眼の眼球に著しい調節機能障害又は運動障害を残すもの

				（労働基準法第十二条の平均賃金の一四〇日分）		二　一眼の眼瞼に著しい運動障害を残すもの

						三　七歯以上に対し歯科補綴を加えたもの

						四　一耳の耳殻の大部分を欠損したもの

						五　鎖骨、胸骨、肋骨、肩胛骨又は骨盤骨に著しい畸形を残すもの

						六　一上肢の三大関節中の一関節の機能に障害を残すもの

						七　一下肢の三大関節中の一関節の機能に障害を残すもの

						八　長管骨に畸形を残すもの

						八の二　一手の小指を失つたもの

						九　一手の示指、中指又は環指の用を廃したもの

						一〇　一足の第二趾を失つたもの、第二趾を併せ二趾を失つたもの又は第三趾以下の三趾を失つたもの

						一一　一足の第一趾又は他の四趾の用を廃したもの

						一二　局部に頑固な神経症状を残すもの

						一三　削除

						一四　外貌に醜状を残すもの

				第十三級		一　一眼の視力が〇・六以下になつたもの

				（労働基準法第十二条の平均賃金の九〇日分）		二　一眼に半盲症、視野狭窄又は視野変状を残すもの

						二の二　正面視以外で複視を残すもの

						三　両眼の眼瞼の一部に欠損を残し又は睫毛禿を残すもの

						三の二　五歯以上に対し歯科補てつを加えたもの

						三の三　胸腹部臓器の機能に障害を残すもの

						四　一手の小指の用を廃したもの

						五　一手の拇指の指骨の一部を失つたもの

						六　削除

						七　削除

						八　一下肢を一センチメートル以上短縮したもの

						九　一足の第三趾以下の一趾又は二趾を失つたもの

						一〇　一足の第二趾の用を廃したもの、第二趾を併せ二趾の用を廃したもの又は第三趾以下の三趾の用を廃したもの

				第十四級		一　一眼の眼瞼の一部に欠損を残し又は睫毛禿を残すもの

				（労働基準法第十二条の平均賃金の五〇日分）		二　三歯以上に対し歯科補綴を加えたもの

						二の二　一耳の聴力が一メートル以上の距離では小声を解することができない程度になつたもの

						三　上肢の露出面に手掌面大の醜痕を残すもの

						四　下肢の露出面に手掌面大の醜痕を残すもの

						五　削除

						六　一手の拇指以外の指骨の一部を失つたもの

						七　一手の拇指以外の指の末関節を屈伸することができなくなつたもの

						八　一足の第三趾以下の一趾又は二趾の用を廃したもの

						九　局部に神経症状を残すもの

				備考		一　視力の測定は万国式試視力表による。屈折異常のあるものについては矯正視力について測定する。

						二　指を失つたものとは拇指は指関節、その他の指は第一指関節以上を失つたものをいう。

						三　指の用を廃したものとは、指の末節の半分以上を失い又は掌指関節若しくは第一指関節（拇指にあつては指関節）に著しい運動障害を残すものをいう。

						四　趾を失つたものとはその全部を失つたものをいう。

						五　趾の用を廃したものとは第一趾は末節の半分以上、その他の趾は末関節以上を失つたもの又は蹠趾関節若しくは第一趾関節（第一趾にあつては趾関節）に著しい運動障害を残すものをいう。



機密性○




度数率

						度数率 ドスウ リツ						第11次計画 ダイ ジ ケイカク										第12次計画 ダイ ジ ケイカク

				H20		1.43						平成20年 ヘイセイ ネン		平成21年 ヘイセイ ネン		平成22年 ヘイセイ ネン		平成23年 ヘイセイ ネン		平成24年 ヘイセイ ネン		平成25年 ヘイセイ ネン		平成26年 ヘイセイ ネン		平成27年 ヘイセイ ネン		平成28年 ヘイセイ ネン		平成29年
() ヘイセイ ネン

				H21		1.26				度数率 ドスウ リツ		1.43		1.26		1.37		1.26		0.94		1.15		0.64		0.88		0.72		1.36

				H22		1.37				平均 ヘイキン		1.252		1.252		1.252		1.252		1.252		0.95		0.95		0.95		0.95		0.95

				H23		1.26

				H24		0.94

				H25		1.15

				H26		0.64

				H27		0.88

				H28		0.72

				H29		1.36



機密性○


度数率	平成20年	平成21年	平成22年	平成23年	平成24年	平成25年	平成26年	平成27年	平成28年	平成29年
()	1.43	1.26	1.37	1.26	0.94	1.1499999999999999	0.64	0.88	0.72	1.36	H20	H21	H22	H23	H24	H25	H26	H27	H28	H29	1.43	1.26	1.37	1.26	0.94	1.1499999999999999	0.64	0.88	0.72	1.36	



他業種

		100人以上 ニン イジョウ		 						 		 		 		労　働　災　害　に　よ　る　死　傷　者　数																						労　　働　　損　　失　　日　　数

				 								 		 		 		不休災害被災労働者数				休　業　一　日　以　上　死　傷　者　数																 		 		 		 		一　時　労　働　不　能

				事　業　所　数								全労働者数		延実労働時間数		合　計				永久一部		 		 		永久全		永久一部		一　時　労　働　不　能								計		死　亡		永 久 全		永久一部		 		休　業		休　業		休　業

																				労働不能		計		死　亡		労働不能		労働不能		小　計		休　業		休　業		休　業						労働不能		労働不能		小　計		８日以上		４～７日		１～３日

																																８日以上		４～７日		１～３日

		調査産業計（総合工事業を除く）　　　　

		都道府県計		39005						 		11462741		20301619330		101669		68647		46		33068		81		47		220		32720		19402		3842		9475		1984777		608550		349530		236396		790301		759760		17510		13031

		Ｃ　鉱業，採石業，砂利採取業業　　　　

		都道府県計		9						 		1819		3647859.6		17		15		0		2		0		0		0		2		0		2		0		13		0		0		0		13		0		13		0

		Ｄ　建　　　　　設　　　　　業　　　　

		都道府県計		682						 		165562		332,506,967		734		491		6		248		4		0		8		236		130		24		83		58179		29865		0		21246		7068		6846		106		116

		Ｅ　製　　　　　造　　　　　業　　　　

		都道府県計		12561						 		4233373		8,155,413,067		30025		20693		26		9358		28		15		122		9193		4744		964		3485		598140		209895		111705		79950		196590		187410		4343		4837

		３０人以上 ニン イジョウ

		産業(大・中分類)、事業所規模別事業所数、労働者数、延べ実労働時間数、不休災害被災労働者数、労働災害による労働不能程度別死傷者数及び労働損失日数の復元数（３０人以上）

		　　　　　産　　業		 						 		 		 		労　働　災　害　に　よ　る　死　傷　者　数																						労　　働　　損　　失　　日　　数

				 								 		 		 		不休災害被災労働者数				休　業　一　日　以　上　死　傷　者　数																 		 		 		 		一　時　労　働　不　能

				事　業　所　数								全労働者数		延実労働時間数		合　計				永久一部		 		 		永久全		永久一部		一　時　労　働　不　能								計		死　亡		永 久 全		永久一部		 		休　業		休　業		休　業

																				労働不能		計		死　亡		労働不能		労働不能		小　計		休　業		休　業		休　業						労働不能		労働不能		小　計		８日以上		４～７日		１～３日

																																８日以上		４～７日		１～３日

		事業所規模計（３０人以上）

		Ｃ　鉱業，採石業，砂利採取業業		84						 		4981		9,594,385		54		44		0		11		2		0		0		8		6		2		0		17924		17700		0		0		224		211		13		0

		Ｄ　建　　　　　設　　　　　業		5962						 		433166		869,944,386		2883		1710		6		1179		20		0		24		1135		619		82		434		284143		148680		0		97502		37962		36974		328		659

		Ｅ　製　　　　　造　　　　　業		46821						 		6253351		12,016,957,148		58323		37404		39		20959		84		24		265		20586		10548		2395		7642		1448089		627158		183503		198957		438472		416702		10819		10951

		鉱山 コウザン										11,448		22,161,193

				全労働者数						稼働延時間 カドウ エン ジカン		死傷者数 シショウシャ スウ

		製造業		6253351						12,016,957,148		58323

		建設業		433166						869,944,386		2883

		鉱山 コウザン		11,448						22,161,193		16

				全労働者数（百人） ヒャクニン						稼働延時間（百万時間） カドウ エン ジカン ヒャクマン ジカン

		製造業		62533.51						12,017

		建設業		4331.66						870

		鉱山 コウザン		114						22

				全労働者数（百人） ヒャクニン						稼働延時間（百万時間） カドウ エン ジカン ヒャクマン ジカン								業種 ギョウシュ		全労働者数（百人） ヒャクニン				稼働延時間（百万時間） カドウ エン ジカン ヒャクマン ジカン

		製造業		62533.51						12,017								製造業		62,534		50000		12,017

		建設業		4331.66						870								建設業		4,332		50000		870

		鉱山 コウザン		114						22								鉱山 コウザン		114		50000		22

																				製造業 セイゾウギョウ		建設業 ケンセツギョウ		鉱山 コウザン

																		全労働者数 ゼン ロウドウシャ スウ		62533.51		4331.66

																								114

																		稼働延時間 カドウ ノ ジカン

																				鉱山 コウザン		建設業 ケンセツギョウ		製造業 セイゾウギョウ

																		全労働者数 ゼン ロウドウシャ スウ		114

																						4331.66		62533.51

																		稼働延時間 カドウ ノ ジカン		22

																						870		12,017



機密性○


全労働者数（百人）	製造業	建設業	鉱山	62533.51	4331.66	114.48	製造業	建設業	鉱山	50000	50000	50000	稼働延時間（百万時間）	製造業	建設業	鉱山	12016.957148	869.94438600000001	22.161193000000001	全労働者数（百人）

稼働延時間（百万時間）

全労働者数	製造業	建設業	鉱山	62533.51	4331.66	製造業	建設業	鉱山	114.48	全労働者数	鉱山	建設業	製造業	114	鉱山	建設業	製造業	4331.66	62533.51	

鉱種別R

																				鉱山数 コウザン スウ		罹災者数 リサイシャ スウ								鉱山数 コウザン スウ		罹災者数 リサイシャ スウ

				金属 キンゾク		0.3				金属 キンゾク		0.04						金属 キンゾク		53		4						金属 キンゾク		53		4		8%

				非金属 ヒキンゾク		1.71				非金属 ヒキンゾク		3.27						非金属 ヒキンゾク		143		19						非金属 ヒキンゾク		143		19		13%

				石灰石 セッカイセキ		0.83				石灰石 セッカイセキ		0.65						石灰石 セッカイセキ		244		41						石灰石 セッカイセキ		244		41		17%

				石油・天然ガス セキユ テンネン		0.79				石油・天然ガス セキユ テンネン		0.03						石油・天然ガス セキユ テンネン		62		8						石油・天然ガス セキユ テンネン		62		8		13%

				石炭・亜炭 セキタン ア タン		0.52				石炭・亜炭 セキタン ア タン		0.05						石炭・亜炭 セキタン ア タン		16		3						石炭・亜炭 セキタン ア タン		16		3		19%



機密性○


金属	非金属	石灰石	石油・天然ガス	石炭・亜炭	0.3	1.71	0.83	0.79	0.52	金属	非金属	石灰石	石油・天然ガス	石炭・亜炭	0.04	3.27	0.65	0.03	0.05	鉱山数	金属	非金属	石灰石	石油・天然ガス	石炭・亜炭	53	143	244	62	16	鉱山数	金属	非金属	石灰石	石油・天然ガス	石炭・亜炭	53	143	244	62	16	罹災者数	金属	非金属	石灰石	石油・天然ガス	石炭・亜炭	4	19	41	8	3	

鉱種別

		非金属 ヒキンゾク								非金属（１８災害） ヒキンゾク サイガイ		石灰石（41災害） セッカイセキ サイガイ		石油・天然ガス（7災害） セキユ テンネン サイガイ		石炭（３災害） セキタン サイガイ		金属（４災害） キンゾク サイガイ

		墜落 ツイラク		5		28%

		運搬装置（コンベアのため）		4		22%

		運搬装置（車両系鉱山機械又は自動車） マタ		3		17%

		機械のため		2		11%				機械のため		運搬装置（コンベアのため）		墜落 ツイラク		外・運搬装置（車両系自動車(車両系鉱山機械）） ジドウシャ シャリョウ ケイ コウザン キカイ		転倒

		取扱中の器材鉱物等		2		11%				運搬装置（コンベアのため）		墜落 ツイラク		転倒 テントウ		内・取器 ナイ トリ キ		その他 タ

		工具 コウグ		1		6%				運搬装置（車両系鉱山機械/自動車）		運搬装置（コンベアのため）		墜落 ツイラク		内・運搬装置（車両系自動車(車両系鉱山機械）） ナイ ウンパン		機械のため キカイ

		岩盤崩壊 ガンバン ホウカイ		1		6%				墜落		墜落 ツイラク		取器				飛石又は転石 トビイシ マタ テンセキ

				18						墜落		墜落 ツイラク		取器

										運搬装置（コンベアのため）		墜落 ツイラク		取扱中の器材鉱物等のため等 トリアツカ チュウ キザイ コウブツ トウ トウ				全て外で罹災 スベ ソト リサイ

		石灰石 セッカイセキ								運搬装置（車両系鉱山機械/自動車）		墜落		取扱中の器材鉱物等のため等

		墜落 ツイラク		14		34%				取扱中の器材鉱物等		墜落 ツイラク

		運搬装置（コンベアのため）		9		22%				取扱中の器材鉱物等のため		その他 ホカ		すべて外で罹災 ソト リサイ

		運搬装置（車両系鉱山機械又は自動車） マタ		5		12%				墜落		運搬装置（コンベアのため）

		取扱中の器材鉱物等		2		5%				工具		墜落 ツイラク

		岩盤崩壊		2		5%				機械		運搬装置（コンベアのため）

		落下倒壊物		2		5%				墜落		運搬装置（車両系鉱山機械/自動車）

		転倒		1		2%				岩盤崩壊		取扱中の器材鉱物等 トリアツカイチュウ キザイ コウブツ トウ

		機械のため		1		2%				運搬装置のため（コンベアのため）		運搬装置のため（コンベアのため
） ウンパン ソウチ

		粉じん フン		1		2%				運搬装置のため（コンベアのため）		墜落 ツイラク

		その他 タ		4		10%				墜落		墜落 ツイラク

				41						車両系鉱山機械又は自動車のため		取扱中の器材鉱物等のため トリアツカイチュウ キザイ コウブツ トウ

												運搬
装置のため（コンベアのため
） ウンパン ソウチ

		石油・天然ガス セキユ テンネン		※2人以上あり ニン イジョウ								運搬装置のため(車両系鉱山機械又は自動車のため） コウザン キカイ マタ ジドウシャ

		取扱中の器材鉱物等		5		63%						粉じんのため

		墜落 ツイラク		2		25%						墜落

		転倒 テントウ		1		13%						転倒

				8								運搬措置のため(コンベアのため) ウンパン ソチ

												その他 タ

		石炭 セキタン										岩盤崩壊

		運搬装置（車両系鉱山機械又は自動車） マタ		2		67%						落下倒壊物 ラッカ トウカイ モノ

		取扱中の器材鉱物等		1		33%						その他 タ

				3								機械 キカイ

												コンベア

		金属 キンゾク										運搬装置（車両系自動車） うち（車両系鉱山機械）　

		転倒 テントウ		1		25%						墜落

		機械のため キカイ		1		25%						落下倒壊物

		飛石又は転石		1		25%						墜落 ツイラク

		その他 タ		1		25%						車両系鉱山機械又は自動車のため

				4								車両系鉱山機械又は自動車のため シャリョウケイ コウザン キカイ マタ ジドウシャ

												墜落 ツイラク

												墜落 ツイラク

												運搬装置のため（コンベアのため）

												その他（埋没） タ マイボツ

												岩盤の崩壊 ガンバン ホウカイ



機密性○


非金属

墜落	運搬装置（コンベアのため）	運搬装置（車両系鉱山機械又は自動車）	機械のため	取扱中の器材鉱物等	工具	岩盤崩壊	5	4	3	2	2	1	1	石灰石

墜落	運搬装置（コンベアのため）	運搬装置（車両系鉱山機械又は自動車）	取扱中の器材鉱物等	岩盤崩壊	落下倒壊物	転倒	機械のため	粉じん	その他	14	9	5	2	2	2	1	1	1	4	石油・天然ガス

取扱中の器材鉱物等	墜落	転倒	5	2	1	石炭

運搬装置（車両系鉱山機械又は自動車）	取扱中の器材鉱物等	2	1	金属

転倒	機械のため	飛石又は転石	その他	1	1	1	1	

罹災者とMSの関係
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過去10年の鉱山数、労働者、度数率





			年度 ネン ド			度数率 ドスウ リツ			鉱山労働者数 コウザン ロウドウ シャ スウ			稼行鉱山数 カコウ コウザン スウ						鉱山労働者数 コウザン ロウドウシャ スウ						罹災者数 リサイシャ スウ


			Ｓ32			56.65			4,989			3,479						498,889


			Ｓ33			62.08			4,984			3,504						498,407


			Ｓ34			60.58			4,777			3,375						477,655


			Ｓ35			61.85			4,516			3,401						451,554


			Ｓ36			71.63			4,180			3,274						417,977


			Ｓ37			78.29			3,789			2,778						378,883


			Ｓ38			80.13			3,191			2,591						319,128


			Ｓ39			74.94			2,840			2,451						283,959


			Ｓ40			77.02			2,696			2,282						269,592


			Ｓ41			76.24			2,581			2,349						258,148


			Ｓ42			74.37			2,383			2,054						238,331


			Ｓ43			70.68			2,133			1,952						213,334


			Ｓ44			65.91			1,904			1,768						190,433


			Ｓ45			56.04			1,626			1,563						162,611


			Ｓ46			48.38			1,393			1,409						139,327


			Ｓ47			47.04			1,176			1,303						117,595


			Ｓ48			33.69			947			1,222						94,663


			Ｓ49			20.31			871			1,188						87,141


			Ｓ50			17.78			845			1,094						84,530


			Ｓ51			16.68			800			1,071						80,033


			Ｓ52			15.65			771			1,034						77,105


			Ｓ53			14.15			735			1,029						73,492


			Ｓ54			12.43			684			1,024						68,445


			Ｓ55			10.85			671			995						67,138


			Ｓ56			10.36			658			989						65,788


			Ｓ57			9.06			631			988						63,060


			Ｓ58			6.92			595			972						59,477


			Ｓ59			7.12			576			952						57,611


			Ｓ60			5.76			555			910						55,516


			Ｓ61			4.29			517			899						51,704


			Ｓ62			3.32			418			841						41,760


			Ｓ63			3.19			356			826						35,554


			Ｈ元			3.30			325			833						32,478


			Ｈ２			2.83			290			833						29,045


			Ｈ３			3.25			279			818						27,945


			Ｈ４			2.47			270			804						26,958


			Ｈ５			1.93			259			786						25,877


			Ｈ６			2.09			242			763						24,185


			Ｈ７			1.71			226			759						22,647


			Ｈ８			1.97			215			747						21,515


			Ｈ９			2.00			201			735						20,126


			Ｈ10			1.46			196			717						19,581


			Ｈ11			1.71			189			693						18,944


			Ｈ12			1.96			183			685						18,305


			Ｈ13			2.19			175			675						17,495


			Ｈ14			1.11			152			663						15,235


			Ｈ15			1.55			146			658						14,636


			Ｈ16			1.41			142			635						14,243


			Ｈ17			1.30			137			611						13,660


			Ｈ18			1.35			131			597						13,061


			Ｈ19			1.38			131			592						13,145


			Ｈ20			1.43			130			576						12,953						36


			Ｈ21			1.26			123			566						12,330						29


			Ｈ22			1.37			120			544						12,008						31


			Ｈ23			1.26			119			532						11,867						28


			Ｈ24			0.94			119			524						11,857						21


			Ｈ25			1.15			118			516			0.85			11,827						26


			Ｈ26			0.64			115			511			0.85			11,545						14


			Ｈ27			0.88			114			517			0.85			11,386						19


			H28			0.72			114			518			0.85			11,448						16


			H29（8月時点） ガツ ジテン			1.36									0.85


												0


						0.95





稼行鉱山数	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	Ｈ27	H28	576	566	544	532	524	516	511	517	518	鉱山労働者数	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	Ｈ27	H28	129.53	123.3	120.08	118.67	118.57	118.27	115.45	113.86	114.48	度数率	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	Ｈ27	H28	1.43	1.26	1.37	1.26	0.94	1.1499999999999999	0.64	0.88	0.72	


稼行鉱山数・鉱山労働者数（百人）


度数率





稼行鉱山数	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	Ｈ27	H28	576	566	544	532	524	516	511	517	518	鉱山労働者数	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	Ｈ27	H28	129.53	123.3	120.08	118.67	118.57	118.27	115.45	113.86	114.48	罹災者数	36	29	31	28	21	26	14	19	16	稼行鉱山数・鉱山労働者数（百人）


罹災者数（人）





度数率の達成状況


Ｈ25	Ｈ26	Ｈ27	H28	H29（8月時点）	1.1499999999999999	0.64	0.88	0.72	1.36	





４大要因の推移


						H20			H21 			H22			H23			H24 			H25			H26 			H27			H28			H29


			墜落・転倒 ツイラク テントウ			7			10			11			10			9			11			5			4			4			8			全体の四分の三をしめる									12次計画中はむしろ割合は増加しているが、災害件数全体が減っているものであり、件数で比較するときちんと減っている。 ジ ケイカクチュウ ワリアイ ゾウカ サイガイ ケンスウ ゼンタイ ヘ ケンスウ ヒカク ヘ


			運搬装置のため ウンパン ソウチ			13			5			4			6			5			9			3			5			6			6


			取扱中の器材鉱物等のため ト アツカ チュウ キザイ コウブツ トウ			5			4			2			5			3			3			2			3			3			5


			機械のため キカイ			3			3			4			2			2			1			2			1			0			1


			上記以外 ジョウキ イガイ			8			7			10			5			2			2			2			6			3			2


			罹災者合計　（人） リサイシャ ゴウケイ ニン			36			29			31			28			21			26			14			19			16			22


			４要因の割合 ヨウイン ワリアイ			0.78			0.76			0.68			0.82			0.90			0.92			0.86			0.68			0.81			0.91


			５（４）ヵ年割合 ネン ワリアイ			0.78															0.83												0.85


			さらに４要因の細分化 ヨウイン サイブンカ


			ヒューマンエラーについて			人間特性についても十分に考慮　本質安全　フェールセーフやフールプルーフ ニンゲン トクセイ ジュウブン コウリョ ホンシツ アンゼン


						ヒューマンエラーについても分析できる ブンセキ


									H20			H21 			H22			H23			H24 			H25			H26 			H27			H28			H29


						４要因の割合 ヨウイン ワリアイ			0.78			0.76			0.68			0.82			0.90			0.92			0.86			0.68			0.81			0.91


						5ヵ年割合 ネン ワリアイ			0.78															0.82												0.85





						４要因の罹災者数 ヨウイン リサイシャ スウ			28			22			21			23			19			24			12			13			13			20


						単年平均 タン ネンヘイキン			22.6															15.5





			４要因の細分化 ヨウイン サイブンカ						H20			H21 			H22			H23			H24 			H25			H26 			H27			H28									死亡			４週間以上			４週間未満			軽傷


			墜落・転倒 ツイラク テントウ						7			10			11			10			9			11			5			4			4						71			0			54			4			13			71


						墜落 ツイラク			6			9			8			6			2			10			4			3			4						52			0			44			2			6			52


						転倒 テントウ			1			1			3			4			7			1			1			1			0						19			0			10			2			7			19


			運搬装置のため ウンパン ソウチ						13			5			4			6			5			9			3			5			6						56			8			33			6			9			56


			コンベア						6			2			1			3			3			6			2			2			3						28			3			18			3			4			28


			車両系鉱山機械又は自動車 シャリョウ ケイ コウザン キカイ マタ						7			2			2			3			2			3			1			3			3						26			4			15			3			4			26


			その他 ホカ						0			1			1			0			0			0			0			0			0						2			1			0			0			1			2


			取扱中の器材鉱物等のため ト アツカ チュウ キザイ コウブツ トウ						5			4			2			5			3			3			2			3			3						30			0			12			6			12			30


			機械のため キカイ						3			3			4			2			2			1			2			1			0						18			1			13			2			2			18





																																																																																																H20～H28
合計 ゴウケイ			重症度 ジュウショウ ド


						H20			H21 			H22			H23			H24 			H25			H26 			H27			H28			H29						H20～H28合計 ゴウケイ			死亡 シボウ			4週間以上 シュウカン イジョウ			4週間未満 シュウカン ミマン			軽症 ケイショウ												H20			H21 			H22			H23			H24 			H25			H26 			H27			H28			H29									死亡 シボウ			4週間以上 シュウカン イジョウ			4週間未満 シュウカン ミマン			軽症 ケイショウ


			墜落・転倒 ツイラク テントウ			7			10			11			10			9			11			5			4			4			8						71			0			54			4			13									墜落・転倒 ツイラク テントウ			7			10			11			10			9			11			5			4			4			8						71			0			54			4			13


			　　　　　　　　　　　　　　墜落 ツイラク			6			9			8			6			2			10			4			3			4			6						52			0			44			2			6									　　　　　　　　　　　　　　墜落 ツイラク			6			9			8			6			2			10			4			3			4			6						52			0			44			2			6


			　　　　　　　　　　　　　　転倒 テントウ			1			1			3			4			7			1			1			1			0			2						19			0			10			2			7									　　　　　　　　　　　　　　転倒 テントウ			1			1			3			4			7			1			1			1			0			2						19			0			10			2			7


			運搬装置のため ウンパン ソウチ			13			5			4			6			5			9			3			5			6			6						56			8			33			6			9									運搬装置のため ウンパン ソウチ			13			5			4			6			5			9			3			5			6			6						56			8			33			6			9


			コンベア			6			2			1			3			3			6			2			2			3			3						28			3			18			3			4									コンベア			6			2			1			3			3			6			2			2			3			3						28			3			18			3			4


			車両系鉱山機械又は自動車			7			2			2			3			2			3			1			3			3			3						26			4			15			3			4									車両系鉱山機械又は自動車			7			2			2			3			2			3			1			3			3			3						26			4			15			3			4


			その他			0			1			1			0			0			0			0			0			0			0						2			1			0			0			1									その他			0			1			1			0			0			0			0			0			0			0						2			1			0			0			1


			取扱中の器材鉱物等のため ト アツカ チュウ キザイ コウブツ トウ			5			4			2			5			3			3			2			3			3			5						30			0			12			6			12									取扱中の器材鉱物等のため ト アツカ チュウ キザイ コウブツ トウ			5			4			2			5			3			3			2			3			3			5						30			0			12			6			12


			機械のため キカイ			3			3			4			2			2			1			2			1			0			1						18			1			13			2			2									機械のため キカイ			3			3			4			2			2			1			2			1			0			1						18			1			13			2			2


			上記以外 ジョウキ イガイ			8			7			10			5			2			2			2			6			3			2																											上記以外 ジョウキ イガイ			8			7			10			5			2			2			2			6			3			2						45			5			19			8			13


			罹災者合計　（人） リサイシャ ゴウケイ ニン			36			29			31			28			21			26			14			19			16			22																											罹災者合計　（人） リサイシャ ゴウケイ ニン			36			29			31			28			21			26			14			19			16			22						202			13			118			24			47


			４要因の割合 ヨウイン ワリアイ			0.78			0.76			0.68			0.82			0.90			0.92			0.86			0.68			0.81			0.91																											４要因の割合 ヨウイン ワリアイ			0.78			0.76			0.68			0.82			0.90			0.92			0.86			0.68			0.81			0.91						4項目 コウモク			5.1%			64.0%			10.3%			20.6%


			５（４）ヵ年割合 ネン ワリアイ			0.78															0.83												0.85																											５（４）ヵ年割合 ネン ワリアイ			0.78															0.83												0.85						全災害 サイガイ			6.4%			58.4%			11.9%			23.3%





																																																															H20			H21 			H22			H23			H24 			H25			H26 			H27			H28			H29									死亡 シボウ			4週間以上 シュウカン イジョウ			4週間未満 シュウカン ミマン			軽症 ケイショウ


																																																												墜落 ツイラク			6			9			8			6			2			10			4			3			4			6									0			44			2			6


																																																												転倒 テントウ			1			1			3			4			7			1			1			1			0			2									0			10			2			7


																																																												コンベア			6			2			1			3			3			6			2			2			3			3									3			18			3			4


																																																												車両系鉱山機械又は自動車			7			2			2			3			2			3			1			3			3			3									4			15			3			4


																																																												その他			0			1			1			0			0			0			0			0			0			0									1			0			0			1


																																																												取扱中の器材鉱物等のため ト アツカ チュウ キザイ コウブツ トウ			5			4			2			5			3			3			2			3			3			5									0			12			6			12


																																																												機械のため キカイ			3			3			4			2			2			1			2			1			0			1									1			13			2			2


																																																												上記以外 ジョウキ イガイ			8			7			10			5			2			2			2			6			3			2











																																																															死亡 シボウ			4週間以上 シュウカン イジョウ			4週間未満 シュウカン ミマン			軽症 ケイショウ


																																																												墜落 ツイラク			0			44			2			6


																																																												転倒 テントウ			0			10			2			7


																																																												コンベア			3			18			3			4


																																																												車両系鉱山機械又は自動車			4			15			3			4


																																																												その他			1			0			0			1


																																																												取扱中の器材鉱物等のため ト アツカ チュウ キザイ コウブツ トウ			0			12			6			12


																																																												機械のため キカイ			1			13			2			2


																																																												上記以外 ジョウキ イガイ








上記以外	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	8	7	10	5	2	2	2	6	3	機械のため	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	3	3	4	2	2	1	2	1	0	取扱中の器材鉱物等のため	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	5	4	2	5	3	3	2	3	3	運搬装置のため	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	13	5	4	6	5	9	3	5	6	墜落・転倒	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	7	10	11	10	9	11	5	4	4	罹災者数（人）


４要因の割合	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	0.77777777777777801	0.75862068965517238	0.67741935483870963	0.8214285714285714	0.90476190476190477	0.92307692307692313	0.8571428571428571	0.68421052631578949	0.8125	墜落	死亡	4週間以上	4週間未満	軽症	0	44	2	6	転倒	死亡	4週間以上	4週間未満	軽症	0	10	2	7	コンベア	死亡	4週間以上	4週間未満	軽症	3	18	3	4	車両系鉱山機械又は自動車	死亡	4週間以上	4週間未満	軽症	4	15	3	4	その他	死亡	4週間以上	4週間未満	軽症	1	0	0	1	取扱中の器材鉱物等のため	死亡	4週間以上	4週間未満	軽症	0	12	6	12	機械のため	死亡	4週間以上	4週間未満	軽症	1	13	2	2	発生件数





ヒューマンエラー


						ヒューマンエラー																																							H20～H28			H25～H28 


						人間特性の分類 ニンゲン トクセイ ブンルイ									H20			H21 			H22			H23			H24 			H25			H26 			H27			H28						合計 ゴウケイ			合計 ゴウケイ


						①無知・経験不足						①無知・経験不足			3			1			2			6			2			4			1			5			2						26			12


						②危険軽視・慣れ						②危険軽視・慣れ			18			13			12			7			9			14			9			8			12						102			43


						③不注意						③不注意			6			4			9			4			7			6			4			3			1						44			14


						④連絡不足						④連絡不足			3			2			0			3			1			0			0			0			0						9			0


						⑤集団欠陥						⑤集団欠陥			0			0			0			0			0			0			0			0			0						0			0


						⑥近道省略行動本能						⑥近道省略行動本能			1			2			1			3			1			0			0			0			0						8			0


						⑦場面行動本能						⑦場面行動本能			1			3			1			2			0			0			0			1			0						8			1


						⑧パニック						⑧パニック			1			0			2			0			0			1			0			0			0						4			1


						⑨錯覚						⑨錯覚			1			0			1			1			0			0			0			0			0						3			0


						⑩加齢に伴う心身機能低下						⑩加齢に伴う心身機能低下			0			2			0			1			0			1			0			0			0						4			1


						⑪疲労等						⑪疲労等			0			1			1			0			0			0			0			0			0						2			0


						⑫単調作業による意識低下						⑫単調作業による意識低下			0			0			0			0			0			0			0			0			0						0			0


												ヒューマンエラー未該当 ミ ガイトウ			2			1			2			1			1			0			0			2			1						10			3


			■ヒューマンエラー分析に係る定義（人間特性の分類）　　　　
　　「ヒューマンエラー」を「人間特性に基づく不安全行動」と定義付け、「人間特性」を以下のとおり分類。分類に当たっては、対策と合致するように実施。 ブンセキ カカ テイギ ニンゲン トクセイ モト ブンルイ ア タイサク ガッチ ジッシ									合計 ゴウケイ			36			29			31			28			21			26			14			19			16						220			75


			①無知・経験不足
　


			→　想定外のリスクを含め、無知・経験不足からリスクや作業手順書の手順について認識していない、又は、記憶から完全に無くなっていることにより罹災。

【想定される主な対策】
ＫＹ、リスクアセス及び作業手順書の徹底、未経験者の適正配置並びに未経験者がいることの現場のへの周知。																																										ヒューマンエラー要因の半数が「危険軽視・慣れ」 ヨウイン ハンスウ キケン ケイシ ナ


			②危険軽視・慣れ



			→　基本的ルールや作業手順書を守らないこと又は不安全行動と認識しつつも当該行動を行ったことにより罹災。ただし、①及び⑤の場合を除く。

【想定される主な対策】
ルールは守るという雰囲気作り及び危険体感訓練の実施。


			③不注意


			→　同時に二つ以上のことを行っていた場合に一つのことが疎かになってしまったことにより罹災。ただし、②の場合を除く。

【具体例１】
上方を目視しながら、歩廊を歩いていたところ、転倒。

【具体例２】
台の上で作業していたところ、作業に気を取られ、台から転落。

【想定される主な対策】
一つのこと（作業）に集中したとしても安全面が疎かにならない設備面の対策・環境整備


			④連絡不足


			→　「安全指示に費やす時間が十分にない」、「現場状況を把握せずに的確な指示ができない」、「指示があいまい」等の連絡不足により罹災。ただし、②及び⑨の場合を除く。

【想定される主な対策】
適正・明確な指示の実施と指示内容が不明な場合の確認


			⑤集団欠陥


			→　不安全行動を黙認又は暗黙で強要されるという雰囲気により罹災。

【具体例】
納期が間近に迫っている等、現場全体がそれを守ることを最優先させ、不安全行動やむなしというようなムードになり災害が発生する場合等。　

【想定される主な対策】
 安全面に配慮した適正な作業計画の策定とそれに基づく作業の実施


			⑥近道省略行動本能


			→　使い勝手の悪い施設設計や実態に即さない規程類が原因で作業者が面倒な手順等を省略したことにより罹災。ただし、⑤の場合を除く。

【具体例】
足場の階段の使い勝手が悪いことを面倒だと感じ、建枠を階段代わりに使ってしまう場合等。

【想定される主な対策】
使い勝手のよい施設設計や実態に即した規程類整備


			⑦場面行動本能


			→　瞬間的に注意が一点に集中すると周りを見ずに行動してしまう本能により罹災。ただし、①、②の場合を除く。

【具体例】
選鉱場における巡視・点検中、歩廊から工具を落としそうになった。その瞬間に、工具をそのまま落とせば事故には至らなかったが、場面行動本能により、工具を落とすまいと手すりから身を乗り出す姿勢を瞬間的にとってしまい、手すりを越え、頭から墜落。

【想定される主な対策】
場面行動本能を前提とした設備対策及び労働者への注意喚起



			⑧パニック


			→　とても驚いたときやあわてたことにより脳が正常な働きをせず、誤って罹災。

【具体例】
運転手がダンプトラックを坂道で停車し降りたところ、サイドブレーキが適切にかかっていなかったためにダンプトラックが坂道を下り始めた。それを見た運転手はパニックになりダンプトラックを人力で押したが、停車せずにそのまま轢かれ罹災。

【想定される主な対策】
 パニック時に関する保安教育



			⑨錯覚


			→　見間違い、聞き間違い等の五感による間違いや、一瞬のど忘れ、思いこみなど、五感から入る情報を脳でまとめる時の間違いにより罹災。

【想定される主な対策】
錯覚を生じるケースを予め想定したうえでそれを回避できるような作業環境等の整備



			⑩加齢に伴う心身機能低下


			→　足腰の衰え、視力やバランス感覚の低下等、身体機能の低下により罹災（腰痛、アキレス腱断裂等）。ただし、①、②、⑧及び⑨の場合を除く。

【想定される主な対策】
年齢・体力・健康等に応じた配置及び身体能力低下の自覚促進。




			⑪疲労等


			→　疲労等（「等」は例えば熱中症等）により、自らの意志に反してミスを犯し罹災。

【想定される主な対策】
適切な休息、塩分・水分補給等


			⑫単調作業による意識低下


			→　単調な反復作業を続けると意識が低下し、ミスを犯し罹災。

【想定される主な対策】
意識低下しても罹災しないような設備面の対策





ヒューマンエラー未該当	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	2	1	2	1	1	0	0	2	1	⑫単調作業による意識低下	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	0	0	0	0	0	0	0	0	0	⑪疲労等	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	0	1	1	0	0	0	0	0	0	⑩加齢に伴う心身機能低下	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	0	2	0	1	0	1	0	0	0	⑨錯覚	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	1	0	1	1	0	0	0	0	0	⑧パニック	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	1	0	2	0	0	1	0	0	0	⑦場面行動本能	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	1	3	1	2	0	0	0	1	0	⑥近道省略行動本能	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	1	2	1	3	1	0	0	0	0	⑤集団欠陥	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	0	0	0	0	0	0	0	0	0	④連絡不足	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	3	2	0	3	1	0	0	0	0	③不注意	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	6	4	9	4	7	6	4	3	1	②危険軽視・慣れ	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	18	13	12	7	9	14	9	8	12	①無知・経験不足	H20	H21 	H22	H23	H24 	H25	H26 	H27	H28	3	1	2	6	2	4	1	5	2	


作業経験年数


			勤続年数 キンゾク ネンスウ			H20			H21 			H22			H23			H24 			H25			H26 			H27			H28			H29


			罹災者数合計 リサイシャ スウ ゴウケイ			36			29			31			28			21			26			14			19			16			22


			1年未満 ネン ミマン																														2


			1年～5年 ネン ネン																														5


			5年～10年未満 ネン ネン ミマン																														4


			10年～30年未満 ネン ネン ミマン																														10


			30年以上 ネン イジョウ																														1


																																	22


			担当職経験年数 タントウ ショク ケイケン ネンスウ			H20			H21 			H22			H23			H24 			H25			H26 			H27			H28			H29


			罹災者数合計 リサイシャ スウ ゴウケイ			36			29			31			28			21			26			14			19			16			22


			1年未満 ネン ミマン																														3


			1年～5年未満 ネン ネン ミマン																														6


			5年以上～10年未満 ネン イジョウ ネン ミマン																														4


			10年～30年未満 ネン ネン ミマン																														8


			30年以上 ネン イジョウ																														1


																																	22


			罹災者年齢 リサイシャ ネンレイ			H20			H21 			H22			H23			H24 			H25			H26 			H27			H28			H29


			罹災者数合計 リサイシャ スウ ゴウケイ			36			29			31			28			21			26			14			19			16			22


			20代 ダイ																														2


			30代 ダイ																														7


			40代 ダイ																														6


			50代 ダイ																														4


			60代 ダイ																														3


																																	22


			罹災者内訳 リサイシャ ウチワケ			H20			H21 			H22			H23			H24 			H25			H26 			H27			H28			H29


			直轄 チョッカツ																														18


			請負 ウケオイ																														4





			年代別罹災者数の推移 ネンダイベツ リサイシャ スウ


			平成２９年２月２３日作成 ヘイセイ ネン ガツ ニチ サクセイ


																																	（参考情報） サンコウ ジョウホウ


						１９歳以下 サイ イカ			２０歳代 サイ ダイ			３０歳代 サイ ダイ			４０歳代 サイ ダイ			５０歳代 サイダイ			６０歳代 サイダイ			７０歳代 サイダイ			合計 ゴウケイ						罹災者数 リサイシャ スウ


																																	死亡 シボウ			重傷 ジュウショウ			軽傷 ケイショウ			合計 ゴウケイ


			平成２５年 ヘイセイ ネン			1			2			5			10			5			2			1			26						1			22			3			26


			平成２６年 ヘイセイ ネン									1			1			7			5						14						1			9			4			14


			平成２７年 ヘイセイ ネン			 			2			5			4			4			4			 			19						2			13			4			19


			平成２８年 ヘイセイ ネン						1			4			3			6			2						16						3			10			3			16


			平成２９年（10月時点） ヘイセイ ネン ガツ ジテン						2			7			6			4			3						22


			合計 ゴウケイ			1			5			22			24			26			16			1			95


			割合 ワリアイ			1%			5%			23%			25%			27%			17%			1%



























































			経験年数別罹災者数の推移 ケイケン ネンスウ ベツ リサイシャ スウ


			平成２９年２月２３日作成 ヘイセイ ネン ガツ ニチ サクセイ


																								（参考情報） サンコウ ジョウホウ


						１年未満 ネン ミマン			１年以上
５年未満 ネン イジョウ ネン ミマン			５年以上
１０年未満 ネン イジョウ ネン ミマン			10年以上 ネン イジョウ			合計 ゴウケイ						罹災者数 リサイシャ スウ


																								死亡 シボウ			重傷 ジュウショウ			軽傷 ケイショウ			合計 ゴウケイ


			平成２５年 ヘイセイ ネン															0						1			22			3			26


			平成２６年 ヘイセイ ネン			1			3			3			7			14						1			9			4			14


			平成２７年 ヘイセイ ネン			8			2			2			7			19						2			13			4			19


			平成２８年 ヘイセイ ネン			1			4			3			8			16						3			10			3			16


			合計 ゴウケイ			10			9			8			22			49





						１年未満 ネン ミマン			１年以上
５年未満 ネン イジョウ ネン ミマン			５年以上
１０年未満 ネン イジョウ ネン ミマン			10年以上 ネン イジョウ			合計 ゴウケイ





			平成２５年 ヘイセイ ネン															0


			平成２６年 ヘイセイ ネン			7.1%			21.4%			21.4%			50.0%			100.0%


			平成２７年 ヘイセイ ネン			42.1%			10.5%			10.5%			36.8%			100.0%


			平成２８年 ヘイセイ ネン			6.3%			25.0%			18.8%			50.0%			100.0%


			合計 ゴウケイ			20.4%			18.4%			16.3%			44.9%			100.0%



























































機密性○



年代別罹災者の推移


１９歳以下	平成２５年	平成２６年	平成２７年	平成２８年	1	0	２０歳代	平成２５年	平成２６年	平成２７年	平成２８年	2	2	1	３０歳代	平成２５年	平成２６年	平成２７年	平成２８年	5	1	5	4	４０歳代	平成２５年	平成２６年	平成２７年	平成２８年	10	1	4	3	５０歳代	平成２５年	平成２６年	平成２７年	平成２８年	5	7	4	6	６０歳代	平成２５年	平成２６年	平成２７年	平成２８年	2	5	4	2	７０歳代	平成２５年	平成２６年	平成２７年	平成２８年	1	0	





１９歳以下	２０歳代	３０歳代	４０歳代	５０歳代	６０歳代	７０歳代	1.0309278350515464E-2	7.2164948453608241E-2	0.22680412371134021	0.24742268041237114	0.26804123711340205	0.16494845360824742	1.0309278350515464E-2	担当職経験年数の内訳


１年未満	平成２５年	平成２６年	平成２７年	平成２８年	平成２９年（10月時点）	合計	7.1428571428571425E-2	0.42105263157894735	6.25E-2	0.13636363636363635	0.18309859154929578	１年以上
５年未満	平成２５年	平成２６年	平成２７年	平成２８年	平成２９年（10月時点）	合計	0.21428571428571427	0.10526315789473684	0.25	0.27272727272727271	0.21126760563380281	５年以上
１０年未満	平成２５年	平成２６年	平成２７年	平成２８年	平成２９年（10月時点）	合計	0.21428571428571427	0.10526315789473684	0.1875	0.18181818181818182	0.16901408450704225	10年以上	平成２５年	平成２６年	平成２７年	平成２８年	平成２９年（10月時点）	合計	0.5	0.36842105263157893	0.5	0.40909090909090912	0.43661971830985913	





他業種との比較


						業種別度数率の推移 ギョウシュ ベツ ドスウ リツ スイイ																					業種別強度率の推移 ギョウシュ ベツ キョウド リツ スイイ																								0.875						0.76															0.3588						1.1636363636


			年 ネン			鉱山 コウザン			建設業 ケンセツギョウ			製造業 セイゾウギョウ			サービス業 ギョウ			採石業 サイセキ ギョウ						年 ネン			鉱山 コウザン			建設業 ケンセツギョウ			製造業 セイゾウギョウ			サービス業 ギョウ			採石業 サイセキ ギョウ						年 ネン			鉱山 コウザン			建設業 ケンセツギョウ			製造業 セイゾウギョウ			サービス業 ギョウ			採石業 サイセキ ギョウ						年 ネン			鉱山 コウザン			建設業 ケンセツギョウ			製造業 セイゾウギョウ			サービス業 ギョウ			採石業 サイセキ ギョウ


			Ｓ32			56.65			42.97			13.95			15.30									Ｓ32			7.85			6.87			1.19			1.05									Ｈ20			1.43			0.77			1.12			3.13			2.55						Ｈ20			0.96			0.15			0.10			0.10			1.75


			Ｓ33			62.08			37.69			11.11			16.77									Ｓ33			7.31			5.92			0.92			1.61									Ｈ21			1.26			0.61			0.99			3.08			2.55						Ｈ21			0.70			0.07			0.08			0.09			2.17


			Ｓ34			60.58			33.26			10.16			18.28									Ｓ34			7.45			5.94			0.87			1.41									Ｈ22			1.37			0.69			0.98			3.06			1.82						Ｈ22			0.30			0.12			0.09			0.12			0.99									0.3384294338


			Ｓ35			61.85			27.88			9.70			17.09									Ｓ35			7.46			5.44			0.81			1.90									Ｈ23			1.26			0.56			1.05			3.49			2.45						Ｈ23			0.39			0.16			0.08			0.25			1.75


			Ｓ36			71.63			25.53			9.87			19.19									Ｓ36			8.05			5.02			0.82			1.53									Ｈ24			0.94			0.62			1.00			3.35			2.66						Ｈ24			0.41			0.30			0.10			0.27			1.82


			Ｓ37			78.29			22.71			8.69			16.01									Ｓ37			7.47			4.22			0.72			1.86									Ｈ25			1.15			0.83			0.94			3.37			2.87			1.58			Ｈ25			0.64			0.29			0.10			0.26			1.01			0.1


			Ｓ38			80.13			17.76			8.05			14.71									Ｓ38			12.37			3.22			0.70			0.97									Ｈ26			0.64			0.87			1.06			2.99			3.22			1.66			Ｈ26			0.64			0.20			0.09			0.10			2.14			0.09


			Ｓ39			74.94			17.39			8.26			16.94									Ｓ39			7.15			3.62			0.75			1.07									Ｈ27			0.88			0.74			1.06			2.85			2.32			1.61			H27			0.74			0.02			0.06			0.09			2.05			0.07						0.64


			Ｓ40			77.02			16.24			7.34			14.53									Ｓ40			10.95			3.63			0.68			1.11									H28			0.72			0.75			1.15			2.72			1.56			1.63			H28			1.05			0.17			0.07			0.66			1.07			0.1						0.65


			Ｓ41			76.24			15.53			6.96			14.75									Ｓ41			7.28			3.45			0.64			0.99																											1.62																					0.09						0.416


			Ｓ42			74.37			13.93			6.61			13.90									Ｓ42			6.64			2.76			0.65			1.25									H20-H24の平均度数率																					H20-H24の平均強度率 キョウド


			Ｓ43			70.68			14.25			6.81			16.41									Ｓ43			7.30			2.90			0.64			1.54												1.25									1.83125												0.55									0.52375


			Ｓ44			65.91			12.70			6.32			15.64									Ｓ44			6.40			1.94			0.64			0.57									30％削減 サクゲン			0.8764																		35％削減 サクゲン			0.3588


			Ｓ45			56.04			10.02			6.07			18.26									Ｓ45			6.74			2.13			0.66			0.75												0.85は30％より更に低い値 サラ ヒク アタイ																		目標0.35は35％削減より更に低い値 モクヒョウ サクゲン サラ ヒク アタイ


			Ｓ46			48.38			8.18			5.81			18.14									Ｓ46			5.44			-			0.55			0.52


			Ｓ47			47.04			7.23			5.06			10.97									Ｓ47			6.56			1.74			0.53			0.43


			Ｓ48			33.69			9.24			5.00			13.44									Ｓ48			4.95			1.93			0.53			1.01


			Ｓ49			20.31			11.82			7.25			18.65									Ｓ49			5.09			2.20			0.51			1.72


			Ｓ50			17.78			4.27			3.79			22.25									Ｓ50			4.95			1.15			0.34			0.31


			Ｓ51			16.68			3.41			3.54			19.88									Ｓ51			3.39			0.57			0.28			0.35


			Ｓ52			15.65			4.50			3.25			18.27									Ｓ52			4.16			1.26			0.33			0.31


			Ｓ53			14.15			4.19			2.95			17.29									Ｓ53			3.05			0.64			0.30			0.41


			Ｓ54			12.43			3.18			2.75			17.13									Ｓ54			3.74			0.37			0.29			0.29


			Ｓ55			10.85			3.31			2.68			18.59									Ｓ55			2.49			0.64			0.27			0.29


			Ｓ56			10.36			2.51			2.36			11.03									Ｓ56			7.93			0.59			0.27			0.44


			Ｓ57			9.06			2.05			2.12			11.39									Ｓ57			2.70			0.74			0.26			0.39


			Ｓ58			6.92			1.46			1.97			9.13									Ｓ58			2.14			0.39			0.22			0.78


			Ｓ59			7.12			1.57			1.81			8.47									Ｓ59			6.97			0.47			0.20			0.28


			Ｓ60			5.76			1.38			1.67			7.89									Ｓ60			5.78			0.42			0.19			0.39


			Ｓ61			4.29			1.28			1.60			7.70									Ｓ61			1.70			0.17			0.18			0.29


			Ｓ62			3.32			1.00			1.49			7.16									Ｓ62			1.68			0.31			0.15			0.27


			Ｓ63			3.19			1.11			1.36			6.29									Ｓ63			1.68			0.38			0.15			0.26												度数率の５ヵ年平均 ドスウ リツ ネン ヘイキン


			Ｈ元			3.30			0.84			1.35			6.16									Ｈ元			1.54			0.27			0.16			0.26


			Ｈ２			2.83			0.99			1.30			5.74									Ｈ２			1.03			0.16			0.14			0.28


			Ｈ３			3.25			0.89			1.33			5.92									Ｈ３			1.04			0.17			0.15			0.20


			Ｈ４			2.47			1.06			1.32			5.70									Ｈ４			1.69			0.24			0.12			0.22												強度率の5ヵ年平均 キョウド リツ ネン ヘイキン


			Ｈ５			1.93			0.85			1.24			5.36			3.94						Ｈ５			1.69			0.37			0.15			0.41			2.31


			Ｈ６			2.09			0.91			1.26			4.98			4.07						Ｈ６			0.94			0.07			0.18			0.19			1.92


			Ｈ７			1.71			0.93			1.19			4.53			4.54						Ｈ７			1.35			0.11			0.16			0.27			2.88


			Ｈ８			1.97			0.86			1.18			4.91			3.87						Ｈ８			0.83			0.19			0.15			0.19			2.25


			Ｈ９			2.00			0.83			1.10			4.17			3.84						Ｈ９			2.75			0.12			0.13			0.13			2.71


			Ｈ10			1.46			0.84			1.00			4.36			3.09						Ｈ10			1.95			0.17			0.10			0.16			2.46


			Ｈ11			1.71			0.74			1.02			3.65			3.69						Ｈ11			0.19			0.24			0.12			0.22			2.38


			Ｈ12			1.96			0.76			1.02			3.74			3.63						Ｈ12			1.75			0.33			0.12			0.22			1.46


			Ｈ13			2.19			0.81			0.97			4.11			2.88						Ｈ13			0.54			0.11			0.10			0.25			1.87


			Ｈ14			1.11			0.46			0.98			3.83			2.32						Ｈ14			0.03			0.17			0.12			0.18			1.72


			Ｈ15			1.55			0.51			0.98			3.75			3.08						Ｈ15			1.49			0.06			0.11			0.19			2.03


			Ｈ16			1.41			0.54			0.99			3.26			2.03						Ｈ16			0.88			0.17			0.11			0.19			1.12


			Ｈ17			1.30			0.63			1.01			4.27			2.59						Ｈ17			0.63			0.19			0.09			0.13			0.80


			Ｈ18			1.35			0.59			1.02			3.80			3.28						Ｈ18			0.64			0.11			0.11			0.25			2.48


			Ｈ19			1.38			0.68			1.09			3.79			2.95						Ｈ19			0.83			0.16			0.10			0.23			1.63


			Ｈ20			1.43			0.77			1.12			3.13			2.55						Ｈ20			0.96			0.15			0.10			0.10			1.75


			Ｈ21			1.26			0.61			0.99			3.08			2.55						Ｈ21			0.70			0.07			0.08			0.09			2.17


			Ｈ22			1.37			0.69			0.98			3.06			1.82						Ｈ22			0.30			0.12			0.09			0.12			0.99


			Ｈ23			1.26			0.56			1.05			3.49			2.45						Ｈ23			0.39			0.16			0.08			0.25			1.75


			Ｈ24			0.94			0.62			1.00			3.35			2.66						Ｈ24			0.41			0.30			0.10			0.27			1.82


			Ｈ25			1.15			0.83			0.94			3.37			2.87						Ｈ25			0.64			0.29			0.10			0.26			1.01


			Ｈ26			0.64			0.87			1.06			2.99			3.22						Ｈ26			0.64			0.20			0.09			0.10			2.14


			Ｈ27			0.88			0.74			1.06			2.85			2.32						H27			0.74			0.02			0.06			0.09			2.05


			H28			0.72			0.75			1.15			2.72			1.56						H28			1.05			0.17			0.07			0.66			1.07


																								H29（8月末時点） ガツ マツ ジテン			0.11


			出所①：鉱山は鉱山保安統計年報 シュッショ コウザン コウザン ホアン トウケイ ネン																					出所①：鉱山は鉱山保安統計年報 シュッショ コウザン コウザン ホアン トウケイ ネン


			出所②：建設業、製造業、ｻｰﾋﾞｽ業は労働災害動向調査 シュッショ ケンセツギョウ セイゾウギョウ ギョウ ロウドウ サイガイ ドウコウ チョウサ																					出所②：建設業、製造業、ｻｰﾋﾞｽ業は労働災害動向調査 シュッショ ケンセツギョウ セイゾウギョウ ギョウ ロウドウ サイガイ ドウコウ チョウサ


						事業所規模：100人以上 ジギョウショ キボ ニン イジョウ																					事業所規模：100人以上 ジギョウショ キボ ニン イジョウ


			出所③：採石業は労働災害動向集計（日本砕石協会） デドコロ ニホン サイセキ キョウカイ																					出所③：採石業は労働災害動向集計（日本砕石協会）


																											0.64





																											0.96


																											0.70


																											0.30


																											0.39


																											0.41


																											0.552


																											0.1932





機密性○



業種別度数率の推移


鉱山	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	Ｈ27	H28	1.43	1.26	1.37	1.26	0.94	1.1499999999999999	0.64	0.88	0.72	建設業	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	Ｈ27	H28	0.77	0.61	0.69	0.56000000000000005	0.62	0.83	0.87	0.74	0.75	製造業	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	Ｈ27	H28	1.1200000000000001	0.99	0.98	1.05	1	0.94	1.06	1.06	1.1499999999999999	サービス業	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	Ｈ27	H28	3.13	3.08	3.06	3.49	3.35	3.37	2.99	2.85	2.72	採石業	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	Ｈ27	H28	2.5499999999999998	2.5499999999999998	1.82	2.4500000000000002	2.66	2.87	3.22	2.3199999999999998	1.56	業種別強度率の推移


鉱山	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	H27	H28	0.96	0.7	0.3	0.39	0.41	0.64	0.64	0.74	1.05	建設業	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	H27	H28	0.15	7.0000000000000007E-2	0.12	0.16	0.3	0.28999999999999998	0.2	0.02	0.17	製造業	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	H27	H28	0.1	0.08	0.09	0.08	0.1	0.1	0.09	0.06	7.0000000000000007E-2	サービス業	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	H27	H28	0.1	0.09	0.12	0.25	0.27	0.26	0.1	0.09	0.66	採石業	Ｈ20	Ｈ21	Ｈ22	Ｈ23	Ｈ24	Ｈ25	Ｈ26	H27	H28	1.75	2.17	0.99	1.75	1.82	1.01	2.14	2.0499999999999998	1.07	強度率の達成状況


Ｈ25	Ｈ26	H27	H28	H29（8月末時点）	0.64	0.64	0.74	1.05	0.11	





直轄と請負


			全鉱山における直轄／請負の労働者数 ゼン コウザン チョッカツ ウケオイ ロウドウシャ スウ


			労働者数 ロウドウシャ スウ			H20						H21						H22						H23						H24						H25						H26						H27						H28


						直轄 チョッカツ			請負 ウケオイ			直轄 チョッカツ			請負 ウケオイ			直轄 チョッカツ			請負 ウケオイ			直轄 チョッカツ			請負 ウケオイ			直轄 チョッカツ			請負 ウケオイ			直轄 チョッカツ			請負 ウケオイ			直轄 チョッカツ			請負 ウケオイ			直轄 チョッカツ			請負 ウケオイ			直轄 チョッカツ			請負 ウケオイ


			石炭鉱山 セキタン コウザン			493			197			466			204			438			205			427			217			431			208			437			213			436			224			431			216			409			211


			亜炭鉱山 ア スミ コウザン			11			2			10			2			10			2			10			2			10			1			10			2			10			2			11			2			10			1


			金属・非金属鉱山 キンゾク ヒキンゾク コウザン			2,857			730			2,704			675			2,585			687			2,609			714			2,651			694			2,640			722			2,500			668			2,319			561			2,319			564


			石灰石鉱山 セッカイセキ コウザン			4,847			2,208			4,647			2,085			4,496			1,998			4,330			2,021			4,334			1,965			4,215			1,967			4,242			2,031			4,268			2,144			4,284			2,182


			石油鉱山 セキユ コウザン			1,265			343			1,280			261			1,327			262			1,278			259			1,249			314			1,248			375			1,146			286			1,157			280			1,165			303						直轄			78,022			2.6710715508


			合計 ゴウケイ			9,473			3,480			9,107			3,227			8,856			3,154			8,654			3,213			8,675			3,182			8,550			3,279			8,334			3,211			8,186			3,203			8,187			3,261						請負 ウケオイ			29,210


						2.7221264368						2.8221258134						2.8078630311						2.6934329287						2.7262727844						2.6075022873						2.5954531299						2.5557290041						2.5105795768








			稼働延時間 カドウ エン ジカン			H20						H21						H22						H23						H24						H25						H26						H27						H28


						直轄 チョッカツ			請負 ウケオイ			直轄 チョッカツ			請負 ウケオイ			直轄 チョッカツ			請負 ウケオイ			直轄 チョッカツ			請負 ウケオイ			直轄 チョッカツ			請負 ウケオイ			直轄 チョッカツ			請負 ウケオイ			直轄 チョッカツ			請負 ウケオイ			直轄 チョッカツ			請負 ウケオイ			直轄 チョッカツ			請負 ウケオイ


			石炭鉱山 セキタン コウザン			1,096,887			438,870			1,037,859			471,157			973,257			476,897			968,713			515,527			977,017			492,205			1,000,635			480,629			990,388			496,675			983,140			498,065			953,158			486,868


			亜炭鉱山 ア スミ コウザン			16,945			2,773			15,617			4,687			14,937			2,411			14,326			3,002			15,166			2,392			15,115			2,650			14,570			2,621			14,761			2,715			13,004			1,643


			金属・非金属鉱山 キンゾク ヒキンゾク コウザン			5,423,979			1,328,523			4,922,180			1,173,839			4,801,555			1,164,774			4,820,479			1,199,598			4,955,589			1,169,810			4,903,867			1,162,169			4,665,729			1,069,289			4,315,499			937,403			4,306,020			1,256,597


			石灰石鉱山 セッカイセキ コウザン			9,243,523			4,549,382			8,525,825			4,055,291			8,412,483			3,904,265			8,186,396			3,871,963			8,273,165			3,838,975			8,067,223			3,895,417			8,140,136			4,039,109			8,158,281			4,191,618			8,224,152			4,285,922


			石油鉱山 セキユ コウザン			2,320,271			721,718			2,281,484			552,328			2,391,832			501,444			2,230,420			446,500			2,182,818			543,486			2,215,121			806,570			2,007,740			477,570			1,989,568			452,286			2,028,392			605,438						直轄			147,109,222			2.5998804837


			合計 ゴウケイ			18,101,605			7,041,266			16,782,965			6,257,302			16,594,064			6,049,791			16,220,334			6,036,590			16,403,755			6,046,868			16,201,961			6,347,435			15,818,563			6,085,264			15,461,249			6,082,087			15,524,726			6,636,468						請負 ウケオイ			56,583,071


						度数率 ドスウ リツ


						1.33			1.70			1.37			0.96			1.39			1.32			1.36			0.99			1.16			0.33			1.30			0.79			0.63			0.66			0.91			0.82			0.64			0.90


																																										54			ERROR:#REF!						直轄 チョッカツ			166			3.0740740741


																																										166									請負 ウケオイ			54





機密性○






実働延べ時間と罹災者


									（A）						（B）			（C）																																																															仮定：死亡を除いた場合 カテイ シボウ ノゾ バアイ


									罹災者数 リサイシャ スウ			うち死亡 シボウ			労働損失日数 ロウドウ ソンシツ ニッスウ			稼働延時間 カドウ ノ ジカン			稼行鉱山数 カコウ コウザン スウ			鉱山労働者数 コウザン ロウドウ シャ スウ			度数率 ドスウ リツ			強度率 キョウド リツ																								罹災者数 リサイシャ スウ			うち死亡 シボウ			労働損失日数 ロウドウ ソンシツ ニッスウ			稼働延時間 カドウ ノ ジカン			稼行鉱山数 カコウ コウザン スウ			鉱山労働者数 コウザン ロウドウ シャ スウ			度数率 ドスウ リツ			強度率 キョウド リツ						労働損失日数 ロウドウ ソンシツ ニッスウ			強度率 キョウド リツ			強度率（平均） キョウド リツ ヘイキン


						H20			36			3			24,101			25,144,117			576			12,953			1.43			0.96						1.4317464399			0.9585144708						1.252						H20			36			3			24,101			25,144,117			576			12,953			1.43			0.96						1,601			0.06			0.11


						H21			29			2			16,074			23,045,242			566			12,330			1.26			0.70						1.258394249			0.6974975572												H21			29			2			16,074			23,045,242			566			12,330			1.26			0.70						1,074			0.05


						H22			31			0			6,785			22,643,855			544			12,008			1.37			0.30						1.3690248414			0.2996397919						0.552						H22			31			0			6,785			22,643,855			544			12,008			1.37			0.30						6,785			0.30


						H23			28			1			8,603			22,257,023			532			11,867			1.26			0.39						1.2580298812			0.386529681												H23			28			1			8,603			22,257,023			532			11,867			1.26			0.39						1,103			0.05


						H24			21			1			9,312			22,450,622			524			11,858			0.94			0.41						0.9353861109			0.4147769269												H24			21			1			9,312			22,450,622			524			11,858			0.94			0.41						1,812			0.08


						H25			26			1			14,440			22,549,395			516			11,828			1.15			0.64						1.1530242829			0.6403719479						0.95						H25			26			1			14,440			22,549,395			516			11,828			1.15			0.64						6,940			0.31			0.15


						H26			14			1			14,004			21,903,827			511			11,545			0.64			0.64						0.6391577143			0.6393403308												H26			14			1			14,004			21,903,827			511			11,545			0.64			0.64						6,504			0.30


						H27			19			2			15,906			21,543,336			517			11,385			0.88			0.74						0.8819432608			0.7383257635						0.626						H27			19			2			15,906			21,543,336			517			11,385			0.88			0.74						906			0.04


						H28			16			3			23,293			22,161,193			518			11,448			0.72			1.05						0.7219827922			1.0510715736												H28			16			3			23,293			22,161,193			518			11,448			0.72			1.05						793			0.04


						H29
（８月時点） ガツ ジテン			20			0			929			14,734,485			516			11,395			1.36			0.06						1.357359962			0.0630493702												H29
（８月時点） ガツ ジテン			20			0			929			14,734,485			516			11,395			1.36			0.06						929			0.06


																																																																								10ヵ年平均 ネン ヘイキン			0.59												0.13


						＜度数率＞ ドスウ リツ												強度率 キョウド リツ


									H20～H24 			1.2549673012						0.5614896805						516.375												1.2505163045			0.5513916856																																				0.589									0.128577518


												0.8784771109						0.3649682923						11394.875


																																																																											0.63									0.15


									H25～H29			0.9232960979						0.6664448423																		0.9506936024			0.6264317972																											320日 ニチ


																																																																		576鉱山 コウザン


									仮定の話 カテイ ハナシ			0.822219956						0.5934870192																																																184320


																																																																		4,423,680


						計算式① ケイ サン シキ			H20～H24の合計罹災者数 ゴウケイ リサイシャ スウ									1.25			計算式① ケイ サン シキ			H20～H24の合計労働損失日数 ゴウケイ ロウドウ ソンシツ ニッスウ									0..56


									H20～H24 の合計稼働延時間 ゴウケイ カドウ ノ ジカン															H20～H24 の合計稼働延時間 ゴウケイ カドウ ノ ジカン


									H25～H29の合計罹災者数 ゴウケイ リサイシャ スウ									0.92						H25～H29の合計労働損失日数 ゴウケイ ロウドウ ソンシツ ニッスウ									0..67


									H25～H29 の合計稼働延時間 ゴウケイ カドウ ノ ジカン															H25～H29 の合計稼働延時間 ゴウケイ カドウ ノ ジカン


									H25～H29の合計罹災者数									0.82						H25～H29の合計労働損失日数 ゴウケイ ロウドウ ソンシツ ニッスウ									0.59


									H20～H24 の合計稼働延時間 ゴウケイ カドウ ノ ジカン															H20～H24 の合計稼働延時間 ゴウケイ カドウ ノ ジカン


						比較のため ヒカク			H25～H29の合計罹災者数									0.88						H25～H29の合計労働損失日数 ゴウケイ ロウドウ ソンシツ ニッスウ									0.63


									H20～H24 の合計稼働延時間 ゴウケイ カドウ ノ ジカン															H20～H24 の合計稼働延時間 ゴウケイ カドウ ノ ジカン





機密性○






罹災者とMSの関係





機密性○






労働者の年代比率


						鉱業・採石業・砂利採取業 コウギョウ サイセキ ギョウ スナ サイシュギョウ


									男性 ダンセイ			女性 ジョセイ						男性 ダンセイ			女性 ジョセイ


						平均年齢 ヘイキン ネンレイ			50.3（歳） サイ			49.1（歳） サイ						84.3			15.7


									50.2（歳） サイ									100（％）


									実数（千人） ジッスウ センニン									割合（％）												男性のみ ダンセイ			男女合計 ダンジョ ゴウケイ						罹災者の年代 リサイシャ ネンダイ			平成２５年 ヘイセイ ネン			平成２６年 ヘイセイ ネン			平成２７年 ヘイセイ ネン			平成２８年 ヘイセイ ネン			平成２９年
(10月時点) ヘイセイ ネン ガツ ジテン			合計 ゴウケイ			割合 ワリアイ									労働者割合
男性のみ ロウドウシャ ワリアイ ダンセイ			労働者割合
男女合計 ロウドウシャ ワリアイ			罹災者の年代 リサイシャ ネンダイ


						15～19歳 サイ			0			0						0.4			0.1						19歳以下 サイ イカ			0.47			0.5						19歳以下 サイ イカ			1			0			0			0			0			1			1%						19歳以下 サイ イカ			0.47%			0.5%			1%


						20～24歳 サイ			0			0						2.2			0.6						20歳代 サイ ダイ			7.95			8.1						20歳代 サイ ダイ			2			0			2			1			2			5			5%						20歳代 サイ ダイ			7.95%			8%			5%


						25～29歳 サイ			1			0						4.5			0.8						30歳代 サイ ダイ			14.59			14.8						30歳代 サイ ダイ			5			1			5			4			7			22			23%						30歳代 サイ ダイ			14.59%			15%			23%


						30～34歳 サイ			1			0						5.3			1.1						40歳代 サイ ダイ			23.37			24.0						40歳代 サイ ダイ			10			1			4			3			6			24			25%						40歳代 サイ ダイ			23.37%			24%			25%


						35～39歳 サイ			2			0						7.0			1.4						50歳代 サイ ダイ			26.81			26.3						50歳代 サイダイ			5			7			4			6			4			26			27%						50歳代 サイ ダイ			26.81%			26%			27%


						40～44歳 サイ			2			1						9.8			2.3						60歳以上 サイ イジョウ			26.69			26.2						60歳以上 サイイジョウ			3			5			4			2			3			17			18%						60歳以上 サイ イジョウ			26.69%			26%			18%


						45～49歳 サイ			2			0						9.9			2.0																		合計 ゴウケイ			26			14			19			16			22			95


						50～54歳 サイ			2			0						11.0			1.9


						55～59歳 サイ			3			0						11.6			1.8


						60～64歳 サイ			2			0						10.9			1.7


						65歳以上 サイ イジョウ			3			0						11.6			2.0


												出典：平成27年国勢調査　産業（大分類）、年齢（5歳階級）、男女別15歳以上就業者-全国 シュッテン ヘイセイ ネン コクセイ チョウサ サンギョウ ダイブンルイ ネンレイ サイ カイキュウ ダンジョ ベツ サイ イジョウ シュウギョウ シャ ゼンコク


																																										１９歳以下 サイ イカ			２０歳代 サイ ダイ			３０歳代 サイ ダイ			４０歳代 サイ ダイ			５０歳代 サイダイ			６０歳代 サイダイ			７０歳代 サイダイ			合計 ゴウケイ





																																							平成２５年 ヘイセイ ネン			1			2			5			10			5			2			1			26


																																							平成２６年 ヘイセイ ネン									1			1			7			5						14


																																							平成２７年 ヘイセイ ネン			 			2			5			4			4			4			 			19


																																							平成２８年 ヘイセイ ネン						1			4			3			6			2						16


																																							平成２９年（10月時点） ヘイセイ ネン ガツ ジテン						2			7			6			4			3						22


																																							合計 ゴウケイ			1			5			22			24			26			16			1			95


																																							割合 ワリアイ			1%			5%			23%			25%			27%			17%			1%





機密性○



19歳以下	労働者割合
男性のみ	労働者割合
男女合計	罹災者の年代	4.7000000000000002E-3	5.0000000000000001E-3	1.0526315789473684E-2	20歳代	労働者割合
男性のみ	労働者割合
男女合計	罹災者の年代	7.9500000000000001E-2	8.1000000000000003E-2	5.2631578947368418E-2	30歳代	労働者割合
男性のみ	労働者割合
男女合計	罹災者の年代	0.1459	0.14799999999999999	0.23157894736842105	40歳代	労働者割合
男性のみ	労働者割合
男女合計	罹災者の年代	0.23369999999999999	0.24	0.25263157894736843	50歳代	労働者割合
男性のみ	労働者割合
男女合計	罹災者の年代	0.2681	0.26300000000000001	0.27368421052631581	60歳以上	労働者割合
男性のみ	労働者割合
男女合計	罹災者の年代	0.26690000000000003	0.26200000000000001	0.17894736842105263	


鉱山規模と度数率 強度率


																																																度数率は、100万延労働時間当たりの労働災害による死傷者数をもって、労働災害の頻度を表すものです。統計をとった期間中に発生した労働災害による死傷者数を同じ期間中の全労働者延労働時間数で割り、それに100万を掛けた数値です。


																																																度数率を求める式									死傷者数/労働延べ時間 シショウ シャ スウ ロウドウ ノ ジカン						×1000,000


																																																強度率は、1，000延労働時間当たりの労働損失日数をもって、災害の重さの程度を表したものです。統計をとった期間中に発生した労働災害による労働損失日数を同じ期間中の全労働者の延労働時間数で割り、それに1,000を掛けた数値です。


																																																強度率を求める式									損失日数/延べ時間×1000 ソンシツ ニッスウ ノ ジカン


									平成28年度 ヘイセイ ネンド																														一鉱山あたりの災害率 イチ コウザン サイガイ リツ


												鉱山数 コウザン スウ			罹災者 リサイ シャ			損失日数 ソンシツ ニッスウ			稼働延べ時間			うち死亡 シボウ			度数率 ドスウ リツ			強度率 キョウド リツ									度数率 ドスウ リツ			強度率 キョウド リツ


									100～			18			2			23			7,837,808						0.26			0.00						100～			0.014176299			0.0001630274			435433.783333333


									50～99			28			5			399			3,656,267						1.37			0.11						50～99			0.0488398284			0.0038974183			130580.946428571


						死亡（国見山三重） シボウ			30～49			48			5			7,733			3,362,621			1			1.49			2.30						30～49			0.0309778242			0.0479103029


			死亡（吾野）、死亡（入鹿） シボウ シボウ						10～29			117			4			15,228			3,666,976			2			1.09			4.15						10～29			0.0093232241			0.035493514


									０～９			231			0			0			1,698,869						0.00			0.00						０～９			0			0


									合計 ゴウケイ			442			16			23,383			20,222,540			3


									平成27年度 ヘイセイ ネンド


												鉱山数 コウザン スウ			罹災者 リサイ シャ			損失日数 ソンシツ ニッスウ			稼働延べ時間			うち死亡 シボウ			度数率 ドスウ リツ			強度率 キョウド リツ									度数率 ドスウ リツ			強度率 キョウド リツ


									100～			20			5			226			9,189,785						0.54			0.02						100～			0.0272041197			0.0012296262


									50～99			31			6			318			4,685,346						1.28			0.07						50～99			0.0413093077			0.0021893933


						死亡（和賀仙人松川） シボウ			30～49			42			4			7,775			3,399,253			1			1.18			2.29						30～49			0.0280173592			0.054458742


						死亡（足利） シボウ			10～29			114			4			7,740			4,121,394			1			0.97			1.88						10～29			0.0085135562			0.0164737312


									０～９			244			0			0			1,792,174						0.00			0.00						０～９			0			0


									合計 ゴウケイ			451			19			16,059			23,187,952


									平成26年度 ヘイセイ ネンド


												鉱山数 コウザン スウ			罹災者 リサイ シャ			損失日数 ソンシツ ニッスウ			稼働延べ時間			うち死亡 シボウ			度数率 ドスウ リツ			強度率 キョウド リツ									度数率 ドスウ リツ			強度率 キョウド リツ


			※309日（神岡）、302日（新津久見） ニチ カミオカ ニチ シン ツクミ						100～			19			3			731			8,526,135						0.35			0.09						100～			0.0185189121			0.0045124416


			死亡（太平田） シボウ タイヘイ タ						50～99			26			2			7,510			3,260,010			1			0.61			2.30						50～99			0.023595962			0.0886028375


									30～49			47			2			30			3,423,760						0.58			0.01						30～49			0.01242879			0.0001864318


			※5,500日（大石田） ニチ ダイ イシダ						10～29			122			4			5,620			4,603,613						0.87			1.22						10～29			0.0071219907			0.0100063969


									０～９			248			3			116			1,695,289						1.77			0.07						０～９			0.0071355225			0.0002759069


									合計 ゴウケイ			462			14			14,007			21,508,806


									平成25年度 ヘイセイ ネンド


												鉱山数 コウザン スウ			罹災者 リサイ シャ			損失日数 ソンシツ ニッスウ			稼働延べ時間			うち死亡 シボウ			度数率 ドスウ リツ			強度率 キョウド リツ									度数率 ドスウ リツ			強度率 キョウド リツ


									100～			20			5			260			8,875,245						0.56			0.03						100～			0.0281682361			0.0014647483


			※5,500日（平木） ニチ						50～99			26			4			5,625			3,433,603						1.16			1.64						50～99			0.0448060378			0.0630084906


									30～49			44			6			491			3,272,811						1.83			0.15						30～49			0.0416655967			0.0034096347


			※2人で7,620日（山野井） ニン ニチ						10～29			125			8			7,988			3,870,978			1			2.07			2.06						10～29			0.0165332912			0.0165084912


									０～９			256			2			82			1,636,367						1.22			0.05						０～９			0.0047742947			0.0001957461


									合計 ゴウケイ			471			25			14,446			21,089,005


			労働基準法施行規則に規定された身体障害等級表


									４年間合計 ネンカン ゴウケイ


												鉱山数 コウザン スウ			罹災者 リサイ シャ			損失日数 ソンシツ ニッスウ			稼働延べ時間			うち死亡 シボウ			度数率 ドスウ リツ			強度率 キョウド リツ									度数率 ドスウ リツ			強度率 キョウド リツ									度数率 ドスウ リツ			強度率 キョウド リツ


									100～			77			15			1240			34428972.432			0			0.44			0.04						100～			0.0056581763			0.0004677426						０～９			0.0007485676			0.000029643


									50～99			111			17			13852			15035225.582			1			1.13			0.92						50～99			0.010186289			0.008300028						10～29			0.0025727792			0.0047050986


									30～49			181			17			16029			13458444.718			2			1.26			1.19						30～49			0.0069787151			0.0065801074						30～49			0.0069787151			0.0065801074


									10～29			478			20			36576			16262959.614			4			1.23			2.25						10～29			0.0025727792			0.0047050986						50～99			0.010186289			0.008300028


									０～９			979			5			198			6822699.845			0			0.73			0.03						０～９			0.0007485676			0.000029643						100～			0.0056581763			0.0004677426


									４年間平均 ネンカン ヘイキン


												鉱山数 コウザン スウ			罹災者 リサイ シャ			損失日数 ソンシツ ニッスウ			稼働延べ時間			うち死亡 シボウ			度数率 ドスウ リツ			強度率 キョウド リツ									度数率 ドスウ リツ			強度率 キョウド リツ									度数率 ドスウ リツ			強度率 キョウド リツ									度数率 ドスウ リツ			強度率 キョウド リツ


									100～			19.25			3.75			310			8607243.108			0			0.44			0.04						100～			0.02263			0.00187			447129.512103896			０～９			0.0029942705			0.000029643						０～９			0.0005988541			0.0000059286


									50～99			27.75			4.25			3463			3758806.3955			0.25			1.13			0.92						50～99			0.04075			0.03320			135452.482720721			10～29			0.0102911168			0.0188203944						10～29			0.0005145558			0.0009410197


									30～49			45.25			4.25			4007.25			3364611.1795			0.5			1.26			1.19						30～49			0.02791			0.02632			74356.0481657459			30～49			0.0279148606			0.0263204294						30～49			0.0006978715			0.0006580107


									10～29			119.5			5			9144			4065739.9035			1			1.23			2.25						10～29			0.01029			0.01882			34022.9280627615			50～99			0.0407451561			0.0332001119						50～99			0.0005432687			0.0004426682


									０～９			244.75			1.25			49.5			1705674.96125			0			0.73			0.03						０～９			0.00299			0.00003			6969.0498927477			100～			0.0226327051			0.0018709703						100～			0.0001038197			0.0000085824





機密性○



労働者数規模別の度数率・強度率（平成25～28年度）（１鉱山当たり）


度数率	０～９	10～29	30～49	50～99	100～	2.9942705464355854E-3	1.0291116789856997E-2	2.7914860565748663E-2	4.0745156051800478E-2	2.2632705078834491E-2	強度率	０～９	10～29	30～49	50～99	100～	2.9643000000000001E-5	1.8820394385290477E-2	2.632042941225796E-2	3.3200111860561189E-2	1.8709702865169846E-3	度数率	０～９	10～29	30～49	50～99	100～	2.9942705464355854E-3	1.0291116789856997E-2	2.7914860565748663E-2	4.0745156051800478E-2	2.2632705078834491E-2	強度率	０～９	10～29	30～49	50～99	100～	2.9643000000000001E-5	1.8820394385290477E-2	2.632042941225796E-2	3.3200111860561189E-2	1.8709702865169846E-3	度数率	０～９	10～29	30～49	50～99	100～	5.9885410928711799E-4	5.1455583949285E-4	6.9787151414371748E-4	5.4326874735734004E-4	1.0381974806804817E-4	強度率	０～９	10～29	30～49	50～99	100～	5.9286000000000003E-6	9.4101971926452508E-4	6.5801073530645006E-4	4.4266815814081605E-4	8.5824325069586246E-6	（※平成２８年度内実績）





新目標


			身体障害等級別労働損失日数表 シンタイ ショウガイ トウキュウ ベツ ロウドウ ソンシツ ニッスウ ヒョウ


			身体障害等級（級） シンタイ ショウガイ トウキュウ キュウ			1～3			4									5			6			7			8			9			10			11			12			13			14


			労働損失日数（日） ロウドウ ソンシツ ニッスウ ニチ			7,500			5,500									4,000			3,000			2,200			1,500			1,000			600			400			200			100			50





												20年 ネン			21年 ネン			22年 ネン			23年 ネン			24年 ネン			25年 ネン			26年 ネン			27年 ネン			28年 ネン																		20年 ネン			21年 ネン			22年 ネン			23年 ネン			24年 ネン			25年 ネン			26年 ネン			27年 ネン			28年 ネン


						①重篤災害罹災者数
（死亡を除く休業2週以上の災害） ジュウトク サイガイ リサイシャ スウ キュウギョウ サイガイ						26			16			22			20			17			22			9			13			10												①重篤災害罹災者数
（死亡を除く休業2週以上の災害） ジュウトク サイガイ リサイシャ スウ シボウ ノゾ キュウギョウ サイガイ						26			16			22			20			17			22			9			13			10


						②鉱山労働延時間 コウザン ロウドウ ノ ジカン						25,144,117			23,045,242			22,643,855			22,257,023			22,450,622			22,549,395			21,903,827			21,543,336			22,161,193			＜参考＞
 サンコウ									②全体災害罹災者数
(死亡を除く) ゼンタイ サイガイ リサイシャ スウ シボウ ノゾ						32			27			31			27			20			25			13			17			13


						①÷②						0.743			0.552			0.710			0.714			0.810			0.846			0.643			0.684			0.625												①÷②						0.813			0.593			0.710			0.741			0.850			0.880			0.692			0.765			0.769


						度数率 ドスウ リツ						1.43			1.26			1.37			1.26			0.94			1.15			0.64			0.88			0.72												度数率 ドスウ リツ						1.43			1.26			1.37			1.26			0.94			1.15			0.64			0.88			0.72


						重篤災害罹災者の度数率 ジュウトク サイガイ リサイシャ ドスウ リツ						1.034			0.694			0.972			0.899			0.757			0.976			0.411			0.603			0.451												①÷②×度数率 ドスウ リツ						1.162			0.747			0.972			0.933			0.799			1.012			0.443			0.673			0.554


						（平均）						0.871															0.610																					（平均）						0.923															0.670


												20年 ネン			21年 ネン			22年 ネン			23年 ネン			24年 ネン			25年 ネン			26年 ネン			27年 ネン			28年 ネン																		20年 ネン			21年 ネン			22年 ネン			23年 ネン			24年 ネン			25年 ネン			26年 ネン			27年 ネン			28年 ネン


									重篤災害発生率 ジュウトク サイガイ ハッセイ リツ			1.062			0.695			0.972			0.900			0.761			0.973			0.411			0.602			0.450															重篤災害発生率 ジュウトク サイガイ ハッセイ リツ			1.162			0.747			0.972			0.933			0.799			1.012			0.443			0.673			0.554


												20年 ネン			21年 ネン			22年 ネン			23年 ネン			24年 ネン			25年 ネン			26年 ネン			27年 ネン			28年 ネン


						①重篤災害罹災者数
（休業2週以上・死亡を除く） ジュウトク サイガイ リサイシャ スウ キュウギョウ シボウ ノゾ						26			16			22			20			17			22			9			13			10


						②全体災害罹災者数 ゼンタイ サイガイ リサイシャ スウ						35（3）			29（2）			31（0）			28（1）			21（1）			26（1）			14（1）			19（2）			16（3）


						①÷②						0.743			0.552			0.710			0.714			0.810			0.846			0.643			0.684			0.625


						度数率 ドスウ リツ						1.43			1.26			1.37			1.26			0.94			1.15			0.64			0.88			0.72


						①÷②×度数率 ドスウ リツ						1.062			0.695			0.972			0.900			0.761			0.973			0.411			0.602			0.450


						（平均）						0.878															0.609





機密性○






重篤災害発生率	20年	21年	22年	23年	24年	25年	26年	27年	28年	1.0622857142857143	0.69517241379310346	0.97225806451612917	0.9	0.76095238095238094	0.97307692307692295	0.41142857142857148	0.60210526315789481	0.44999999999999996	


重篤災害発生率	20年	21年	22年	23年	24年	25年	26年	27年	28年	1.161875	0.74666666666666659	0.97225806451612917	0.93333333333333324	0.79899999999999993	1.012	0.44307692307692309	0.67294117647058815	0.55384615384615388	
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						別表第二（第四十条関係）


						身体障害等級表


						等級			身体障害


						第一級			一　両眼が失明したもの


						（労働基準法第十二条の平均賃金の一三四〇日分）			二　咀嚼及び言語の機能を廃したもの


									三　神経系統の機能又は精神に著しい障害を残し常に介護を要するもの


									四　胸腹部臓器の機能に著しい障害を残し常に介護を要するもの


									五　削除


									六　両上肢を肘関節以上で失つたもの


									七　両上肢の用を全廃したもの


									八　両下肢を膝関節以上で失つたもの


									九　両下肢の用を全廃したもの


						第二級			一　一眼が失明し他眼の視力が〇・〇二以下になつたもの


						（労働基準法第十二条の平均賃金の一一九〇日分）			二　両眼の視力が〇・〇二以下になつたもの


									二の二　神経系統の機能又は精神に著しい障害を残し随時介護を要するもの


									二の三　胸腹部臓器の機能に著しい障害を残し随時介護を要するもの


									三　両上肢を腕関節以上で失つたもの


									四　両下肢を足関節以上で失つたもの


						第三級			一　一眼が失明し他眼の視力が〇・〇六以下になつたもの


						（労働基準法第十二条の平均賃金の一〇五〇日分）			二　咀嚼又は言語の機能を廃したもの


									三　神経系統の機能又は精神に著しい障害を残し終身労務に服することができないもの


									四　胸腹部臓器の機能に著しい障害を残し終身労務に服することができないもの


									五　十指を失つたもの


						第四級			一　両眼の視力が〇・〇六以下になつたもの


						（労働基準法第十二条の平均賃金の九二〇日分）			二　咀嚼及び言語の機能に著しい障害を残すもの


									三　両耳を全く聾したもの


									四　一上肢を肘関節以上で失つたもの


									五　一下肢を膝関節以上で失つたもの


									六　十指の用を廃したもの


									七　両足をリスフラン関節以上で失つたもの


						第五級			一　一眼が失明し他眼の視力が〇・一以下になつたもの


						（労働基準法第十二条の平均賃金の七九〇日分）			一の二　神経系統の機能又は精神に著しい障害を残し特に軽易な労務の外服することができないもの


									一の三　胸腹部臓器の機能に著しい障害を残し特に軽易な労務の外服することができないもの


									二　一上肢を腕関節以上で失つたもの


									三　一下肢を足関節以上で失つたもの


									四　一上肢の用を全廃したもの


									五　一下肢の用を全廃したもの


									六　十趾を失つたもの


						第六級			一　両眼の視力が〇・一以下になつたもの


						（労働基準法第十二条の平均賃金の六七〇日分）			二　咀嚼又は言語の機能に著しい障害を残すもの


									三　両耳の聴力が耳に接しなければ大声を解することができない程度になつたもの


									三の二　一耳を全く聾 し他耳の聴力が四十センチメートル以上の距離では尋常の話声を解することができない程度になつたもの ロウ


									四　脊柱に著しい畸形又は運動障害を残すもの


									五　一上肢の三大関節中の二関節の用を廃したもの


									六　一下肢の三大関節中の二関節の用を廃したもの


									七　一手の五指又は拇指を併せ四指を失つたもの


						第七級			一　一眼が失明し他眼の視力が〇・六以下になつたもの


						（労働基準法第十二条の平均賃金の五六〇日分）			二　両耳の聴力が四十センチメートル以上の距離では尋常の話声を解することができない程度になつたもの


									二の二　一耳を全く聾 し他耳の聴力が一メートル以上の距離では尋常の話声を解することができない程度になつたもの ロウ


									三　神経系統の機能又は精神に障害を残し軽易な労務の外服することができないもの


									四　削除


									五　胸腹部臓器の機能に障害を残し軽易な労務の外服することができないもの


									六　一手の拇指を併せ三指又は拇指以外の四指を失つたもの


									七　一手の五指又は拇指を併せ四指の用を廃したもの


									八　一足をリスフラン関節以上で失つたもの


									九　一上肢に仮関節を残し著しい障害を残すもの


									一〇　一下肢に仮関節を残し著しい障害を残すもの


									一一　十趾の用を廃したもの


									一二　外貌に著しい醜状を残すもの


									一三　両側の睾丸を失つたもの


						第八級			一　一眼が失明し又は一眼の視力が〇・〇二以下になつたもの


						（労働基準法第十二条の平均賃金の四五〇日分）			二　脊柱に運動障害を残すもの


									三　一手の拇指を併せ二指又は拇指以外の三指を失つたもの


									四　一手の拇指を併せ三指又は拇指以外の四指の用を廃したもの


									五　一下肢を五センチメートル以上短縮したもの


									六　一上肢の三大関節中の一関節の用を廃したもの


									七　一下肢の三大関節中の一関節の用を廃したもの


									八　一上肢に仮関節を残すもの


									九　一下肢に仮関節を残すもの


									一〇　一足の五趾を失つたもの


						第九級			一　両眼の視力が〇・六以下になつたもの


						（労働基準法第十二条の平均賃金の三五〇日分）			二　一眼の視力が〇・〇六以下になつたもの


									三　両眼に半盲症、視野狭窄又は視野変状を残すもの


									四　両眼の眼瞼に著しい欠損を残すもの


									五　鼻を欠損しその機能に著しい障害を残すもの


									六　咀嚼及び言語の機能に障害を残すもの


									六の二　両耳の聴力が一メートル以上の距離では尋常の話声を解することができない程度になつたもの


									六の三　一耳の聴力が耳に接しなければ大声を解することができない程度になり他耳の聴力が一メートル以上の距離では尋常の話声を解することが困難である程度になつたもの


									七　一耳を全く聾したもの


									七の二　神経系統の機能又は精神に障害を残し服することができる労務が相当な程度に制限されるもの


									七の三　胸腹部臓器の機能に障害を残し服することができる労務が相当な程度に制限されるもの


									八　一手の拇指又は拇指以外の二指を失つたもの


									九　一手の拇指を併せ二指又は拇指以外の三指の用を廃したもの


									一〇　一足の第一趾を併せ二趾以上を失つたもの


									一一　一足の五趾の用を廃したもの


									一一の二　外貌に相当程度の醜状を残すもの


									一二　生殖器に著しい障害を残すもの


						第十級			一　一眼の視力が〇・一以下になつたもの


						（労働基準法第十二条の平均賃金の二七〇日分）			一の二　正面視で複視を残すもの


									二　咀嚼又は言語の機能に障害を残すもの


									三　十四歯以上に対し歯科補綴を加えたもの


									三の二　両耳の聴力が一メートル以上の距離では尋常の話声を解することが困難である程度になつたもの


									四　一耳の聴力が耳に接しなければ大声を解することができない程度になつたもの


									五　削除


									六　一手の拇指又は拇指以外の二指の用を廃したもの


									七　一下肢を三センチメートル以上短縮したもの


									八　一足の第一趾又は他の四趾を失つたもの


									九　一上肢の三大関節中の一関節の機能に著しい障害を残すもの


									一〇　一下肢の三大関節中の一関節の機能に著しい障害を残すもの


						第十一級			一　両眼の眼球に著しい調節機能障害又は運動障害を残すもの


						（労働基準法第十二条の平均賃金の二〇〇日分）			二　両眼の眼瞼に著しい運動障害を残すもの


									三　一眼の眼瞼に著しい欠損を残すもの


									三の二　十歯以上に対し歯科補てつを加えたもの


									三の三　両耳の聴力が一メートル以上の距離では小声を解することができない程度になつたもの


									四　一耳の聴力が四十センチメートル以上の距離では尋常の話声を解することができない程度になつたもの


									五　脊柱に畸形を残すもの


									六　一手の示指、中指又は環指を失つたもの


									七　削除


									八　一足の第一趾を併せ二趾以上の用を廃したもの


									九　胸腹部臓器の機能に障害を残し労務の遂行に相当な程度の支障があるもの


						第十二級			一　一眼の眼球に著しい調節機能障害又は運動障害を残すもの


						（労働基準法第十二条の平均賃金の一四〇日分）			二　一眼の眼瞼に著しい運動障害を残すもの


									三　七歯以上に対し歯科補綴を加えたもの


									四　一耳の耳殻の大部分を欠損したもの


									五　鎖骨、胸骨、肋骨、肩胛骨又は骨盤骨に著しい畸形を残すもの


									六　一上肢の三大関節中の一関節の機能に障害を残すもの


									七　一下肢の三大関節中の一関節の機能に障害を残すもの


									八　長管骨に畸形を残すもの


									八の二　一手の小指を失つたもの


									九　一手の示指、中指又は環指の用を廃したもの


									一〇　一足の第二趾を失つたもの、第二趾を併せ二趾を失つたもの又は第三趾以下の三趾を失つたもの


									一一　一足の第一趾又は他の四趾の用を廃したもの


									一二　局部に頑固な神経症状を残すもの


									一三　削除


									一四　外貌に醜状を残すもの


						第十三級			一　一眼の視力が〇・六以下になつたもの


						（労働基準法第十二条の平均賃金の九〇日分）			二　一眼に半盲症、視野狭窄又は視野変状を残すもの


									二の二　正面視以外で複視を残すもの


									三　両眼の眼瞼の一部に欠損を残し又は睫毛禿を残すもの


									三の二　五歯以上に対し歯科補てつを加えたもの


									三の三　胸腹部臓器の機能に障害を残すもの


									四　一手の小指の用を廃したもの


									五　一手の拇指の指骨の一部を失つたもの


									六　削除


									七　削除


									八　一下肢を一センチメートル以上短縮したもの


									九　一足の第三趾以下の一趾又は二趾を失つたもの


									一〇　一足の第二趾の用を廃したもの、第二趾を併せ二趾の用を廃したもの又は第三趾以下の三趾の用を廃したもの


						第十四級			一　一眼の眼瞼の一部に欠損を残し又は睫毛禿を残すもの


						（労働基準法第十二条の平均賃金の五〇日分）			二　三歯以上に対し歯科補綴を加えたもの


									二の二　一耳の聴力が一メートル以上の距離では小声を解することができない程度になつたもの


									三　上肢の露出面に手掌面大の醜痕を残すもの


									四　下肢の露出面に手掌面大の醜痕を残すもの


									五　削除


									六　一手の拇指以外の指骨の一部を失つたもの


									七　一手の拇指以外の指の末関節を屈伸することができなくなつたもの


									八　一足の第三趾以下の一趾又は二趾の用を廃したもの


									九　局部に神経症状を残すもの


						備考			一　視力の測定は万国式試視力表による。屈折異常のあるものについては矯正視力について測定する。


									二　指を失つたものとは拇指は指関節、その他の指は第一指関節以上を失つたものをいう。


									三　指の用を廃したものとは、指の末節の半分以上を失い又は掌指関節若しくは第一指関節（拇指にあつては指関節）に著しい運動障害を残すものをいう。


									四　趾を失つたものとはその全部を失つたものをいう。


									五　趾の用を廃したものとは第一趾は末節の半分以上、その他の趾は末関節以上を失つたもの又は蹠趾関節若しくは第一趾関節（第一趾にあつては趾関節）に著しい運動障害を残すものをいう。





機密性○






度数率


									度数率 ドスウ リツ									第11次計画 ダイ ジ ケイカク															第12次計画 ダイ ジ ケイカク


						平成20年 ヘイセイ ネン			1.43									平成20年 ヘイセイ ネン			平成21年 ヘイセイ ネン			平成22年 ヘイセイ ネン			平成23年 ヘイセイ ネン			平成24年 ヘイセイ ネン			平成25年 ヘイセイ ネン			平成26年 ヘイセイ ネン			平成27年 ヘイセイ ネン			平成28年 ヘイセイ ネン			平成29年 ヘイセイ ネン			平成30年～ ヘイセイ ネン


						平成21年 ヘイセイ ネン			1.26						度数率 ドスウ リツ			1.43			1.26			1.37			1.26			0.94			1.15			0.64			0.88			0.72			1.36


						平成22年 ヘイセイ ネン			1.37						平均 ヘイキン			1.25															0.95 　（-24%）


						平成23年 ヘイセイ ネン			1.26						罹災者数 リサイシャ スウ			36			29			31			28			21			26			14			19			16			20


						平成24年 ヘイセイ ネン			0.94


						平成25年 ヘイセイ ネン			1.15


						平成26年 ヘイセイ ネン			0.64


						平成27年 ヘイセイ ネン			0.88


						平成28年 ヘイセイ ネン			0.72																																										0.665


						平成29年 ヘイセイ ネン			1.36
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機密性○



度数率	平成20年	平成21年	平成22年	平成23年	平成24年	平成25年	平成26年	平成27年	平成28年	平成29年	1.43	1.26	1.37	1.26	0.94	1.1499999999999999	0.64	0.88	0.72	1.36	


強度率


						20年 ネン			21年 ネン			22年 ネン			23年 ネン			24年 ネン			25年 ネン			26年 ネン			27年 ネン			28年 ネン			29年 ネン						24,101


			死亡災害数 シボウ サイガイ スウ			3			2			0			1			1			1			1			2			3			0						16,074


			死亡災害による
労働損失日数 シボウ サイガイ ロウドウ ソンシツ ニッスウ			22,500			15,000			0			7,500			7,500			7,500			7,500			15,000			22,500			0						6,785


			労働損失日数 ロウドウ ソンシツ ニッスウ			24,101			16,074			6,785			8,603			9,312			14,440			14,004			15,906			23,293			929						8,603


			強度率 キョウド リツ			0.96			0.70			0.3			0.39			0.41			0.64			0.64			0.74			1.05			0.11						9,312


																																							14,440


																																							14,004


																																							15,906


																																							23,293


																																							929


			年間罹災者数 ネンカン リサイシャ スウ			35			29			31			28			21			26			14			19			16
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参考：発生頻度が高い４災害の具体例 

墜落：労働者が、建築物、足場、機械、
乗物、はしご、階段等から落ちること。 

転倒：労働者がほぼ同一平面上でつまず
き又は滑りにより倒れ、転ぶこと。 

②ベルトコンベア 

＜事例＞ 
平成28年12月13日発生 重症災害 
 
 垂直梯子（高さ６ｍ）を昇って清掃作
業に従事。清掃完了後、梯子から降りる
際に足を滑らせ床面まで墜落。 

①車両系鉱山機械 
＜事例＞ 
平成27年10月23日発生 死亡災害 
 
 残壁の肩部にてバックホウを利用して鉱
石をコーンクラッシャーに投入する作業に従
事。 投入作業中に後方部の足場が崩れ
、採掘跡の池にバックホウごと転落したと推
定。 
 

＜事例＞ 
平成29年４月26日発生 重症災害 
 
 ベルトコンベアの近辺で清掃作業に従事。作
業中、ベルトコンベアのフレームにつまづき、バラ
ンスを崩した結果、腕を巻き込まれて罹災。 

＜事例＞ 
平成27年４月26日発生 重症災害 
 
 石灰焼却炉の運転を手動から自動に切替
後、スロート下部のダスト清掃作業に従事。ダ
スト除去中に下部の円盤状の板が上昇し、
上部の板との間に左手を挟まれ罹災。 

＜事例＞ 
平成28年4月11日発生 重症災害２名 
 
 圧入井改修作業においてチュービングパイプを交換作業に従事。 
一時的に噴出防止設備 
（BOP）を吊り上げて 
作業していたところ、ボルト 
がフランジ穴に突然入り込 
み、降下したBOPサブフラ 
ンジとチュービングハウジング 
のフランジとの間に指をはさ 
まれ、2名が罹災。 

墜落・転倒 

運搬装置のため 

取扱中の器材鉱物等のため 

機械のため 
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Ⅱ．主要な対策事項（３．発生頻度が高い災害に係る防止対策の推進） 

２．発生頻度が高い災害の低減させるための取組み 

 経済産業省では、平成25年に、発生頻度の高い災害を中心に災害事例とその防止対策をまとめた「鉱山災害
防止のためのガイドブック」を作成し、共有を図っている。 

 平成26年から鉱山における自主保安の徹底と保安意識の高揚を図るための支援として、頻発している災害につ
いての注意喚起等を行うため「鉱山保安情報」を作成し、監督部を通じて、各鉱山への共有を図っている。 

＜鉱山災害防止のためのガイドブック＞ 

本ガイドブックでは、災害防止対策の進め方として各事例につい
て「1.本質安全対策」「2.工学的対策」「3.管理的対策」「4.個人
用保護具」による対策例を挙げ、１→２→３→４の順に検討するこ
とを推奨。 

1.本質安全対策･･危険な作業の廃止や変更等による対策。 
2.工学的対策 ･･安全柵の設置などの設備的対策。 
3.管理的対策 ･･マニュアルの整備や立入禁止措置、教育訓練等の管理面

の対策。 
4.個人的保護具･･ヘルメットや安全帯の着用などの作業者個人での対策。 左：平成29年4月 中央：平成29年6月 右 :平成29年５月 

＜鉱山保安情報＞ 
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⑨錯覚 

⑩加齢に伴う心身機能低下 

⑪疲労等 

⑫単調作業による意識低下 

ヒューマンエラー未該当 

Ⅱ．主要な対策事項（３．発生頻度が高い災害に係る防止対策の推進） 
３．人間特性に基づくヒューマンエラー分析 
 鉱山災害の原因はヒューマンエラーによるものが多く、特に最近は「危険軽視・慣れ」による災害が大半を占める。他方、 
「連絡不足」等に起因する災害は減少傾向。 

 鉱山労働者の年齢別構成と比較すると、 「危険軽視・慣れ」による罹災者の年齢構成は、40代の割合が多いもの
のほぼ年代に関係なく分布。なお、罹災者全体の年齢構成では、30代の罹災者が生じやすく、60代は罹災者が生
じにくいとの結果になっている。 

※危険軽視・慣れ：基本的ルールや作業手順書を守らないこと又は不安全行動と認識しつつも当該行動を
行ったことによる罹災。 

※場面行動本能   ：瞬間的に注意が一点に集中すると周りを見ずに行動してしまう本能による罹災。 

※12分類：高木 元也氏（独立行政法人労働安全衛生総合研究所）によるヒューマンエラー分類方法。 

◆「危険軽視・慣れ」の罹災者年齢◆ 
  第12次計画（平成25～28年） 

平成25～28年 
   43名 

20代 
3人(7％) 

40代 
12人(28％) 

30代 
7人(16%) 

60代 
11人(26％) 

50代 
10人(23％) 

◆ヒューマンエラー要因の推移◆ 
第11次・12次計画（平成20～28年） 

10代 
(0.5％) 

20代 
(8％) 

30代 
(15％) 

40代 
(23.5％) 

60代 
(27％) 

 50代 
(26％) 

出典：平成27年国勢調査 
産業（大分類）、年齢（5歳階級）、 
   男女別15歳以上就業者-全国 

  ◆鉱山災害の罹災者年齢◆ 
 第12次計画（平成25～29年） 
            ※29年は10月末時点 

20代 
5人(5％) 

   30代 
22人(23％) 

 10代 
1人(1％) 

   40代 
24人(25％) 

   50代 
26人(27％) 

   60代 
17人(18％) 

平成25～29年 
   95名 

＜鉱山事業者からの声＞（ヒアリングによる） 
○30代の罹災率が高い理由・60代で低い理由 
  ・ 30代になると一通りの作業ができるようになり1人作業の機会も増える。衝動
的に行動してしまったということがあるのではないか。 

 ・ 60代は、肉体的負担の関係から無理なシフトは組まない。また、安全感覚
のある人だからこそ会社に残れているのではないか。 

○鉱山労働者の年代について 
 ・ 40代・50代は、入社当時は「ラインは絶対止めるな」と教え込まれた世代。
装置を止めて確認する意識を持ちづらいのではないか。 

◆鉱山労働者の年齢構成◆ 
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ヒューマンエラー非該当 



平成２６年度の国における取組について（たたき：VER４） 

平成２５年●月 
鉱山・火薬類監理官付 

Ⅰ．目標 
  
 
 
 
 
 

災害を撲滅させること
を目指す。 

計画期間５年間の平均で、次の指標を達成することを目標とする。 
 指標１：災害を減少させる観点から、度数率0.85以下 
 指標２：重篤な災害を減少させる観点から、強度率0.35以下 

全鉱山の災害発生状況として、 各鉱山においては、 

Ⅱ．主要な対策事項 

１ 鉱山保安マネジメントシステムの構築とその有効化 
➢ 鉱山災害を撲滅させるためには、より高い次元で保安を確保する必要があ
り、これを実現するために、鉱業権者、鉱山労働者を始めとする関係者及び
国は、それぞれの役割を踏まえ、次の二つの取組を一体となって推進 
➢  国は、具体的な実施方法や優良事例等の情報についての提供等を行う
ほか、鉱業権者とともに毎年度取組状況について評価を行い、必要と認めた
場合に追加の対策を実施 

 ① リスクアセスメントの充実等 
  ・潜在的な保安を害する要因を特定するための調査の十分な実施 及びリス

クの分析 
  ・リスクの評価及びリスク低減措置の検討・実施 
  ・リスク分析・評価過程の関係者間での共有及び残留リスクの適正な評価・

管理 
 ② マネジメントシステム（PDCAを回す仕組）の構築等 
  ・保安方針の表明 
  ・保安目標（達成に至る手段を具体的に立案可能で、達成度合いを客観的

に評価可能なもの）の設定 
  ・保安計画（目標達成のための実施事項、スケジュール等）の策定 
  ・保安目標の達成状況及び保安計画の実施状況の評価等 

２ 自主保安の徹底と保安意識の高揚 
➢ 鉱業権者、保安統括者、保安管理者、作業監督者、その他の鉱山労働
者が、それぞれの立場と職責に応じて、自主保安を徹底 
➢ 保安目標を達成するために必要な人員及び予算の確保 
➢ 保安管理体制の充実、保安活動の積極的な実施及び保安教育の計画
的な実施  

３ 発生頻度が高い災害に係る防止対策の推進 
➢ 「墜落・転倒」、「運搬装置のため」、「取扱中の器材鉱物等のため」及
び「機械のため」による災害を着実に減少 
➢ ヒューマンエラーによる災害を防止するため、人間特性を考慮したＲＡ
を徹底するとともに、本質安全対策、ﾌｪｰﾙｾｰﾌやﾌｰﾙﾌﾟﾙｰﾌを考慮した施
設の工学的対策等を検討 

４ 基盤的な保安対策の推進 
 ➢ 露天掘採場の残壁対策  ➢ 坑内の保安対策 
 ➢ 作業環境の整備       ➢ 保安技術の向上とその活用 

５ 外国人研修生に対する配慮 

６ 単独作業及び非定常作業に対する保安管理 
 ➢ 請負作業者を含め、単独作業及び非定常作業に携わる者の災害

を防止するため、鉱山全体での保安管理を実施 

７ 国及び鉱業関係団体の連携・協働による保安確保の取組 
➢ 国は、外部専門家による保安指導、鉱山労働者等を対象とした各種
研修及び災害情報の水平展開等 を充実 
➢ 鉱業関係団体は、民間資格制度「保安管理マスター制度」の創設、
運用を始めとした鉱山の自主保安体制強化のための支援等、災害防止
のための活動を積極的に実施 
➢ 両者は、それぞれの活動が有機的に機能し、保安レベルの継続的な向
上につながるよう連携・協働を促進。特に、中小零細規模の鉱山に対し
てはニーズに応じてきめ細かな支援を実施する等、一定の配慮 

第１２次鉱業労働災害防止計画（平成２５～２９年度）の概要 
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注）度数率：稼働延百万時間当たり罹災者数 
   強度率：稼働延千時間当たり労働損失日数 
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Ⅱ．主要な対策事項（４．基盤的な保安対策の推進） 

 残壁対策については鉱山の状況に応じた様々な対策が講じられている。鉱区が接した鉱山では協調採掘。計画的
な切り羽設計。計測管理としてはAPS斜距離測定機、GPS計測機器を設置し常時監視の実施。残壁安定化とし
ては，水抜きボーリング、PSB発破、緑化・モルタル吹き付け等。 

 露天掘鉱山では今も残壁が長大化し続けており、継続的な残壁対策が必要。 

１－１．露天採掘場の残壁対策の状況  

 石灰石鉱業協会では、石灰石鉱業大会において、残壁安定化の研究、鉱山における対策などの事例発表を通じた知識
の共有化を図っている。 

 資源・素材学会”では，残壁管理等を検討する岩盤工学部門委員会を組織し、鉱山会社と共に鉱山の残壁安定化に
よる災害防止対策を進めている。 

業界団体・学会における取組事例 

鉱山等（事業者）の取組事例 
【事例１】武甲山における協調採掘と残壁管理 
・ 武甲山（埼玉県秩父市）において協調採掘を行う３社は、1973年に“秩父地
区残壁研究会”を組織し、3鉱山共通の残壁規格を策定、最終残壁の安定確保に
努めつつ、協調採掘を実施している。 

【事例２】豪雪地帯の鉱山での残壁形成における冬季安全対策と景観保全対策 
・ 国内有数の豪雪地帯（新潟県糸魚川市）にある石灰石鉱山では、雪崩災害リスク低減のため、冬季チェックリスト、作
業標準書の作成／運用、雪崩教育、雪氷災害発生予測システムの運用等を実施。2013年度からは、雪崩ポケットの造
成、雪崩予防柵の設置、監視カメラによるモニタリングを実施。また、鉱山の景観保全対策として残壁法面及び端縁の吹き
付け緑化を実施、吹き付け箇所の活着率向上に取組んでいる。 

武甲山の残壁 
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・ 1994年からは計測器械（APS斜距離測定）による残壁モニタリングを開始。その
後もGPS計測・水位計測・岩盤内変異計測等の計測による観測を実施。残壁モニ
タリング結果を用いて最終残壁管理区分を判断。2013年以降、降雨対策（降雨
浸透防止、残壁内の水抜き強化）を主眼とした保全工事を実施している。 



Ⅱ．主要な対策事項（４．基盤的な保安対策の推進） 

 残壁を有する鉱山については、施業案審査時に安全な傾斜の確保を図り、残壁規格に反した採掘が実施されない
よう指導を実施。また、保安検査時には、残壁の管理状況の確認・指導等のほか、残壁規格の遵守されていない鉱
山に対しては改善を指導。 

 保安統括者会議における保安対策指導のほか、鉱山が実施する自主的研究会での情報提供など、技術情報の共
有を図っている。 

 保安指導の対象となった残壁規格を満足しない残壁等は、短期間での改善が困難な場合が多いことから、問題の
未然防止と拡大の抑止に向けた対応が必要。 

１－２．露天採掘場の残壁対策に係る国の取り組み 

○ 毎年度、２０鉱山前後が保安指導
を受けている。 

○ なお、その半数近くが零細石灰石鉱
山であり、残壁規格に関する改善指
導がされている。 
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10月末 H25FY H26FY H27FY H28FY H29FY

指導あり 21 19 14 23 17

要注意 7 9 6 2 3

指導なし 152 175 148 156 110
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露天掘鉱山 
監督部による保安検査実施状況 



坑内採掘鉱山における取組事例 

Ⅱ．主要な対策事項（４．基盤的な保安対策の推進） 
２－１．坑内の保安対策の状況 
 国内の坑内採掘の鉱山の数は少ないものの，第12次計画期間中の坑内の災害件数は、平成27年２件、平成

29年5件発生。ただし、落盤などの坑内特有の災害は限定的で，坑内構造に問題ある鉱山は認められない。 
 坑内を有する鉱山においては、個々の状況に対応し、坑内構造安定化の措置、災害発生次の被害を最小限に留
めるための措置、緊急時対応に努めている。 

釧路炭鉱（石炭） 
【坑内構造措置】 
①鋼枠の種類、枠間、矢木掛方法等支柱規格を定め支保を実
施。状況に合わせモルタル吹付け、ロックボルト打設を実施。 
②不要坑道を早期密閉し放棄し、坑内構造の適正化実施。 
【被害最小限措置】 
①坑内火災等の早期発見のため、坑内各所にＣＯセンサ及び
火災報知器等を設置し集中監視。連絡手段として坑内で通
信可能な誘導無線装置を設置。  
②坑内火災発生時の初期消火のためベルトコンベア駆動部等に
自動消火装置、消火栓等の消火設備を設置。ベルトコンベア
への難燃性ベルトの使用。 
③坑内火災等の範囲拡大防止のため密閉用資材等を採炭作
業場付近等に配置。 
④坑内火災等による燃焼ガスの暴露を避けるため就業箇所付近
に気密室を設置。 
⑤ガス爆発による被害拡大防止のため作業場の出入口に爆発
伝播防止施設を設置。 
⑥災害時の人命救助及び拡大防止のための鉱山救護隊を設
置。 
【緊急時対応】 
①坑内火災、出水等複数の緊急時対応マニュアルを整備。 
②退避訓練は就業者全員について３ヶ月に１回以上区域を定
めて実施。 退避経路の教育を毎月実施。 
③職場消防隊を編成し、毎年１回以上消火訓練を実施。 

神岡鉱山（亜鉛・鉛、石灰石） 
【坑内構造措置】 
①鉱床及び母岩の一部脆弱な箇所への最適な支保の実施。 
②坑道の大きさ用途に応じた、パイプ枠、型鋼枠、レールアーチ枠、コンクリート吹きつけ、ルーフボ
ルト等による支保の実施。 
【被害最小限措置】 
①坑内主要箇所への消火器及び消火栓の設置。 
②火災防止規程の遵守・徹底。防火設備の整備と職場消防隊、自治消防隊の編成を実施。 
【緊急時対応】 
 職場消防隊、自治消防隊への定期的な訓練の実施。定期的な退避訓練の実施。 
 

菱刈鉱山（金） 
【坑内構造措置】 
①モルタル吹付け又は鋼製枠に木板及び坑木をはめ込むことにより坑内を補強。それ以外の箇所
についてはロックボルトを打ち込み金網で覆いを実施。 
②既掘･充填跡と採鉱により生じた空洞との間に位置するピラーの強度に問題が生じる可能性が
ある箇所は、変位計測の強化とケーブルボルトなどを用いた岩盤補強を実施。 
【被害最小限措置】 
① 給油所に火災報知器、坑道に消火栓及び消火器、重機・車両に消火器を設置。 
② 主要坑道はコンクリート吹付け不燃化工事を実施。 
③ 延焼防止のため、ケーブルは不燃性のものを使用。 
④坑内に緊急集合場所と救急センターを設置し、逃げ遅れた場合の籠城場所を確保。 
⑤ PHSと位置確認のシステムにより、作業員を坑外へスムースに退避させる仕組み。 
【緊急時対応】 
① 緊急時のためのマニュアルを整備し、火災が発生した場合の対応を規定。 
② 落盤については、年１回机上訓練（教育）を実施。 
③ 坑内火災退避訓練については、年１回実施。 27 



Ⅱ．主要な対策事項（４．基盤的な保安対策の推進） 
２－２．坑内の保安対策に係る国の取り組み 

 国は、保安検査により、坑内の管理状況（通気確保、浮石・落盤防止、火災防止等）の確認・指導等を実施。 
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10月末 

○ 指導を受ける鉱山は、特定の鉱
山に限定される傾向がある。坑内設
備改善，作業改善、保坑改善，
連絡体制改善などの指導を行って
いる。 

H25FY H26FY H27FY H28FY H29FY

指導あり 5 4 5 7 3

要注意 1 0 0 0 0

指導なし 33 40 27 27 16
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坑内を所有する鉱山 
監督部による保安検査実施状況 



Ⅱ．主要な対策事項（４．基盤的な保安対策の推進） 

３－１．作業環境の整備の状況 

 粉じんの防止に関しては、全国の稼行鉱山（約５００）のうち、粉じん濃度測定を要する鉱山は、坑内で約２０
鉱山，坑外で約70鉱山。単位作業場所数にしてそれぞれ約９０箇所、約２９０箇所。 

 粉じん濃度に関して、坑内おいては作業環境管理が適切に行われている第Ⅰ管理区分の作業所は、多少増加傾
向であるものの、約６０％近くの作業所が作業環境改善の努力が必要。坑外については第Ⅰ管理区分の作業所は
各年約９０％に達しているが、引き続き作業環境の維持，改善に努めていく必要がある。 

※作業環境を汚染する粉じんから作業者を保護するため、作業場の粉じんの状況・量を把握する方法として単位作業所当たりの粉じん濃度を測定・評
価し、管理区分Ⅰ（作業環境管理が適切）、管理区分Ⅱ（作業環境管理に改善の必要あり）、第Ⅲ管理区分（作業環境管理が適切でない、改善必要）の
区分に応じて、鉱業権者は法令に基づく措置を講じる必要がある。 

11次 12次計画 11次 12次計画 
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H24FY H25FY H26FY H27FY H28FY

第三管理区分 31 42 32 29 32

第二管理区分 23 20 28 20 14

第一管理区分 37 34 33 42 42

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

坑内を有する鉱山の 
作業環境評価基準に基づく管理区分毎の作業所数 

H24FY H25FY H26FY H27FY H28FY

第三管理区分 0 9 1 4 0

第二管理区分 18 21 20 23 14

第一管理区分 318 270 273 260 275
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Ⅱ．主要な対策事項（４．基盤的な保安対策の推進） 

３－２．作業環境の整備に係る国の取り組み 

 鉱山は、採掘状況等の変化に伴い作業環境が動的に変化する特性を有していることを考慮するも、作業環境の整
備を引き続き努める必要があることから、保安検査を通じ改善指導を実施してきたところ。 

 また、経済産業省では、平成26年3月に、各鉱山における作業環境改善のための保安確保措置の立案等の参考と
なるよう、「粉じんに関する作業環境改善事例集」を作成し、改訂をしつつ共有を図っている。 

30 



Ⅱ．主要な対策事項（４．基盤的な保安対策の推進） 

鉱山等の保安技術向上に向けた取組事例 

31 

■鉱山内の危険個所等の巡回・点検等へのドローンの活用・・・セメント系グループ会社、他 
・ 鉱山の地図作成や採掘作業計画策定、年間採掘数量の算出等のため、鉱山内の測量にドローンを活用中。また，巡回が難しい鉱山内の
斜面の点検や採掘現場の現況確認等、保安の分野への活用についても試行的に開始。 

■露天採掘場への入構管理システムの導入・・・石灰石鉱山、他 
・ 協調採掘を実施している採掘場では、三鉱山の発破作業を同時に実施するため、場内の作業者の
退避状況の確認等のため入構管理システムを運用。平成28年に、従来の名札方式に代えてタッチパ
ネル方式のシステムを導入。入構ゲート、鉱山詰所、事務所等の各地点で退避状況の同時確認、リ
アルタイムの保安情報の提供・共有に活用。 

■鉱山内の重機衝突防止のためレーザー検知センサー装置の活用・・・石灰石鉱山、他 
・ 標高が高い石灰石鉱山の採掘場では、頻繁に発生する濃霧対策として、積込用ホイルローダー、運搬用ダンプなど近接して作業する重機の
衝突防止のため、レーザーレーダによる近接距離検知を導入する安全策を実施。 

４－１．保安技術の向上とその活用の状況 
 採掘現場における条件の悪化、作業労働者の高齢化、人材不足等による保安知識承継の問題などに対処するた
め、各鉱山においては様々な保安技術の向上に取り組んできているところ。取り組みの中には、学会や業界などが産
学官連携を図りつつ進めているものもある。 

■視線・動作計測を活用した鉱山操業の改善と保安の向上への取組み・・・石灰石鉱山、セメント系鉱山会社 
・ 採掘重機の操作や鉱山内設備の点検・巡視作業における作業者の視線動向を計測し、瞬時に行う判断や行動を分析し、個々の作業等の
特徴に応じた技術指導・保安指導を作業者に実施。操業改善および保安向上に寄与する一定の結果が得られている。 

■産学連携により露天掘り鉱山における起砕物挙動予測に関する研究・・・けい石鉱山、国立大学 
・ 火薬類の使用中に発生する事故の原因の約7割とされている飛石の発生機構と飛翔挙動を解明し、その制御技術を確立するため、鉱山にお
いて発破試験を実施し、起砕物の初速度や飛翔方向等の飛翔特性に及ぼす岩盤状態および発破規格の影響について種々検討中。 

■危険体感施設の活用・・・石灰石鉱山、金属系鉱山会社、他 
・ グループ会社の「安全衛生教育センタ－」を活用して、危険体感教育を実施。作業現場の実態を踏
まえた危険体感設備を利用し、危険感受性の向上などを図っている。 

■ロボットスーツによる重労働安全対策の取り組みの検討・・・石灰石鉱山 
・ 貯鉱上のシートかけ等の重労働作業で、重機械での作業が入りにくく、人間による細かな作業が必
要な場合において、ロボットスーツによる腰痛等の安全対策を検討中。 

入構管理システム 
左：タッチパネル方式（新） 右：名札方式（旧) 



Ⅱ．主要な対策事項（４．基盤的な保安対策の推進） 
４－２．保安技術の向上とその活用に係る国の取り組み 

32 

 12次計画期間中、鉱山における地道な保安技術の向上への取り組みについて、国も平成26～27年度に全国の
鉱山の協力を得て、「鉱山災害を防止するためのハードとソフトの優良事例集」を取りまとめ、経済産業省のホーム
ページに掲載し、保安確保措置の立案等の参考となるよう共有を図っている。 

「鉱山災害を防止するためのハードとソフトの優良事例集」(平成28年度改訂版より） 



平成２６年度の国における取組について（たたき：VER４） 

平成２５年●月 
鉱山・火薬類監理官付 

Ⅰ．目標 
  
 
 
 
 
 

災害を撲滅させること
を目指す。 

計画期間５年間の平均で、次の指標を達成することを目標とする。 
 指標１：災害を減少させる観点から、度数率0.85以下 
 指標２：重篤な災害を減少させる観点から、強度率0.35以下 

全鉱山の災害発生状況として、 各鉱山においては、 

Ⅱ．主要な対策事項 

１ 鉱山保安マネジメントシステムの構築とその有効化 
➢ 鉱山災害を撲滅させるためには、より高い次元で保安を確保する必要があ
り、これを実現するために、鉱業権者、鉱山労働者を始めとする関係者及び
国は、それぞれの役割を踏まえ、次の二つの取組を一体となって推進 
➢  国は、具体的な実施方法や優良事例等の情報についての提供等を行う
ほか、鉱業権者とともに毎年度取組状況について評価を行い、必要と認めた
場合に追加の対策を実施 

 ① リスクアセスメントの充実等 
  ・潜在的な保安を害する要因を特定するための調査の十分な実施 及びリス

クの分析 
  ・リスクの評価及びリスク低減措置の検討・実施 
  ・リスク分析・評価過程の関係者間での共有及び残留リスクの適正な評価・

管理 
 ② マネジメントシステム（PDCAを回す仕組）の構築等 
  ・保安方針の表明 
  ・保安目標（達成に至る手段を具体的に立案可能で、達成度合いを客観的

に評価可能なもの）の設定 
  ・保安計画（目標達成のための実施事項、スケジュール等）の策定 
  ・保安目標の達成状況及び保安計画の実施状況の評価等 

２ 自主保安の徹底と保安意識の高揚 
➢ 鉱業権者、保安統括者、保安管理者、作業監督者、その他の鉱山労働
者が、それぞれの立場と職責に応じて、自主保安を徹底 
➢ 保安目標を達成するために必要な人員及び予算の確保 
➢ 保安管理体制の充実、保安活動の積極的な実施及び保安教育の計画
的な実施  

３ 発生頻度が高い災害に係る防止対策の推進 
➢ 「墜落・転倒」、「運搬装置のため」、「取扱中の器材鉱物等のため」及
び「機械のため」による災害を着実に減少 
➢ ヒューマンエラーによる災害を防止するため、人間特性を考慮したＲＡ
を徹底するとともに、本質安全対策、ﾌｪｰﾙｾｰﾌやﾌｰﾙﾌﾟﾙｰﾌを考慮した施
設の工学的対策等を検討 

４ 基盤的な保安対策の推進 
 ➢ 露天掘採場の残壁対策  ➢ 坑内の保安対策 
 ➢ 作業環境の整備       ➢ 保安技術の向上とその活用 

５ 外国人研修生に対する配慮 

６ 単独作業及び非定常作業に対する保安管理 
 ➢ 請負作業者を含め、単独作業及び非定常作業に携わる者の災害

を防止するため、鉱山全体での保安管理を実施 

７ 国及び鉱業関係団体の連携・協働による保安確保の取組 
➢ 国は、外部専門家による保安指導、鉱山労働者等を対象とした各種
研修及び災害情報の水平展開等 を充実 
➢ 鉱業関係団体は、民間資格制度「保安管理マスター制度」の創設、
運用を始めとした鉱山の自主保安体制強化のための支援等、災害防止
のための活動を積極的に実施 
➢ 両者は、それぞれの活動が有機的に機能し、保安レベルの継続的な向
上につながるよう連携・協働を促進。特に、中小零細規模の鉱山に対し
てはニーズに応じてきめ細かな支援を実施する等、一定の配慮 

第１２次鉱業労働災害防止計画（平成２５～２９年度）の概要 
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注）度数率：稼働延百万時間当たり罹災者数 
   強度率：稼働延千時間当たり労働損失日数 
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Ⅱ．主要な対策事項（５．外国人研修生に対する配慮） 

 外国人研修生(中国、ベトナム、インドネシア；毎年計150名程度)の受入れを実施している釧路炭鉱においては、外
国人研修生の保安を確保するため、保安規程において以下の旨を整備。 

 外国人研修生に対する実務研修を行うときは、１研修チー ムにつき、班長以上の中から指定された者及び通訳の各
１名以上を配置。 

 新たに坑内で実務研修を受ける外国人研修生に対する事前教育(粉じん防止対策を含む)の徹底について規定。 

 危険箇所・立入禁止箇所に関する警標及び研修箇所・坑口方向等の標示は、外国人研修生の母国語による表示
を併記。 

 外国人研修生には、特別の標識を付した保安帽を着用させるなど、他の者と容易に識別できる措置を講じる。 

 坑内において危険の兆候がある場合等は、十分な余裕を持って外国人研修生を坑外退避させ、状況が確認されるま
で入坑を規制。 

坑内実務研修前に指差呼称確認を実施。 危険箇所における警標を実務研修生の母国語 
(中国語、ベトナム語等)でも表記。 34 



平成２６年度の国における取組について（たたき：VER４） 

平成２５年●月 
鉱山・火薬類監理官付 

Ⅰ．目標 
  
 
 
 
 
 

災害を撲滅させること
を目指す。 

計画期間５年間の平均で、次の指標を達成することを目標とする。 
 指標１：災害を減少させる観点から、度数率0.85以下 
 指標２：重篤な災害を減少させる観点から、強度率0.35以下 

全鉱山の災害発生状況として、 各鉱山においては、 

Ⅱ．主要な対策事項 

１ 鉱山保安マネジメントシステムの構築とその有効化 
➢ 鉱山災害を撲滅させるためには、より高い次元で保安を確保する必要があ
り、これを実現するために、鉱業権者、鉱山労働者を始めとする関係者及び
国は、それぞれの役割を踏まえ、次の二つの取組を一体となって推進 
➢  国は、具体的な実施方法や優良事例等の情報についての提供等を行う
ほか、鉱業権者とともに毎年度取組状況について評価を行い、必要と認めた
場合に追加の対策を実施 

 ① リスクアセスメントの充実等 
  ・潜在的な保安を害する要因を特定するための調査の十分な実施 及びリス

クの分析 
  ・リスクの評価及びリスク低減措置の検討・実施 
  ・リスク分析・評価過程の関係者間での共有及び残留リスクの適正な評価・

管理 
 ② マネジメントシステム（PDCAを回す仕組）の構築等 
  ・保安方針の表明 
  ・保安目標（達成に至る手段を具体的に立案可能で、達成度合いを客観的

に評価可能なもの）の設定 
  ・保安計画（目標達成のための実施事項、スケジュール等）の策定 
  ・保安目標の達成状況及び保安計画の実施状況の評価等 

２ 自主保安の徹底と保安意識の高揚 
➢ 鉱業権者、保安統括者、保安管理者、作業監督者、その他の鉱山労働
者が、それぞれの立場と職責に応じて、自主保安を徹底 
➢ 保安目標を達成するために必要な人員及び予算の確保 
➢ 保安管理体制の充実、保安活動の積極的な実施及び保安教育の計画
的な実施  

３ 発生頻度が高い災害に係る防止対策の推進 
➢ 「墜落・転倒」、「運搬装置のため」、「取扱中の器材鉱物等のため」及
び「機械のため」による災害を着実に減少 
➢ ヒューマンエラーによる災害を防止するため、人間特性を考慮したＲＡ
を徹底するとともに、本質安全対策、ﾌｪｰﾙｾｰﾌやﾌｰﾙﾌﾟﾙｰﾌを考慮した施
設の工学的対策等を検討 

４ 基盤的な保安対策の推進 
 ➢ 露天掘採場の残壁対策  ➢ 坑内の保安対策 
 ➢ 作業環境の整備       ➢ 保安技術の向上とその活用 

５ 外国人研修生に対する配慮 

６ 単独作業及び非定常作業に対する保安管理 
 ➢ 請負作業者を含め、単独作業及び非定常作業に携わる者の災害

を防止するため、鉱山全体での保安管理を実施 

７ 国及び鉱業関係団体の連携・協働による保安確保の取組 
➢ 国は、外部専門家による保安指導、鉱山労働者等を対象とした各種
研修及び災害情報の水平展開等 を充実 
➢ 鉱業関係団体は、民間資格制度「保安管理マスター制度」の創設、
運用を始めとした鉱山の自主保安体制強化のための支援等、災害防止
のための活動を積極的に実施 
➢ 両者は、それぞれの活動が有機的に機能し、保安レベルの継続的な向
上につながるよう連携・協働を促進。特に、中小零細規模の鉱山に対し
てはニーズに応じてきめ細かな支援を実施する等、一定の配慮 

第１２次鉱業労働災害防止計画（平成２５～２９年度）の概要 

注）度数率：稼働延百万時間当たり罹災者数 
   強度率：稼働延千時間当たり労働損失日数 
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Ⅱ．主要な対策事項（６．単独作業及び非定常作業に対する保安管理） 

 請負・直轄でみると、請負の罹災は相対的に小さい。特に、本年は直轄の災害が多発。 
 請負の罹災者数は、小規模鉱山の方が小さい傾向が見られる。 
 罹災者数の定常・非定常、単独・複数の比較では、顕著な差が見出しにくい。 

鉱山災害罹災者数と度数率（請負・直轄） 罹災者（請負）が発生した鉱山の規模 

鉱山災害罹災者数（定常・非定常、単独・複数） 

第12次計画期間 第11次計画期間 

鉱山規模（鉱山労働者数） 

100~ 99~50 49~30 29~10 ~9 

25年 2 2 0 0 1 
(休止） 

26年 1 2 0 1 0 

27年 2 2 0 1 0 

28年 1 4 2 0 0 

29年 3 1 0 0 0 

１．単独作業及び非定常作業の罹災者の発生状況 

＜鉱山事業者からの声＞（ヒアリングによる） 
○けい石鉱山：採掘作業は請負、砕鉱/選鉱
プラント内は直轄で対応。 
○石灰石鉱山：採掘作業は直轄、立坑工事
は請負作業で対応。 
○石油・天然ガス鉱山：試錐・坑井改修などの
掘削作業時にはコントラクター(請負）が作業。
当作業時に災害が発生するケースが多い。 

 
→ 直轄・請負体制は、鉱種、鉱山により様々
なケースが考えられる。 
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Ⅱ．主要な対策事項（６．単独作業及び非定常作業に対する保安管理） 

 単独作業時及び非定常作業時の災害防止のため、基本的事項と保安確保対応事例をセットにしたパンフレットをそ
れぞれ作成。 

 産業保安監督部による保安検査での指導に活用するとともに、ホームページにも掲載。 

単独作業時の災害を防止するためのパンフレット 

２．単独作業及び非定常作業の保安管理に対する国の取り組み 

非定常作業時の災害を防止するためのパンフレット 
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平成２６年度の国における取組について（たたき：VER４） 

平成２５年●月 
鉱山・火薬類監理官付 

Ⅰ．目標 
  
 
 
 
 
 

災害を撲滅させること
を目指す。 

計画期間５年間の平均で、次の指標を達成することを目標とする。 
 指標１：災害を減少させる観点から、度数率0.85以下 
 指標２：重篤な災害を減少させる観点から、強度率0.35以下 

全鉱山の災害発生状況として、 各鉱山においては、 

Ⅱ．主要な対策事項 

１ 鉱山保安マネジメントシステムの構築とその有効化 
➢ 鉱山災害を撲滅させるためには、より高い次元で保安を確保する必要があ
り、これを実現するために、鉱業権者、鉱山労働者を始めとする関係者及び
国は、それぞれの役割を踏まえ、次の二つの取組を一体となって推進 
➢  国は、具体的な実施方法や優良事例等の情報についての提供等を行う
ほか、鉱業権者とともに毎年度取組状況について評価を行い、必要と認めた
場合に追加の対策を実施 

 ① リスクアセスメントの充実等 
  ・潜在的な保安を害する要因を特定するための調査の十分な実施 及びリス

クの分析 
  ・リスクの評価及びリスク低減措置の検討・実施 
  ・リスク分析・評価過程の関係者間での共有及び残留リスクの適正な評価・

管理 
 ② マネジメントシステム（PDCAを回す仕組）の構築等 
  ・保安方針の表明 
  ・保安目標（達成に至る手段を具体的に立案可能で、達成度合いを客観的

に評価可能なもの）の設定 
  ・保安計画（目標達成のための実施事項、スケジュール等）の策定 
  ・保安目標の達成状況及び保安計画の実施状況の評価等 

２ 自主保安の徹底と保安意識の高揚 
➢ 鉱業権者、保安統括者、保安管理者、作業監督者、その他の鉱山労働
者が、それぞれの立場と職責に応じて、自主保安を徹底 
➢ 保安目標を達成するために必要な人員及び予算の確保 
➢ 保安管理体制の充実、保安活動の積極的な実施及び保安教育の計画
的な実施  

３ 発生頻度が高い災害に係る防止対策の推進 
➢ 「墜落・転倒」、「運搬装置のため」、「取扱中の器材鉱物等のため」及
び「機械のため」による災害を着実に減少 
➢ ヒューマンエラーによる災害を防止するため、人間特性を考慮したＲＡ
を徹底するとともに、本質安全対策、ﾌｪｰﾙｾｰﾌやﾌｰﾙﾌﾟﾙｰﾌを考慮した施
設の工学的対策等を検討 

４ 基盤的な保安対策の推進 
 ➢ 露天掘採場の残壁対策  ➢ 坑内の保安対策 
 ➢ 作業環境の整備       ➢ 保安技術の向上とその活用 

５ 外国人研修生に対する配慮 

６ 単独作業及び非定常作業に対する保安管理 
 ➢ 請負作業者を含め、単独作業及び非定常作業に携わる者の災害

を防止するため、鉱山全体での保安管理を実施 

７ 国及び鉱業関係団体の連携・協働による保安確保の取組 
➢ 国は、外部専門家による保安指導、鉱山労働者等を対象とした各種
研修及び災害情報の水平展開等 を充実 
➢ 鉱業関係団体は、民間資格制度「保安管理マスター制度」の創設、
運用を始めとした鉱山の自主保安体制強化のための支援等、災害防止
のための活動を積極的に実施 
➢ 両者は、それぞれの活動が有機的に機能し、保安レベルの継続的な向
上につながるよう連携・協働を促進。特に、中小零細規模の鉱山に対し
てはニーズに応じてきめ細かな支援を実施する等、一定の配慮 

第１２次鉱業労働災害防止計画（平成２５～２９年度）の概要 

注）度数率：稼働延百万時間当たり罹災者数 
   強度率：稼働延千時間当たり労働損失日数 
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Ⅱ.主要な対策事項（７．国及び鉱業関係団体の連携・協働による保安確保の取組） 
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＜保安指導の内容（例）＞ 
 リスクマネジメントに関する指導  
 ベルトコンベアの安全対策の指導 
 発破飛石に関する指導 
 粉じん作業場の環境改善に関する指導 
 危険予知訓練に関する保安教育 
 ヒューマンエラーに関する保安教育 
 現場労働者の保安意識の向上に関する保安教育 

 国は、外部専門家による保安指導、鉱山労働者等を対
象とした各種研修、災害情報の水平展開等を充実。 

１．国の取組 

＜研修の内容（例）＞ 
 リスクマネジメント（初心者向け・上級者向け） 
 鉱山保安マネジメントシステム（ガイドブック等の有効活用） 
 ヒューマンエラー防止対策 
 指差し呼称・危険予知訓練 
 ベルトコンベア事故防止対策 
 墜落災害防止 
 車両系鉱山機械での事故防止対策 

車両系鉱山機械研修の様子 

＜災害情報の水平展開＞ 
原因・対策等を付記した
災害情報を全鉱山及び
関係業界団体に電子メー
ルや郵送等により送付・共
有。 

水平展開した災害情報の例 

 鉱業関係団体は、民間資格制度「保安管理マスター制
度」の創設・運用を始めとした自主保安体制強化のための
支援等、災害防止のための活動を積極的に実施。 

 国は、保安管理マスター制度と連携した特例制度を導入
するなど、鉱業関係団体と連携・協働して保安レベル向上
のための取組みを実施。 

２．鉱業関係団体の取組、国との連携・共同 

＜保安管理マスター制度＞ 
 平成25年4月に民間５（現在は４）団体によって設立された「鉱山
保安推進協議会」は、鉱山における保安管理人材の育成を目的とし
て「保安管理マスター制度」を創設し、資格認定試験を開始。 

 試験に合格し、かつ、法令講習を受講した者を同協議会が「露天採
掘技術保安管理士」又は「鉱場技術保安管理士」として認定し、称
号を付与。 

 国（産業保安監督部）は、資格認定試 
  験の際に講師を派遣し、法令講習を実施。 
 国は、「露天技術保安管理士」又は 
   「鉱場採掘技術保安管理士」の称号 
    を付与された者については、鉱山保安 
     法に規定する「作業監督者」に選任でき 
      る特例制度を導入。（平成28年8月1日施行） 

 
 

 

＜鉱山保安関係法令集の作成＞ 
 平成29年4月、経済産業省監修の下、
鉱山保安推進協議会が「鉱山保安法
関係法令集」を作成し、広く鉱山等へ
配布。 

平成28年度認定試験の様子 
（東京会場） 
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